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極上旦那様シリーズ

きみのすべてを奪うから～クールなＣＥＯと夫婦遊戯～










一夜遊戯




　夜空を貫くようにそびえる、六ろっ本ぽん木ぎの巨大ビル。友人とふたりでそこを訪れたのは、ある目的のためだった。

　階段でビルの地下一階に降り、その暗いスペースにひっそり浮かんだ重厚なドアの前まで来ると、先を歩いていた友人の稲いな葉ば凛りん子こが立ち止まる。

「本当に大丈夫？　美み織おり。絶対後悔しない？」

「うん。しない。大丈夫だから行こう？」

　私はしっかり頷いてみせた。

　今夜は特別な夜。覚悟なら何日も前から決まっている。

「迷いはないみたいね。じゃあさっそく乗り込もう！　美織は今までがお堅すぎたから、結婚前に少しは冒険した方がいいんだよ」

　凛子はそう言って軽くウインクすると、目の前のドアを開ける。

　一般の人たちが出入りする地上のエントランスとは別の、秘密の出入り口だ。

　中に入ると、がらんとしたホールの奥にエレベーターが一台だけあった。これに乗れば、最上階の五十五階へと一気にたどりつけるらしい。私は緊張しながら凛子に続いてエレベーターに乗り込んだ。

　お父さんお母さん、ごめんなさい。

　私は今夜、最初で最後の悪い子になります――。

　動きだしたエレベーターの中、私は両親に向かって心の中でそう懺ざん悔げしていた。




　最上階に着くと目の前には高級ホテルのラウンジのような空間が広がり、突き当たりに受付があった。

　それなりにハイソなワンピースを纏まとってきた私でも緊張するのに、先を歩く凛子はお気に入りのストリートカジュアルな格好で、楽しそうにブーツのかかとを鳴らしている。

　さらに彼女の髪型は、ピンク色のショートヘア。生まれてこのかたカラーもパーマも経験がなく、遊び心のひとつもない自分の真っ黒なロングヘアが、なんだかやぼったく感じられる。

　思えば学生時代からそうだった。いわゆるお嬢様学校と呼ばれる高校に通っていたあの頃、私は絵に描いたような優等生、凛子は先生を悩ませる問題児。

　周囲に褒められるのは常に私の方だったけれど、どれだけ叱られても、自由に好きなことをしている凛子が羨うらやましかった。

　そんな彼女に憧あこがれて私から声をかけたのが、友達になったきっかけだ。

　対照的な私たちの友人関係を不思議がる人もいるけれど、凛子は頭の固すぎる私に自由な考え方や息抜きを教えてくれるし、私は逆に凛子が羽目を外しすぎないように、その奔ほん放ぽうな振る舞いを時々姉のように注意したりして。

　結局お互いが社会人になった今でも、不思議と心地いいこの関係は続いている。

「いらっしゃいませ、稲葉様」

　受付で私たちを迎えたのは、線の細い黒服の男性だった。

　本来はここで彼に会員証を提示するらしいのだが、常連の凛子はすっかり顔を覚えられているためその必要はないようで、彼女は気軽に挨あい拶さつをした。

「こんばんは。黒くろ田ださんはもう来てますか？」

「ええ。お部屋にご案内します」

　このフロアには、三つのレストランにふたつのバー、そして大きなバンケットルームが備わっていて、そのすべてが会員制クラブ『サンクチュアリ』のもの。

　サンクチュアリはいわゆる上流階級の人間、なかでも二十代から三十代の起業家や若手の会社役員などが集まって交流を楽しむ社交場。会員になればレストランやバーは好きな時に利用でき、ビジネス目的で使う者もいれば、出会いの場として活用する者もいる。

　凛子は後者の方で、週三ペースで通っている。原はら宿じゅくの古着店で販売スタッフとして働く、見た目も個性的な彼女だが、実は資産家の娘なのだ。

　かくいう私も、日本有数のメガバンク『みそら銀行』で頭取を務める沖おき田た孝こう蔵ぞうを父に持ち、上流階級と呼ばれる類たぐいの家に育った。ただし凛子の家のような自由な雰囲気はなく、父も母も世間体が第一のとにかく窮屈で息の詰まる家。

　髪を染めたことがないのも、今夜ここへ来るのに自分の部屋の窓からこっそり家を抜け出したのも、厳しい両親に絶対許してもらえないからだ。

　こんなところの会員になるなんて、もってのほか。けれど会員と一緒であれば来店するのは可能なので、今日はただ一度きりの冒険をするため、凛子に頼んで連れてきてもらったのだ。

　親の言うなりでなんの反発もせず生きてきた窮屈な人生を、一度でいいから踏み外してみたい。そんな不真面目な私の願いを、凛子は快く聞き入れてくれた。

　黒服の男性に案内されたのは、創作フレンチのレストラン内にある個室だった。

　個室と呼ぶにはあまりに広いその部屋は、中央にソファとテーブルのセット、それから夜景の見渡せる窓際に、椅子が二脚が置いてある。

　すべての家具や調度品はロココ調で統一されており、まるでヨーロッパにある宮殿の一室にでも迷い込んでしまったよう。

　その優雅な空間の中央では、スーツ姿の男性がふたり、広々としたソファに座りワインを嗜たしなんでいた。

「こんばんは、黒田さん。こちらが友人の美織です」

　ふたりのうち、やんちゃな雰囲気の漂う、明るい茶髪の男性に凛子が声をかけた。

　この方が黒田さん……。彼を結婚相手に狙っている凛子いわく、父親が優秀な起業家で、彼自身も会社をいくつも立ち上げている、アグレッシブな男性だとか。

「はじめまして美織さん。僕は黒田真守まもる。こっちは……」

　黒田さんが横にいる男性を紹介しようとすると、男性はその声を遮るように立ち上がり、つかつかと歩み寄ってきた。

　見るからに遊び人といった感じの黒田さんとは違い、つま先から頭のてっぺんまで高貴なオーラを纏っているその人に、私はつい目を奪われた。

　艶つやのあるダークブラウンのミディアムヘア。長めの前髪は目の上ですっきり分けられ、凛り々りしい眉が覗のぞいている。日本人離れした彫りの深い骨格に、はっきりした二重のアーモンドアイ。細く尖とがった鼻に、薄めの唇が知的な印象を与えている。

　スタイルもよく、百八十センチはありそうな長身に上質なチャコールグレーのスーツがよく似合っていた。

　カッコいい……王子様みたいって、こういう人のこと言うんだろうな……。

「はじめまして、美織さん。きみのことは黒田から聞いてるよ。今夜は思い切り夜遊びするつもりだって」

　彼は王子にふさわしい、透明感のある甘い低音で話した。

「え……。あっ、凛子でしょ、言ったの……！」

　凛子を咎とがめようとしたけれど、彼女は蜜みつに誘われる蝶ちょうのごとく黒田さんの座るソファの方へ移動し、彼の横にピタリと寄り添って座った。

　そんなわかりやすい凛子に黒田さんも甘い笑みを返し、おまけに頬にキスをしたので、私は慌てて目をそらした。

　普通、他人のいる前でそういうことする……!?

　あからさまに照れている私を、目の前の男性はおかしそうにふっと笑う。

「まったく、あのふたりはすっかり自分たちの世界に入っているみたいだ。俺たちも気にせず楽しくやろう。美織の思い出に残る、最高の夜になるように」

　いきなり呼び捨てにするなんて、女性の扱いに慣れている人みたい……。

　普段であれば警戒心を持ってしまっていただろうけれど、今夜はそんなもの必要ないので、私は本能に従い胸をときめかせた。

「はい……。あの、あなたのお名前は？」

「俺は尊たけるだ。苗字は……いらないよな？　この夜を存分に楽しむのに、邪魔になるだけだ」

「尊さん……」

　確かめるように呟くと、尊さんは満足げに目を細めて私の顎をくい、と掴む。

　瞳を覗かれて、徐々にふたりの距離が縮まって。あっと思った時にはもう、唇を奪われていた。

　嘘うそ……出会ってすぐ、こんなこと……。私は息をするのも忘れ、頬を真っ赤に染めて硬直する。

　もともと、凛子が私の一夜限りの相手として、黒田さんの知り合いの男性を紹介してくれることは決まっていた。決して本気にはならず、けれど世間知らずの箱入り娘である私にそれなりの甘い夢を見せてくれそうな人を、というのがこちらからのリクエストだった。

　だから当然キスの覚悟はしてきたつもりだったのに、こんなに早くその機会が訪れるとは完全に油断していた。

　想像していたよりもずっと甘い感触に、脳が熱く蕩とろけて思考能力を失っていく。

「……かわいい。慣れてないんだな」

　唇を離した尊さんが、至近距離で見つめ合ったままそんなことを言うので、どきりと胸が跳ねる。

　どうやら尊さんはこちらのリクエスト通りの、またはそれ以上に遊び慣れている男性のようだ。

　結婚相手にはあり得ないけれど、今日の目的を果たすためには、彼のような男性はむしろ適役。ただ一度だけの私の冒険に、後腐れなく付き合ってくれるだろう。

　そして冒険を終えたら……私はその思い出をひっそりと心にしまい、好きでもない政略結婚の相手のもとへお嫁に行くのだ。

　顔も名前も知らないその相手とは、明日が初めての顔合わせ。しかしそこで当人たちがどう思おうと、結婚の予定は動かない。

　逆らえない運命の波に乗って、流されるしかないのだ。

　その事実を思い出すと、そこはかとない絶望感に心をさらわれそうになる。

　でも、だからこそ、顔合わせの前日というこのタイミングで、凛子に協力してもらってまで最初で最後の反抗をしようと思い立ったのだ。

　今夜は絶対に後悔したくない。

　そんな固い決意を胸に、私は改めて尊さんをジッと見つめた。

「尊さんの言う通り、私はこんなことに慣れていないし、これからもきっと慣れないと思います。でも、今夜だけ……私は私でない人になりますから。どうか、一生忘れられないような夜にしてください」

「……わかった。俺に任せて？」

　尊さんに手を取られ、ソファの方へ導かれる。それを見ていた凛子と黒田さんは目配せをし合い、そろって立ち上がると私たちに言った。

「じゃ、私たちは別の場所で飲みなおすから。おふたりさんはゆっくり楽しんで？」

「尊、美織さんにあまり無理をさせるなよ」

「わかってるよ」

　軽い挨拶を済ませ、凛子たちは個室を出ていく。

　こういう流れになることは事前に凛子と示し合わせてあったものの、男性とふたりきりという初めての状況に緊張してしまう。ソファに座る私の姿勢はぎこちなく、背筋はまっすぐだ。

「美織も飲む？　ワイン」

「は、はいっ。いただきます……！」

　上司に酒を勧められた新入社員のごとくかしこまって、私はテーブルにあった空のグラスを手に取る。慣れた動作で尊さんがボトルを傾けると、芳ほう醇じゅんな香りとともに赤紫の液体がとくとくとグラスを満たしていった。

　ワインなんて……というか、お酒自体初めてだけど大丈夫かな。

　とっくに成人し、今年でもう二十五になるけれど、私はこれまでアルコールは一切口にしたことがなかった。過保護な両親が、酒を飲むことはおろか、職場でのそういう席に参加することすら許してくれなかったからだ。

　時々凛子が『黙って飲んじゃえばいいじゃん』と誘惑してきたが、そこまでして飲みたいわけでもなかったし、両親に反抗するみたいで気が引けた。

　でも、尊さんがそばにいてくれる今なら……。

　私は勇気を出して、薄いグラスのふちに口をつけた。尊さんは長い脚をゆったり組んで、その様子を見守っている。

「……美味しい」

　ワインをゆっくり舌の上に広げながら味わった私は、その余韻を楽しみながらしみじみ呟いた。

　喉が焼けるような感覚にはまだ慣れないけれど、このワインの味は素直に好みだ。いくつもの味が絡まり合い、濃厚で深い味わいがする。

「よかった。これは、俺も一番好きなワインなんだ。五大シャトーのひとつで、もっともコクがあるとされているラトゥール。美織と一緒に飲めてよかった」

「お好きなんですね、ワイン」

「ああ。俺、仕事が忙しくて趣味ってものがあまりないんだけど、ワインだけは昔から好きで、家にも色々コレクションがあるよ」

　尊さん、カッコよすぎる……。背が高く容姿端麗で、この店の会員になれるのだから社会的地位や収入も高いのだろう。そのうえ趣味がワイン収集だなんて、女性の心を掴む要素が多すぎやしないだろうか。

　私は尊さんをうっとり見つめながらグラスを傾け、彼の醸し出す大人っぽい雰囲気とワインのアルコールに酔わされていく。

「もう酔ってきたのか？　顔が赤いし目も潤んでる。……ほら、チーズも食べないと」

　尊さんはそう言うと、ひとかけらのチーズを自分の口の中に放り込み、私の顔を両手で包み込んだ。

　え？　まさか……。

　抵抗する隙も与えられないまま、彼の唇が私のそれに重なる。

「ン、ふ、ぁ……」

　さっきのキスとは明らかに性質が違っていて、巧みな舌使いで私の唇を器用に開かせた彼は、甘い唾液とともにチーズを私の舌の上へと転がした。

　尊さんの顔はゆったりと離れていき、「美味しい？」と妖よう艶えんな笑みが問う。

　今のって、口移しだよね……？

　恥ずかしさに頬を熱くしながらも、口の中に残る風味を確かめるように味わう。

「ワインと、チーズ……それに」

「それに？」

「尊さんの味が、します……」

　感じたことを正直に伝えると、尊さんは興味を引かれたように私の顔を覗き込んだ。

「俺の味って、どんな感じ？」

「甘くて、病やみつきになる……でも、食べすぎたら全身に毒が回っちゃう、禁断のフルーツみたいな……？」

　私の説明を聞いた彼はおかしそうにふっと笑い、それから手を伸ばして私の髪を撫なでながら、意地悪く問いかけた。

「じゃあ、もう食べない方がいいのかな？」

「え……？」

「俺の毒に侵されたら困るだろ？」

　試すような視線に射貫かれる。彼は逆のことを口にしながら、〝禁断の果実がもっと欲しいだろう？〟と私を誘惑しているのだ。

　でも……もしも毒に侵されたとして、私は本当に困るの？　これから待ち受ける望まない結婚のことを思えば、むしろ毒に蝕むしばまれて、思考を奪われてしまいたいんじゃないの？　今夜はそのために、あの窮屈な家を飛び出してきたんでしょう？

「もっと……食べたい、です」

　頬は真っ赤になっているに違いない。それでも、私は正直な気持ちを告げた。

「食べさせて、ください」

　たたみかけるように言った後、勇気を出して自分から、彼の唇に一瞬のキスをした。

　情けないことに私は震えていた。おそらく尊さんの女性遍歴至上、もっともキスの下手な女だろう。

　それでも今夜はあなたとともにいたい。どうか私に、甘い夢を見せてください――。

　そんな切実な思いを抱えて彼を見つめると、尊さんが不意に顔を寄せてきて、息のかかる距離でぼそりと呟いた。

「……イケナイ子だな、美織は」

　甘く不ふ埒らちな囁ささやきに、どくん！と心臓が激しく脈打った。と同時に、背中からソファに押し倒され、手首を拘束される。

　ぱっちりとしたアーモンドアイが鋭く細められ、王子から獰どう猛もうな獣けものに豹ひょう変へんしてしまったかのような彼に、加速した鼓動が止まらない。

　尊さん、さっきまでと人が変わったような……？

　いや、きっと男性というのはこういう時、みんなそうなるものなのだ。さっきまでの彼は、王子の顔の中に野性を隠していただけのこと。こうして獲物を捕らえる隙を、虎こ視し眈々たんと狙っていたのだ。

　落ち着くのよ、美織。覚悟はできているはずでしょう……？

　ためらいと期待の入り混じった眼差しで彼を見上げると、クッと喉を鳴らして笑った彼が、ぞくりとするほどのＳっ気を滲にじませながら言い放った。

「なら、思う存分俺を味わわせてやるよ。意識飛んでも知らないぞ」

　えっ。意識が飛ぶって、どういう……。

　深く考える暇もなく、尊さんの大きな影が私に重なり、キスの雨が降ってきた。

　口移しをするわけでもないのに入り込んできた彼の舌が、私の上顎を、歯列を、隅々まで犯していく。

「ン……、ふっ……」

　一瞬唇が離された隙に酸素を取り込もうとするけれど、すぐに次のキスがやってきて呼吸を奪う。互いの唾液が混じり合って、淫みだらな音が弾けては消える。酸欠気味の頭はだんだんぼうっとしてきて、理性をなくしていった。

　そのうち尊さんの唇が首筋まで下りてきて、同時に彼の手がワンピースの裾から忍び込む。

　彼の火ほ照てった手のひらの感触にびくりと反応しながらも、私は焦って声をあげた。

「あ、の……まさか、ここで？」

　すべてを捧げる覚悟はしていても、この部屋で事に及ぶとしたら想定外だ。そういうことは、ベッドの上でするものではないの？

　私が今まで見た小説やドラマや映画の中では、男女の濃厚なシーンはベッドの上と相場が決まっているのだけど……。

「……お嬢様には刺激が強い、か。どうする？　ホテルに移動する？」

　彼の口から出たお嬢様という言葉には、見下すような響きが含まれているような気がした。それがなんだか悔しくて、私は首を横に振ってきっぱり言った。

「ここでいいです」

　尊さんにはきっと強がりだとばれていただろう。しかし彼は私の意思を尊重するように小さく頷き、いったんやめていた愛あい撫ぶを再開した。

　その手つきはとても優しく、けれど私の弱点を知り尽くしているかのように巧みで。自分でも知らなかった女としての本能が、彼によって一つひとつ開花させられていくのを感じていた。

　いつの間にか邪魔なワンピースは脱がされ、下着も取り去られてしまった。尊さんも、上半身にボタンの外れたシャツを纏っただけというしどけない姿になっていて、ちらちらと覗く筋肉質な胸元が妖艶極まりない。

「箱入り娘と聞いていたが……まさかこんなに乱れるとはな」

　ひとつになる直前になってそんなことを呟く彼に、かぁっと頬が熱くなった。

　私に言わせれば、乱れたのは尊さんのせいなのに……。

　急に恥ずかしくなって両手で胸を隠すと、尊さんの手が優しくそれをどかしてソファに縫いつけた。

「謝る必要はない。むしろ楽しみになった、これからのいろんなことが」

「これから……？」

　どういう意味かと聞き返したけれど、尊さんは意味深に微笑むだけ。

「……なんでもない。ほら、こっちに集中」

「あ、尊さ――」

　甘い痛みに貫かれ、ぎゅっと閉じた目の端にじわりと涙が滲んだ。

　――なんということだろう。

　今まで親の敷いたレールを踏み外すことなどなかった、箱入りで優等生で、男女交際ひとつしてこなかったこの私が……今日初めて会った男性と、こんなふうに体を繋げてしまうなんて。

　しかも、痛みをこらえて涙するわけでもなく、与えられる快感のままに喘いで……こんなふしだらな所業を両親に知られたら、勘当されるかもしれない。

　しかし、私は背徳感に胸を痛めるどころか、むしろどんどん大胆になった。

「尊さん、もっと」

　もがくような声音でおねだりし、汗ばんだ彼の背中に爪を立てる。

「美織……ホント、お前は仕方のないお嬢様だな」

　尊さんは皮肉げに言いつつも、私の望みに応えるように腰の動きを速め、呼吸を荒らげた。

　私は間もなく最後の大きな快感にたどりつき、頭が真っ白になってしまう前にと彼の耳元に囁いた。

「ありがとう、尊さん。もう、思い残すことはありません……」

　初めての相手が、あなたのような遊び慣れた男性でよかった。

　こんなに不道徳で甘美な夜は、残りの人生で二度と味わうことはないだろう。

　あなたのおかげで、女としての幸せを十分感じることができました。もう、会うことはないけれど……本当に感謝しています……。

　胸の内でそう呟きながら、私は意識を手放した。










楽観遊戯




　一夜の大冒険の後、私は泥のように眠りこけてしまった。しかし目を覚ました時には、なぜかきちんとパジャマに着替えて自宅のベッドにいた。

　今日って……何月何日？　私、昨夜なにをしていたんだっけ？

　壁のカレンダーをぼんやり眺め、日付を確認する。

　三月七日、土曜日。よかった、仕事は休みだ……。ホッとして、再び目を閉じる。

　そういえば、今日は重要な用事があったような気がするけど……うう、頭がガンガンして思い出せない。

　二日酔いの頭をなんとか回転させていると、今日の予定より先に昨日の記憶がよみがえった。

　そうだ……昨夜は約束通り凛子にサンクチュアリに連れていってもらって、そこにいた王子様のような男性……そう、尊さんに、私、すべてを……。

　昨夜の行為を思い出すだけで、火がついたように顔が熱くなった。

「この世にあんな恥ずかしいことがあるなんて……」

　両手で顔を覆い、今さらのように悶もだえる。

　あれは夢だったんじゃないかと思い込もうとするけれど、腰のあたりには余韻のようなだるさがまだ残っていた。

「尊さん……」

　なにげなく彼の名を呟くと、胸がぎゅっと締めつけられた。

　なんで切なくなるんだろう。一夜限りの相手を恋しがったってしょうがないのに。今日は、政略結婚の相手と初めて顔を合わせなきゃならないのよ……って。

「い、今何時!?」

　ようやく思い出した大事なスケジュールに、一気に青ざめる。

　壁の時計を見ると、すでに午前十時。顔合わせの行われる料亭には十二時に集まる約束で、十時には着付けとヘアアレンジのために美容室の予約をしてあったのに。

　どうして誰も、私を起こしてくれなかったの……？

　私は焦りながらも、音を立てないように階下に降りる。昨夜の記憶が曖あい昧まいなので両親とは顔を合わせづらく、向かった先は同居している祖母の部屋だ。

　祖母は家族の中で唯一私を甘やかしてくれる存在で、昔から両親には言いづらいことも祖母には話すことができた。今回も、まずは祖母に相談してみよう……。

　そう決めて、祖母のいる和室のふすまをスパーンと開ける。

「お祖ば母あちゃん！　お願い、知恵を貸して……！」

　和室には確かに祖母がいた。しかし、そこにいるはずのない人物も畳の上に正座している。ネイビーのストライプスーツに身を包み、祖母と向き合って呑のん気きにお茶を啜すすっているその人はどう見ても……。

「た、尊さん!?　あなたがなぜここに……」

　尊さんは湯呑みから口を離し、ちらりとこちらを振り返る。その口元には意味深な笑みが浮かんでいた。

「あらあら、お寝坊さんがやっと起きてきた。ほら、座りなさい美織。あなたにもお茶を淹いれてあげるわ」

　のんびりと傍らの急須に手を伸ばす祖母。

　いや、お茶を飲んでいる場合じゃないんだけど……。

「お祖母ちゃん、私急いでるの。今日はほら、大事な用があるでしょ……？」

　尊さんがこの場にいるせいで、なんとなく結婚前の顔合わせだとは言いづらかった。

　しかし、尊さんのことはともかく今大事なのは十二時の約束に間に合うように身支度を済ませること。そうでなければ、両親に盛大に呆あきれられてしまう。そして言われるのだ。〝私たちをがっかりさせるな〟――と。

「あぁ美織、そのことだけどねえ」

　祖母がお茶を淹れる手を止め、尊さんと目を見合わせる。そうして互いににっこり微笑み合ったかと思うと、信じられないことを口にした。

「泥酔したあなたをタクシーで送ってきてくれたこの人に、昨夜全部聞いたわ。あなたたち、こっそり会っていたそうじゃない。それでこの人ったら、美織に惚ほれ込んでなかなか帰してやれずお酒も飲ませてしまったから、顔合わせは後日にしてくれって、両家の親に頼み込んだのよ。だから顔合わせは延期。そのうえ飲みすぎた美織の体調が心配で、朝からこうしてうちを訪ねてきてくれたの」

「えっ!?」

　ふふふ、と口元を手で押さえて意味深に笑う祖母に愕がく然ぜんとして、私は思わず尊さんのそばに座り込んで彼に小声で異議を唱える。

「送っていただいたことはありがたいのですが……なんで言っちゃうんですか！　昨夜のこと家族には絶対に知られたくなかったのに！」

　すると、尊さんも口元を隠すように手で覆いながら、私の耳元でこう返した。

「……美織の立場が悪くなるようには言ってない。政略結婚とはいえ、妻になる相手に初めて会うのに互いの家族同伴ではやりづらいから、俺が勝手に美織を呼び出して話をした。そういうことにしてある」

「そうだったんですか。なら……」

　問題ないか……。一瞬納得しかけて、今の会話に隠れていた衝撃の事実に気づく。

　いや、今の会話だけじゃない。さっき祖母もおかしなことを口走っていた。尊さんが両家の親に頼み込んだのなんだのって。

　私は確かに今日、政略結婚の相手と顔合わせをする予定だった。でも、相手のことは父がまったく教えてくれなくて……。

『私に任せておけばいい』

『顔合わせも、美織は座っているだけでいい』

　そんなことを冷たく言われるだけだった。

　でも、尊さんの話しぶりから察するに、政略結婚の相手はまさか――。

「あ、あなたが結婚相手……!?」

「今頃気づいたのか。……昨夜は楽しかったな？」

　わざと含みのある言い方をされ、私の頭はパニックに陥ってしまう。

　ちょっと待って……いったん整理させて。つまり、尊さんは私の結婚相手になる人で。彼は昨夜それを知りながらも、黙って私の決死の大冒険に付き合っていた……？

　私、めちゃくちゃ恥さらしじゃない！

「なんで昨日言ってくれなかったんですか！」

「お前の気持ちを尊重したんじゃないか。かわいそうに、ああいう遊びを一度もしたことがなかったんだろ？」

「だからって……！」

　尊さんと言い合っていると、その様子を向かい側からのんびり眺めていた祖母がしわくちゃの目元をさらに緩めてしみじみと呟く。

「もうすっかり仲良しね。お祖母ちゃんうれしいわ、美織がお嫁さんになるところが見られて」

「お、お祖母ちゃん……」

　そんなに感動されてしまうと、弱っちゃうんだけど……。

「安心してください。美織さんは僕が必ず幸せにしますから」

　戸惑う私を置いてけぼりにして、尊さんは祖母を相手に好青年を演じていた。

　絶対にそんなキャラじゃないくせに、すっかりお祖母ちゃんを味方につけたみたい。

　私は尊さんの王子然とした横顔に胡う散さんくさいものを感じながら、ふたりのやり取りを黙って見つめていた。




　その後、尊さんはうちの家族と昼食をともにすることになった。もともと顔合わせのために予定を空けていた両親の提案だ。

　自宅の広いダイニングテーブルに母の手料理とケータリングのご馳走が並び、私の家族と尊さんだけでひと足早い顔合わせとなった。

　最初は、尊さんに誘われたとはいえこっそり家を抜け出し、挙句泥酔して帰ってきた私への小言で耳が痛かったけれど、尊さんは終始自分を悪者に仕立て上げ、私をかばった。

「美織さんはすぐに帰ると言ったんです。でも僕が、どうしても彼女とまだ一緒にいたかったので……」

　私の隣で恥ずかしげもなくそんなことを語る尊さんには、本当に役者だなと呆れるやら感心するやら。

　でも、かばってもらえたのは正直ありがたかった。彼がそうしてくれなければ、父からも母からも次々責められて、心がハチの巣みたいに穴だらけになっていただろう。

　和やかに会話が進んでいく中で尊さんの素性も明かされ、彼の苗字を聞いた私は耳を疑った。

「鞍くら馬ま尊さん……。鞍馬って、あの？」

　にわかには信じられなくて尊さんを見つめると、彼は微笑んで頷いた。

　彼の姓、〝鞍馬〟はあまりにも有名な、国内最大手の航空会社『スカイイーストホールディングス』を経営する一族のもの。尊さんのことだからそれがばれたらおもしろくないと思って、昨夜は苗字を伏せたのだろう。

「その若さでＣＥＯとは、父上も思い切りましたね」

　感心したような父の言葉に、私はさらに驚愕した。

　尊さんって、スカイイーストのＣＥＯなの!?　さっき年齢は三十四歳だと言っていたのに、その若さで会社のトップってこと!?

　彼の完璧さには昨夜も感心させられたけど、肩書きを知ったことで改めて、非の打ち所のなさに圧倒されてしまう。

「父は安定志向で保守的なんです。しかし、会社の成長のためには常に革新的な経営戦略が必要だ。だから僕をトップに据えてみたくなったそうです。八年前、父や他の役員たちの反対を押し切って成長著しい二社のＬＣＣとの業務提携を断行したのも僕ですが、結果はついてきた。最初こそ赤字でしたが、僕はもっと先の未来を見据えていましたから、焦ることはありませんでした」

　はー……すごいんだな尊さんって。内面から滲み出る自信が、ますます彼を輝かせている気がした。

「なるほど。鞍馬会長からも息子であるきみの素晴らしさを聞いてはいたが、こうして話してみて、私はさらにきみが気に入ったよ。公私ともに、これからも手を取り合っていこうじゃないか。追加融資の件も、前向きに検討するよう口添えするよ」

「ありがとうございます」

　父は満足げに頷いた後、不意に私に話を振った。

「どうだ美織、驚いたろう。結婚相手にこれほど条件のいい男はいないぞ。この結婚は、私や母さんの言いつけ通りにまっすぐ育ってくれたお前への、サプライズプレゼントといったところだ」

　サプライズプレゼントって……わが父ながら、よく言うわ。みそら銀行、そして相手方の会社の一層の躍進を目的とした政略結婚だと、前々から私に言い含めていたくせに。

　そんな出会いがうれしいはずがないし、相手が尊さんだと知って、戸惑いは増すばかりだ。しかし、正直な心境を打ち明けて父の機嫌を損ねたくはなかった。

「う、うん。……驚いたけど、うれしい」

　控えめな娘を演じ、微笑みを顔に貼りつける。尊さんもそんな私に優しい眼差しを向けた。

「僕もうれしいです。まさか頭取の娘さんがこんなにかわいらしい女性だとは……昨日会って、ひと目惚れしました」

　ちょっと……お互いに演技しているとはいえ、ひと目惚れはいくらなんでも話を盛りすぎじゃない？

　私はひとり引きつった顔になるけれど、父や母は私のことを褒められてまんざらでもない様子だ。

「ははは、そうだろう。一応、どこへ嫁に出しても恥ずかしくないようにひと通りのことはしつけてきたつもりだから、よき妻になると思うぞ」

「いえ、僕の方こそ美織さんのよき夫になりたいと思っています。美織さん、これからどうぞよろしく」

　急に姿勢を正した彼が、私に向かって頭を下げる。

　父に負けず劣らず、まったく調子のいい人だ。私の家族に好印象を与えるために、ここまで徹底して好青年を演じるとは。

「いえ……こちらこそ」

　彼にならってぺこりと会釈すると、テーブルの下で彼の手がそっと私の手に触れる。

　えっ……？

　心の中で声をあげると、いたずらな目をした彼がちらりと私を一いち瞥べつし、そのままぎゅっと手を握ってきた。それから、家族の目を盗んでこっそり私に耳打ちする。

「……笑えるよな。これからよき妻とよき夫になろうとしているふたりが、昨夜のうちにセックス済ませてるなんて」

　艶なまめく声でそんなことを囁かれ、かぁっと顔が熱くなった。

　な、な、なにを言ってるのこの人は……！　まるで他人事みたいに！

「全然、笑えません……っ」

　俯うつむきがちに小声で反論すると、尊さんは声を殺してくつくつと笑う。

　もともと乗り気じゃなかった政略結婚だけれど、なんだかさらに雲行きがあやしくなってきた。女性と遊び慣れている尊さんにとっては、結婚すらお遊びの一種なんじゃないだろうか。

　だとしたら、私はどうしたらいいの？　コロコロ表情を変えるこの人の妻になる自信、まったくありません……！

　和やかなムードに包まれる食卓で、私はひとり冷や汗を流していた。




　不安な私の気持ちとは裏腹に、結婚に向けての準備は順調に進んでいった。

　猫かぶりの尊さんはすっかりうちの家族に気に入られ、改めて両家の顔合わせが行われた際には、両親の教育の賜たま物ものか、私自身も尊さんのご家族には好印象のようだった。

　しかし、『今時珍しい奥ゆかしいお嬢さんだ』と尊さんのお父様が褒めてくれた時に、またしても尊さんが耳元で『奥ゆかしいと見せかけて大胆に夜遊びするけどな』と余計なことを囁いて、私を動揺させた。

　冒険のつもりだったあの夜のせいで、尊さんに弱みを握られた形になったのは計算外もいいところだ。

　勇気を出して行動しても、私には結局人生を変えることなんて、できやしないんだ――。

　そんな投げやりな気持ちで過ごしているうちに迎えた桜の季節。

　私と尊さん、そして両家の親が再び集まり、とうとう結納を交わすことになった。

　料亭の一室で、紋付き袴姿の尊さんを見た時、見み惚とれなかったと言ったら嘘になる。でも、自分が彼の妻になるということに相変わらず自信が持てない。

　私たち、いったいどんな夫婦生活を送ることになるの……？

「ずっと浮かない顔をして、せっかくの振袖姿が台無しだぞ」

　ハッとして顔を上げると、尊さんが無表情で私を見下ろしていた。彼の後ろには、満開を迎えたソメイヨシノがそよそよ揺れている。

　結納の儀を終え、両親たちは部屋で食事をしているけれど、私と尊さんがいるのは料亭の庭。

　食欲が湧かず、なかなか料理に手をつけられずにいた私に気づいた尊さんが、気を利かせて庭に連れ出してくれたのだ。

「すみません。思った以上に結婚というものの重圧に負けてしまっているみたいで」

　顔合わせや結納で両家の親たちと顔を合わせるたびに、〝尊さんを支える立派な妻にならなければ〟〝必ず幸せにならなければ〟とプレッシャーを与えられるようで、すっかり心が疲弊している。

「初めて会った時からわかっていたことだが……美織は真面目すぎるんだよ。結婚に関しても気負いすぎだ。もっと軽く考えればいい」

「軽くって……普通の男女交際ならまだしも、結婚ですよ？　もしも失敗するなんてことがあったら、両親になんて言われるか……」

　嘆くように訴えると、尊さんは私の両肩をしっかり掴んで言い聞かせるように言葉を紡ぐ。

「結婚生活が幸せであろうとなかろうと、お前の人生はお前のもので、両親のものじゃないだろ。お前だって本当はそう思ってるから、あの夜俺に抱かれたんだ。自分の意思で、そうしたいって思ったから」

「尊さん……」

　まさか彼がここまで親身になってくれるとは予想外で、目を瞬かせる。

　でも、彼の言う通り……あの夜の大胆な行動は、紛れもなく自分の意思。親の言いなりになることにとっくに嫌気がさしていたのに、いつまでも反抗する勇気が持てずにいた私の、初めての我わが儘ままだったのだ。

「今までどれだけ抑圧された日々を過ごしてきたのか知らないが、俺と結婚すれば厳しい両親からは解放される。それだけでも素晴らしいことじゃないか」

「でも……そんなの、私ばかりの都合であなたを利用するみたい」

　尊さんは私を元気づけてくれているのだろうが、そんな子どもの家出みたいな理由で結婚に踏み切るなんて、不謹慎じゃないだろうか。

「心配するな、俺は今まで散々遊び回ってきたが、結婚という遊びだけは経験がないからな。こう見えて楽しみにしてるんだ、美織との結婚生活」

「あ、遊びって……！」

　もしかしたらと思っていたけど、本当に結婚を遊びだと考えていたなんて。尊さんって、やっぱりとんでもない遊び人だ……。

　呆れた視線で彼を見つめると、尊さんはクスクスと楽しそうに笑って言う。

「いいだろお互い不謹慎で。せっかく結婚するんだ。どうせなら楽しもう、夫婦ってやつを」

　この人はどこまで楽観的なんだろう。自分の意思で決めた結婚でないのは彼の方も同じはずなのに、悲壮感がまるでない。

　その姿を見ているうちに、悩んでいる私の方が考えすぎなの？と心が揺れる。

　尊さんはきっと、私にそこまで妻らしい妻の姿を求めていない。それどころか遊び相手のひとり程度と気軽に思っているのだろう。

　だったら、私も少し肩の力を抜いて、前向きに考えてみてもいいのではないだろうか。

　結婚すれば、親の過干渉から逃れられる。凛子と遊ぶのにコソコソする必要もない。職場の飲み会にだって行ける。そういった点に関してはメリットだらけだ。

　尊さんのように完全なるお遊びとして楽しむのは難しくても、失敗ばかり恐れて結婚に尻込みするのはいったんやめてみよう。

　私は幾分吹っ切れた心持ちで彼を見つめ、口を開いた。

「尊さんと同じ温度で楽しめるかは疑問ですが……それでいいなら、あなたの妻になります」

　その言葉を受けて、尊さんは満足げに頷いた。

「もちろんそれでいい。俺が手取り足取り、人生の楽しみ方を教えてやるよ」

　目の前に彼の手のひらが差し出され、私はそこに自分の手を重ねた。そして手を握り合った瞬間、ぐっと彼の方に引き寄せられ、広い胸に抱きとめられる。

　ああ、私、本当にこの人のもとに嫁ぐんだ……。

　儀礼的に結納を交わしただけでは得られなかった実感が、ようやく胸にじわじわと広がった。

　完全に不安がなくなったわけじゃないものの、尊さんはきっと私を不幸にしたりはしない。確かな根拠はないけれど、そんな気がした。










美食遊戯




　式の日取りはおよそ半年後、気候のいい十月の大安吉日に決まった。

　会場は、スカイイーストホールディングスのグループ企業である都内のラグジュアリーホテル。そこなら、多忙であまり式の準備に時間を取れない尊さんに合わせ、色々と融通をきかせてくれるらしい。

　婚姻届は、結婚記念日が紛らわしくならないよう、前もって準備しておき結婚式当日に提出するのがいいだろうということで、私と尊さんの意見も一致した。

　日に日に結婚が具体性を帯び、家を出る実感も高まるにつれ、私の両親に対する気持ちも変化していった。

　時には疎うとましく思うこともあったけれど、この年まで健康で、何不自由のない生活を送ってこられたのは、間違いなく両親のおかげ。晴れて結婚式を迎えるその日までは、ちゃんと親孝行がしたいな……。

　そんな殊勝な気持ちで積極的に家族との会話の時間を持ち、家族団らんを噛みしめながら結婚式までの日々を過ごしていくつもりだったのだけれど――。

「美織、鞍馬さんから昼間電話があったんだけどね。彼、国内から海外までとにかく出張が多くて時間がないから、来週から一緒に暮らせないかって」

　仕事から帰り、夕食のトンカツを揚げる母の隣でキャベツの千切りをしていた私は、突然そんな寝耳に水の話を聞かされて、危うく指を切り落としそうになった。

　ら、来週から一緒に暮らすって……急すぎません!?

「ちょ、ちょっと突然すぎて心の準備が……」

「なに言ってるの、顔合わせの前に私たちに黙ってこっそり会ったり、結納の時だって食事よりも鞍馬さんとふたりきりになりたいからって庭に逃げたりして……本当は彼と早く暮らしたいんでしょ？　お母さんわかってるわよ」

「いや、あれはその……」

　違うんだと説明したいけれど、本当のことを暴露してもややこしくなる。どうしたものかと口ごもる私に、母は初めて見せる切なげな微笑みを浮かべて言った。

「美織がお嫁に行くって決まってから、あなたには少し厳しくしすぎたかなって、今になって自分の子育てを反省しているの。でも、美織は一度も反抗することなく私たちの理想通りの娘に育ってくれて……本当に感謝しているわ。だから、最後くらい我儘聞いてあげたいなって思ってるのよ？」

　母は鼻を啜りながら、泣いているのを隠すように鍋の方を向く。

　……なにそれ、お母さん。今になってそんなしんみりしたこと言うのずるくない？

「お母さん……」

　あんなに反抗したかった母の姿はそこにはなく、いつの間にか自分より小さくなった肩を見て、胸が切なくなった。

　お母さんのこともお父さんのことも、煩わしく思っていたのは嘘じゃない。だからって、心から嫌だったわけじゃないんだよ。だって親子だもの。自由になれるのはうれしいけれど、離れるのが寂しくないわけがないよ……。

　感極まって思わず嗚お咽えつを漏らすと、子どもの時のように、母が私の背中をトントンと優しく叩く。

「泣かないの、美織」

「泣いてない……キャベツが目にしみたの……っ」

「しみるのは玉ねぎでしょう？　もう、美織がそんなに泣くとお母さんだって……」

「ううっ、お母さんまで泣かないでよ……」

　キッチンで母とふたり、お互いにもらい泣きし合って収拾がつかなくなって。

　トンカツは焦こげるしキャベツの千切りは雑だし、散々な見た目の夕食になってしまった。

　けれど、帰宅した父と祖母も交えて私の幼い頃の話に花を咲かせたその日の食卓は、今までで一番あたたかく和やかな空気が流れていた。

　私は会話のあちこちで笑みを浮かべながら、長い間心に巣くっていた両親への反抗心が、春を迎えた雪のように優しく溶けていく、そんな感覚を覚えた。




　そして迎えた日曜日。私は世せ田た谷がやの実家から、代だい官かん山やまの尊さんのマンションへ引っ越してきた。

　コンシェルジュが二十四時間常駐し、一階に商業施設、最上階にはフィットネスジムのあるグレードの高いタワーマンションで、住み心地はとてもよさそうだ。

　その三十五階にある彼の自宅では、現在夫婦の寝室となる大きなベッドがある部屋で、引っ越し業者に運び込んでもらった段ボール箱を荷ほどきしている最中。休日の尊さんもその作業を手伝ってくれている。

　しかしその最中、彼は私の荷物のひとつを見て失礼なことを言った。

「美織、このおもちゃはなんだ？　いくら大人の遊びを知らないからって、いまだに幼児のおもちゃで遊ぶのはどうかと思うぞ」

「おもちゃじゃありません。というか、勝手にさわらないでください！　私がやりますから！」

　段ボール箱を覗いて呆れる尊さんのもとに駆け寄り、中のものを両手でそっと持ち上げる。

　赤い屋根にレンガの壁。中には小さなカントリー調の家具が並ぶそのかわいらしい家は、私が大切にしているドールハウスだ。

「幼い頃に父が買ってくれて、それからずっと宝物なんです。家具はもともとついていたものもありますけど、私の手作りもたくさんあるんですよ」

　手近にあったアンティークの木製棚にドールハウスをのせ、中央のロックを外して左右に開く。小さな家は半分に分かれ、そこからたくさんの部屋が現れた。

　その中でも特に私がお気に入りなのはキッチン。木目調のラックに並んだ小さなカップやジャムの瓶、窓辺のチェック柄のカーテン。小さくても凝った作りのインテリアは見ているだけで胸がときめく。

「手作りって……この指先ほどの小物類をか？」

　身をかがめてドールハウスを覗いた尊さんが、信じ難そうに眉根を寄せる。

「はい。このソファとクッションのセットなんかは、自分で材料を買って作ったんです。それにテーブルの上の花瓶も」

「考えただけで気が遠くなりそうだが……美織は手先が器用なんだな」

　素直に感心されると照れくさくて、私は話をそらすように尊さんに尋ねた。

「置き場所はどうしましょうか。この棚は尊さんのものですし、新しく私用の棚を買いますか？」

「それでもいいが、リビングにちょうどいいキャビネットがある。今は俺のワインコレクションが並べてあるが、お前のためにスペースを空けてやるよ」

「えっ。いいんですか？」

　完全に私個人の趣味のものを、リビングに置かせてもらうなんて……それに、尊さんはワインに並々ならぬこだわりがあるようだから、なんだか悪い気がしてしまうのだけれど。

「これからこの家は俺たちふたりの家になるわけだから、俺の趣味ばかり押しつけてもしょうがないだろ。それにこのドールハウス、ヨーロッパの田舎町に建つ家によく似ている。ワインの隣に置くのもなかなか風情があるだろう」

「尊さん……ありがとうございます」

　結婚生活を遊びだなんて言葉で言い表していた彼だけど、ふたりで暮らしていくことについて、思った以上にちゃんと考えてくれているみたいだ。

「その代わり」

　すっかり安堵していた私の耳にそんな低い声が聞こえたのと同時に、尊さんが不意うちで私にキスをした。

　えっ……なんで突然……!?

　目を閉じることも忘れて唖あ然ぜんとしているうちに彼の唇は離れていき、そのまま至近距離でこう言った。

「お前も夫の要望にはできる限り応えろよ？　遊びとはいえ、俺なりに夫婦というものに向き合うつもりだから、当然浮気はルール違反。他の女と遊ぶわけにいかない分、妻に満たしてもらうしかないんだからな」

「み、満たすって……」

　妖しく光る尊さんの瞳にどきりとして身構える。

　いくら彼とは一度夜をともにしたとはいえ、あの時と今とでは状況が全然違うし、そんな簡単に了承はできない。

　もう少しこの生活に慣れて、お互いのことを知り合ってからじゃダメなのかな……。

　困り果てたように眉尻を下げる私に、尊さんはふっと鼻を鳴らして笑う。

「……その不慣れな反応も、今まで関わってきた女たちとは違って悪くない。ま、無理やり襲おうなんて思ってないから安心しろ。妻をその気にさせるのも夫の務めだ」

　そう言ってようやく離れていった尊さんに、私は一気に体から力が抜けた。

　強引な尊さんのことだから、こちらの意思を無視して無理やり……なんて展開を予想して、心臓が止まるかと思った。

　それにしても、尊さんって強引なのは口だけで意外と紳士なのかな。まぁ、ただ遊び慣れているだけかもしれないけど、どちらにしろ心の準備にはまだ時間がかかりそうだからよかった……。




　その日は引っ越し作業ですっかり疲れてしまい、夕食は外で食べることになった。

　尊さんが私を連れていったのは、マンションから徒歩圏内にあるこぢんまりとしたお寿司屋さん、『かずみ』。

　席はカウンターのみで十人も入れないけれど、陶器の花瓶に活けられた季節の花や、上質な木材を使った和のインテリアに囲まれた店内は、とても趣おもむきがある。

　尊さんはとりあえず瓶ビールとグラスふたつを頼んで、それから私に尋ねた。

「さて、なにから食べる？」

「そうですね……今、白身で美味しいのはなんでしょうか？」

　目の前のショウケースに並んだネタを見ても悩んでしまい、私はカウンター内の大将に声をかけた。六十代くらいの人の好さそうな職人さんだ。

「今日は真ま鯛だいのいいのが入ってますよ」

「じゃあ、それでお願いします」

「大将、俺はウニ」

「あいよ」

　えっ。尊さん、いきなりウニを食べるの……？

　私の常識ではあり得ない一品目のチョイスに、思わず隣の彼を怪け訝げんな眼差しで見つめてしまう。

「なんだよ」

「いえその……最初にそんな味の濃いものを食べるなんて、邪道ではないかと」

　咎めるように言うと、尊さんは不本意そうに返す。

「あのな、普段は俺だって寿司を食べる順序くらいわきまえてる。でも、隣にいるのが妻である時くらい、気にせず好きなものから食べたっていいだろ？」

　好きなものから……。いいの？　そんなことして。なんだか子どもみたい。

「……納得できないみたいだな。じゃあ大将に聞いてみよう」

　尊さんは苦笑して、美しい動作で寿司を握っている大将に尋ねた。

「大将、どう思います？　やっぱり寿司屋としては、淡白な味のものから食べ進めてほしいですか？」

　大将は手の動きを止めず、微かに笑って答える。

「職人になりたての頃は私もそう思ってましたがね。結婚して家内と一緒に店をやるようになってから、家内に言われたんです。〝お客さんの好きなように食べてもらって、美味しかったと言われるのが一番いいじゃない〟って。そんな単純な理屈にスッと納得させられちまいまして。それからは、あまり気にしなくなりました。順序やなんかにこだわりすぎて心がくつろげなかったら、意味がありませんからね」

　語り終えた大将の手から、私と尊さんの前にそれぞれ真鯛とウニのお寿司が置かれる。尊さんはさっそくそれを頬張り、ゆっくり味わった後でビールを飲んだ。

　それから、至福の表情でしみじみ呟く。

「うまい」

「ふふっ。本当に美味しそうに食べますね。……大将の奥様が言ったこと、私にもわかるような気がしました」

「だろ？」

　したり顔の尊さんは、もうひとつのウニもぱくっと気持ちよくひと口に食べた。

　こんなに美味しそうに食べてもらえたら、順序がどうだとか関係なくお店側もうれしいだろう。

　今まで私はずっと、親に教えられた暗黙のルールみたいなものを守るばかりで、心からくつろいでいなかったのかもしれない。

　また尊さんと一緒にこのお店に来た時は、私も最初から好きなものを頼んでみようかな。

「……でも大将、今は奥さん店に出てないんですね。俺、ここには数年通ってますけど、お会いしたことがありません」

　尊さんがそう話すと、大将は穏やかな笑みで語りだす。

「実は五年前に亡くなってるんです、病気で。でも、一緒に店に立っていた頃は、職人気質かたぎの私には気づけなかったいろんなことを教えてもらいました。だから家内の死後、店の名を家内の名前に変えたんです。いなくなっても、一緒に店をやっていると思いたくて」

　大将は店の引き戸のガラスからうっすらと透けて見える暖の簾れんの〝かずみ〟という文字を見つめ、そこに奥様の面影を重ねているかのようにしみじみと目を細めた。

「そうだったんですか……。奥様も喜んでいますね、きっと」

　悲しいけれど心温まるエピソードに感動してそう口にすると、大将は照れくさそうに笑った。

「まぁ、私みたいな偏屈な奴と一緒になってくれるのは、あいつくらいしかいなかったんですよ。ところで、お客さんも結婚されたんですね。おしとやかで素敵な奥さんじゃないですか。大事にしなきゃダメですよ」

　大将に忠告された尊さんは、「ええ。わかっています」と素直に返事をしたかと思うと、横目で私を見ながら呟く。

「おしとやか、ね……」

　納得いかなそうなその口ぶりから察するに、どうせまた初対面の夜の一件を引き合いに出そうとしているのだろう。

　こんな上品なお寿司屋さんで、しかも亡き奥様を今でも一途に愛している大将を前に、あの話は絶対にされたくない……！

「た、大将、次はコハダをください」

　慌てて次のお寿司を注文する私の様子から、動揺しているのがあっさり見抜かれてしまったらしい。尊さんは笑いを噛み殺して小刻みに肩を揺らしながら「俺はトロを」と大将に注文していた。

　もう、やっぱり私をからかっておもしろがってるでしょう……！

　じろっと睨にらみつけたら、彼はその視線をかわすようにして、私のグラスを覗く。

「全然減ってないな」

「だって、ビールって初めてで……」

「いいから飲んでみろよ、ぬるくなったらまずくなる」

「は、はい……」

　私は言われるがままグラスを傾け、ぐびっと喉に流し込む。

　これで尊さんにお酒を飲まされるのは二度目。あの時のワインはとても美味しかったけれど、ビールはなんとも表現しがたい苦くて不思議な味がした。

「美味しい……んですかね、これ」

「ああ、一杯目は特にな。喉ごしの爽快感がたまらない」

「爽快感……？」

　半信半疑ながらも、今度はその喉ごしとやらを気にとめつつ、もうひと口飲んでみる。すると不思議なもので、弾ける炭酸の刺激とともに通り抜けていく独特の風味が、さっきより味わい深いもののように感じられた。

「なるほど……これがビールの味なんですね」

「ハマりそうか？」

「悪くはないです。それに、なんだかお寿司がもっと食べたくなってきました」

「好きなだけどうぞ。ほら、来たぞコハダ」

　美味しいビールに美味しいお寿司。途中からお酒は日本酒に変わり、楽しい時間を過ごした私たち。

　しかし、アルコールデビューしたばかりなのに調子に乗って飲みすぎた私は、お店を出る頃にはすっかり千鳥足になってしまった。

　尊さんの腕にしがみつき、マンションまでの短い道のりをやっとの思いで歩ききる。

　やがて部屋にたどりつき寝室のベッドに下ろされると、アルコールのせいですぐに睡魔に襲われた。けれど、その前に尊さんに謝らなければと口を開く。

「すみません……お手数おかけして……」

「同じ家に帰るから仕方ない。……っていうかお前、いくら今まで箱入りで酒も慣れてないとはいえ、加減というものを知らなすぎる」

「お、おっしゃる通り……以後、気をつけます……」

　尊さんに呆れたように言われてしまい、返す言葉もない。

　ビールの味もさることながら、冷酒の美味しさに感動しすぎて、ついつい水のように飲んでしまったことを今さらながら後悔する。

「そんな無防備に酔った姿見せられると……こっちだって酔ってるし、色々我慢できなくなるんだが」

「え……？」

　尊さんの台詞せりふの意味がよくわからず、呆ほうけた声で聞き返す。

　そのままぽかんとしていると、ベッドをぎしりと軋きしませて尊さんがベッドに乗った。私の顔の両脇に手をつき、覆いかぶさるような体勢で。

「た、尊さん……？」

　彼と体を重ねたあの夜のような獰猛な瞳に見下ろされ、ドキッと胸が鳴る。

　まさか、私を抱くつもりなのだろうか。でも、彼は昼間、無理やりは襲わないと宣言していたはずだ。私の気持ちを無視してそんなこと……しない、よね？

　緊張しながらただ彼を見つめ返すと、彼は私の頬に手を添え、ゆっくりと輪郭をなぞるように下へ移動させながら話しだす。

「うまい飯、うまい酒、楽しい会話。妻をその気にさせるのには十分だったよな」

「え……？」

　なにを言っているの？　全然意味がわからない。

　戸惑う私に気がついているはずなのに、首筋をたどって鎖骨から下りてきた尊さんの手は、やがて胸のふくらみを包み込んだ。そして……。

「いいよな？　俺、明日から出張だし、その間、他の女にもさわれないなんて、気が狂いそうだから」

　そんな身勝手な発言をした彼は、ぎゅっと私の胸を掴むと同時に、奪うようなキスで私の唇をふさいだ。

　ひどい、尊さん……。私をその気にさせるって、食べ物とかお酒とか、他愛のない会話で簡単に済むと思っていたの？

　しかも、出張中〝他の女にさわれない〟って、まるで私という婚約者がいるせいで思い通りに遊べないみたいな言い方をするなんて……！

　私はいやいやと首を振ってキスから逃れると、思い切り腕を突っ張り、彼の胸を突き飛ばした。

　ベッドに尻もちをつき呆然とする彼に、怒りで肩を震わせながら言い放つ。

「わ、私っ、その気になんて一切なってませんから！　気が狂いそうで困るんだったら、そういうお店にでも出向いてください！」

　ああもう……大きい声を出したから、頭がズキズキする。

　思わず額に手に当てて痛みに耐えていると、尊さんは心底不思議そうに呟いた。

「……俺のなにが不満なんだ？」

　……は!?と思わず品のない返しをしそうになったけれど、なんとか踏みとどまって、彼を睨みつけるだけにしておく。

　すると、尊さんは乱れた前髪をかき上げながら、こう続けた。

「酔った女を連れ帰って拒まれたのは初めてだ。しかも、結婚を約束している相手なのに……」

「それは……少々、今までの方たちの思慮が足りなかったのでは？」

「結構言うな。確かにお互い遊びだと承知した上での行為ではあったが」

　微かに笑った彼に、私は切実な胸の内を明かした。

「尊さんは、この結婚生活を遊びだとお思いかもしれませんが、私にはやっぱりそうは思えません。結婚するからには、ちゃんとした夫婦に憧れてしまいます……。例えば、今日のお寿司屋さんの大将と奥様みたいに」

　実際にふたりがお店を切り盛りしている姿を見たわけじゃないけれど、話を聞いただけでも素敵なご夫婦だと思った。お互いがお互いの支えになって、心の深いところで繋がっている……そんな関係、すごく理想的だなって。

　だから、たとえ政略結婚でもあんなふうになれたらって、ほんの少し望みを抱いた。自分の趣味を譲って、ドールハウスをリビングに置いてくれた優しさのある尊さんとなら、もしかしたらって。

　だけど……私たちにはやっぱり無理な話なのだろうか。尊さんにとっては、この結婚はやはり遊びの一環でしかないのかな……。

「……なんだ、そういうことだったのか」

　ようやく得心したというふうに、尊さんが呟いた。なんだとはなんですか、と突っかかりそうになったけれど、彼は続けて意外な言葉を放つ。

「美織は俺と結婚するのが嫌で嫌で仕方がないんだと思っていた。あの夜は素直に甘えてくれたのに、俺が結婚相手だとわかってからはむしろ逆の態度で、距離を感じたしな。だからこっちも仕返しのつもりで、つい遊びだなんだと言って本心を見せないようにしていたが……」

　そこで言葉を切った彼は、ベッドの上に座ったまま私に近づき、私の長い髪に手を伸ばす。そして、慈いつくしむような優しい手つきで髪を撫でながら言った。

「お前が本気で俺と夫婦になろうとしてくれてるんなら、俺もちゃんと向き合う。今まで散々遊び呆けてきたのは、自分の意思とは無関係に決められた政略結婚に未来を奪われるような気がしていたからなんだ」

　え……？　ということは、尊さんも私と同じような思いでいたの……？

「でも、黒田からあの夜の〝遊び〟に誘われた時、驚いたよ。まさか相手も同じように政略結婚の事実から逃げたくて一夜限りの相手を探しているとはな。しかし同時に悔しくもあった。この俺が夫になろうとしているのに、よそ見かと。……完全に自分のことは棚上げしてな」

　自じ嘲ちょう気味に語る尊さん。確かに彼の思いは独善的だけれど、それを正直に打ち明ける姿勢にはむしろ好感を持った。

　それに、どうやら私たちは意外にも似た者同士だったみたい。敷かれたレールの上を走るだけの未来を悲観して、どうにか脱線できないかもがいている……その最中に、出会ったんだ。

「だから、黒田の話に乗ろうとした奴は他にもいたが、俺が自ら志願したんだ。美織のことは名前しか知らなかったが、これから妻になる相手に他の男が触れると思うと許せなかった」

「そう、だったんですか……」

　私はあの夜、偶然出会った尊さんに一夜限りの冒険を手伝ってもらったのではなくて、これから夫となる彼の手に、守ってもらっていたんだ……。

　初めて知る事実に、胸がトクンと優しい音を奏でる。

　それにしても、私に他の男性が触れるのが許せなかったなんて……出会う前のこととはいえ、彼の嫉妬じみた台詞がなんだかくすぐったい。

「あの夜の出会いも、今思えば必然だったんじゃないかと思う。だから、胸を張って〝妻を愛している〟と言える日が来るように、これから努力させてくれないか？」

「尊さん……」

　遊び人だとばかり思っていた彼がそんなことを考えているなんて、私は尊さんのことを誤解していたのかもしれない。

　今まで、親の意思で引き合わされた相手と愛情のない結婚生活を一生送らなきゃならないことが、果てしない拷問のように思えていたけれど……尊さんが相手なら、別の未来が待っているように思えてきた。

　彼ときちんと向き合って、彼のいいところも悪いところも知って。そしていつの日か、運命に流されたんじゃない。親の過干渉から逃げ出す口実でもない。目の前の男性を……尊さんを愛しているから結婚したんですって、言える日が来るように。

「私も努力します。これからふたりで本物の夫婦を目指しましょう、尊さん」

　私はベッドの上で正座をし、彼の手を取ってぎゅっと握る。

「……ああ。さっきは怖がらせて悪かった。もうあんな乱暴はしない」

　すまなそうに眉を曇らせる尊さんに、私は首を左右に振る。

「私こそ、突き飛ばしたりしてすみません。あの、お詫わびと言ってはなんですが……」

　私はしばし視線をさまよわせた後、じりじりと彼の方に身を寄せた。それから意を決して、尊さんの頬にチュッとキスをする。

　夫婦になるための第一歩、それを自ら踏み出したつもりなのだけれど、いざ行動に移してみたら恥ずかしくて居たたまれない。

　唇を離した後も恥ずかしくて目を合わせられずにいたら、尊さんが大きな手で口元を覆いながらぼそぼそ独り言を呟く。

「頬にキス、ぐらいでなにを動揺しているんだ？　俺は……」

　なぜか戸惑っているらしい彼を見つめて首を傾げていると、その視線に気づいた彼は私から目をそらし、ベッドから降りた。

「美織、酔いがさめたならシャワー浴びてきたらどうだ」

「あ、はいっ。ではお先に……」

　クローゼットから着替えを取り出し、寝室を出る前になにげなく彼の方を振り返る。

　彼はなにをするでもなくベッドの脇に立ったままだったけれど、私と目が合うとパッと視線をそらしてそっけなく言った。

「早く行ってこい。美織の後で俺も入るから」

「あ、すみません……」

　ぺこりと頭を下げ、寝室を出る。そして廊下を歩く途中、私は首をひねっていた。

　……尊さん、どうして急に態度が冷たくなったんだろう。もしかして、私が頬にキスなんてしたから、引いたのかな……？

　いくら考えても、彼の心の内は彼にしかわからない。

　一緒に暮らし始めてまだ一日目だし、そんなにすぐ理解し合えるわけもないか……。

　私はしょんぼりした気持ちをなんとか振り払い、バスルームの扉に手をかけた。










遠恋遊戯




　シャワーの後で先にベッドに入った私は、引っ越し疲れのせいかすぐに眠ってしまった。

　そして翌朝、携帯のアラームで目覚めた時、隣に尊さんの寝ていた気配はあったもののその姿はすでになく、寝室を出たところでちょうど彼と鉢合わせした。

「ああ、おはよう美織」

　すでに出かける準備を済ませたスーツ姿の彼は、さすがは鞍馬家の御曹司と言わしめるような高貴な風格が漂っていて、一瞬挨拶するのも忘れて見入ってしまった。手には大きめのスーツケースの取っ手が握られていて、そういえば彼は今日から出張だったと思い出す。

「おはようございます。出張はどちらに行かれるんですか？」

「フィンランドだ。今、スカイイーストでは北欧の航空会社を買収する計画があってな。そこの社長と会ったり、現地のハブ空港を視察したりするんだ。帰りは木曜になるから、留守の間のことは頼む」

「北欧ですか！　素敵ですね……一度は行ってみたいと思っていたんです」

　美しい自然はあるし、人々は優しいと聞くし、北欧のインテリアや雑貨はどれもかわいらしい。

「なら、今回は無理だがいつか連れていってやるよ。そうだ、土産はなにがいい？」

「えっ。いいです、尊さんはお仕事なのに」

　悪いと思ってつい遠慮すると、尊さんは呆れたように笑った。

「あのな。いくら仕事でも、婚約者のために土産を選ぶ時間くらいあるから心配するな。ま、リクエストが思いつかないなら、俺が勝手に選んで買ってくるが」

「あ……それがいいです！」

　突然声を張り上げた私に、尊さんが怪訝な顔で「それってなんだ？」と聞き返す。

「あの……私が喜びそうなものを尊さんご自身で考えながら選んでもらえたら、それが一番うれしいお土産だなって思って」

　尊さんはキョトンとして目を瞬かせた。

　もしかしたら、ちょっと面倒なリクエストだろうか……。仕事の合間に買ってきてもらうただのお土産に、多くを望みすぎ……？

　言ってしまってから、彼に受け入れてもらえるか自信がなくなって、私は俯いた。

　すると、頭のてっぺんにポンと彼の手がのり、それから優しい声が降ってきた。

「わかった。美織のことを思い浮かべながら、真剣に選んでくる」

「尊さん……ありがとうございます。楽しみにしてます」

　顔を上げ、笑顔で彼にお礼を伝えた。尊さんも微笑んで頷き、それから私の額に唇を寄せて前髪の上から軽めのキスをした。ぽわん、と顔が熱くなり、胸がドキドキ高鳴る。

「じゃあ行ってくる。俺が恋しくなったら電話しろよ。必ず出るか、かけ直すから」

　命令口調ながらそんな甘いことを囁き、尊さんは玄関へ向かっていく。

「は……はい。行ってらっしゃい」

　たった三、四日の不在で、別に恋しくなんて……なりませんよ。

　胸の内でそう呟きつつも、尊さんの一挙一動に翻ほん弄ろうされている自分も感じていた。

　キスをされたおでこにそっと触れると、押し当てられた柔らかな感触が蘇よみがえって、恥ずかしさも同時に舞い戻る。

　これから夫婦になるんだから、こういうのにも慣れていかなきゃダメなんだよね。今のところ、全然慣れる気がしないけど……。

　私はしばらくキスの余韻でぼんやりしていたけれど、やがて自分も仕事だと気づき慌てて身支度を始めるのだった。




　みそら銀行青あお山やま支店。そこが私の職場である。

　親からの勧めがなかったとは言わないが、きちんと実力で試験を受け、正式に採用された。にもかかわらず、周囲からは完全にコネ入社だと思われているらしい。

　それが悔しくて、窓口業務にしろデータ入力にしろ、他の社員以上に頑張っているつもりだ。しかし、最近ひしひしと感じているのは……頑張れば頑張るほど、職場での風当たりは強くなるということだった。

　以前は数人ずつ交代で取っていた昼休憩が、私の番だけひとりになったのはいつからだったろう。新規の口座開設を依頼されれば、先輩がそのお客様を横取りするなんていうのも日常茶飯事。女子社員たちが固まって、あれこれ私の陰口を言っているのも知っている。

　それでも仕事は仕事だと割り切って、毎日平気な顔をしているはずなのだけれど。

「沖田さん。きみ、支店内で孤立しているよね？」

「えっ……」

　その日支店長室に呼ばれた私は、四月から異動してきた新しい支店長の蒔まき田たさんと面談していた。

　蒔田支店長は四十代半ばの物腰柔らかい雰囲気の男性で、支店長になってまだ日は浅いとはいえ、そんなことを突っ込んでくるようには見えなかったので驚いた。

　私が固まって否定も肯定もせずにいると、支店長はデスクに肘をついて難しい顔をしながら言う。

「頭取は知ってるの？　このこと」

　私の返事を聞くまでもなく、いじめまがいのことが起きていると支店長は確信しているらしい。それなら別に隠しておく意味もないかと、私は正直に話した。

「いえ……。知らせても心配をかけるだけですし、私ももう大人です。低俗な悪口や嫌がらせくらいで業務に支障をきたしたりはしませんし、父はもとより支店長にご相談するほどのことではないと思っています」

「そうか……。立派だな沖田さんは。わかった、それなら僕から特に皆を指導するようなことはしない」

　話しながら、神妙な顔でうんうんと頷く支店長。とりあえず、彼もそこまで大おお事ごとにするつもりはないとわかってホッとした。

「お気遣いいただきありがとうございました。では私はこれで……」

　私はとにかく支店長室から早く出たかった。こうして支店長に呼ばれているだけで、頭取の娘だから贔屓ひいきされているのでは、などと今頃勘ぐられているだろうから。

　お辞儀をして部屋から出ようとすると、支店長が私を呼び止める。

「もしも困ったことがあったら、いつでも相談してほしい。僕はまだここに来てそんなに経ってないけど、沖田さんが人一倍努力してるのは見ていればわかるから」

「支店長……はい、わかりました。もしなにかあれば、ご相談させてください」

　優しい人なんだな……。前の支店長は、私が不自然に孤立していることに気づいていても見て見ぬふりだったのに。

　私自身、正しいかどうかは別としても大人の世界ではその対応が普通だろうと、誰の助けも特に期待していなかった。

　でもこの支店長なら、本当に困った時には頼ってみてもいいかもしれない。

　信頼できそうな人が上司になってよかったと思いつつ、私は仕事に戻った。




　その後、窓口業務が終了する十五時間際に、ある男性のお客様が融資の相談で支店長に会いにやってきた。

　二十代後半くらいだろうか。スーツ姿で、メタルフレームのスクエア型眼鏡をかけた、涼やかな切れ長の目元が印象的な男性だ。

　対応したのは私で、支店長室にその男性を通してお茶を出した。

　すると彼は長い脚を組み、この部屋は禁煙だと入り口に書いてあったはずなのに紙煙草を取り出してぷかぷか吹かしだすという、なんとも高圧的な態度を見せる。支店長も支店長で、慌てて灰皿を彼に差し出していた。

　誰なんだろう、このお客様……。疑問に思いながらも、お茶を出し終わった私はすぐにふたりのもとを離れドアの方に向かう。

　と、同時に眼鏡の男性が口を開き、ぞくりとするほど冷徹な声で話しだした。

「この前はできるって言わなかったか？」

「いや……もう少し考えさせてください。なにしろリスクが大きいので」

「リスク……？　そんなことを言っている場合なのか？」

「いえいえ！　自分の立場はわかっております。ただ今しばらく猶ゆう予よを……」

　支店長が必死にすがるような声で話すのを聞きながら、私はドアを出た。

　な、なんか、激しく気になる会話だったんですけど……。あのお客様、いったい何者？　私が応対した時は和やかな感じだったのに、支店長を前にしたら急にふんぞり返っちゃって……。まさか、悪い商売の人じゃないよね？

　支店長のことが心配になりながらも、私が口を挟めることでもないだろうとその場を後にするしかなかった。




　そのうち気になる眼鏡のお客様は帰っていき、通常業務も特にトラブルなく定時の五時半に終えることができた。

　ロッカー室では他の女子社員たちが会話を弾ませる中、孤立している私はそそくさと制服から私服に着替え、ひとりで帰路につく。

　さて、帰ったらなにをしようか……。

　今までは実家にいたからまっすぐ家に帰って母の手伝いをすることが多かったけれど、自由なアフターファイブには慣れておらず、時間を持て余してしまう。

　尊さんが出張でいないから、夕食も簡単なものでいいし……。

　どこかへ寄ろうかと悩みながらも、普段から遊び慣れていない私の足は結局マンションに向かっていた。

　はぁ……帰ってきちゃった。

　マンションの前まで来ると、なんとなく肩を落として建物を見上げる。

　その時ふと、最上階に住人専用のフィットネスジムがあることを思い出した。

　ジムか……。毎日デスクワークばかりで運動不足だし、尊さんとの結婚式に向けてシェイプアップを目指してみるっていうのもいいかも……？

　思いついたらすっかりその気になって、さっそく最上階のジムに向かった私は会員登録を済ませた。レンタルのウエアに着替え、インストラクターにひと通り施設の説明を受けたらいざトレーニング開始。

　しかし、日頃から運動不足の私がいきなりスイスイと運動できるはずもなく。

「ふっ、うううううぅ～～～」

　大胸筋を鍛えられるという、座ったまま両手で内側にバーを引くマシンに挑んだ私。しかしどうやら設定を重くしすぎたらしく、どんなに必死になってもバーはぴくりとも動かせなかった。

　変に力を入れすぎて、肩と腕の筋がおかしくなりそう。

「どうやって調節するんだっけ……」

　いったん力を抜き、ゼイゼイ息をしながら辺りを見回してインストラクターの姿を探していたその時だった。

「ジムは初めてですか？　俺でよければ手伝いましょうか」

　ん？　……どこかで聞いたことのある声が。

　反射的に振り向くと、そこにいたのは昼間銀行に来た眼鏡の男性だった。

「あなたは……」

「あ……銀行の……」

　どうやら彼も私を覚えていたらしく、一瞬驚いた後で軽く笑みを浮かべてぺこりと会釈した。トレーニングウエアに身を包んでいるので、このジムの会員なのだろう。

　ということは、この人同じマンションの住人なんだ……。支店長に対して凄すごんでいた彼を知っているので、なんとなく警戒しながら私も頭を下げた。

　しかし、彼は私の警戒心に気づくことなく、あろうことか初心者の私のトレーニングに付き合ってくれるという。私は悪いからと遠慮したけれど、彼は「いいからいいから」と強引に私を丸め込んだ。

「力はないけど柔軟性はすごいですね。学生時代になにかスポーツを？」

「中学まで水泳とバレエを」

「バレエか。もしかして結構お嬢様？」

「……一般的な感覚でいうと、そういう家で育ったと思います」

「なるほど。銀行で会った時も思ったけど、なにげない所作に品があるわけだ」

　トレーニング中に他愛のない話をしていると、昼間の男性とは別人なんじゃないかと思えてくるほど彼は穏やかで優しい。教え方もなかなか的確だったので、初めてにしては効率的に運動することができたんじゃないかと思う。

　ひと通りトレーニングが済むと、私はお礼に飲み物でも、と休憩スペースに彼を誘った。自動販売機でふたり分の飲み物を買い、ベンチに隣り合って座る。

　トレーニング中はお互いの名前も知らなかったのだけれど、改めて自己紹介をし合い、彼の素性もわかった。

「勝かつ又またさんは常連なんですか？」

「ええ。このマンションに越してきてからはほぼ毎日」

「すごいなぁ。私も三日坊主にならないようにしないと」

　眼鏡の彼は勝又烈れつさんという名前で、不動産会社を経営している社長さんなのだそう。一年前にこのマンションに引っ越してきて、それからジムでのトレーニングにハマったのだとか。

「毎日やってると、筋肉が喜ぶのがわかるんですよ。こうしてプロテイン飲んでいる時もね」

「失礼ですが、美味しいんですか？　それ」

　勝又さんにプロテイン飲料をご馳走したのは私だけれど、正直あまり美味しそうには見えない。

「プロテイン自体には味がありませんから、まずいってことはないです。これなんかアップル風味ですし。沖田さんも飲んでみますか？」

「いえいえ、私は大丈夫です」

　飲みかけのペットボトルを差し出され、とんでもないと首を左右に振る。

　すると勝又さんは眼鏡の奥の目を意地悪く細め、こんなことを聞く。

「間接キスとか気にしました？」

「えっ……？　いえ、そういうわけでは」

「そっか。気にしてくれたら俺はうれしかったんですけどね」

　彼は軽く笑って、残りのプロテイン飲料をごくごく喉に流し込む。

　今の発言、なんとなく意味深に聞こえたんだけど……気のせいかな。気のせいだよね？　胸の内で自問自答していると、勝又さんはスッとベンチから立ち上がる。

「じゃあ、俺はこれで。ごちそうさまでした」

「あっ、はい。こちらこそ、丁寧にご指導いただきありがとうございました」

「あんな感じでよければまた教えますよ。ジム友ってことで」

「ジム友……」

　聞き慣れないフレーズだけれど、悪くない響きだと思った。

　新しい友達ができたのは何年ぶりだろう。しかも、自分の意思で入会すると決めたフィットネスジムで、というのがまたうれしい。親元を離れて間もないけれど、さっそく自分の手で新しい世界を広げられたような気がして。

「それではまた、沖田さん」

「はい、また」

　ほくほく顔で勝又さんの背中を見送り、私も帰り支度を始める。

　そういえば、昼間のことを聞きそびれたけれど……彼とはまたジムで会えそうだし、その時聞いてみればいいかな。

　そんなことを考えつつ着替えを済ませ、マンションの自分の部屋に戻った。

　お腹が空いたので、なにか簡単なものでも作ろうとキッチンで手を洗っていると、そばに置いていたスマホが鳴りだす。

「あ、尊さん……」

　そういえば、恋しくなったら電話しろなんて言われていたけど……彼の方からかけてくるとは意外だ。無事に出張先に着いたのだろうか。

　私はタオルで手を拭い、スマホを耳に当てた。

「もしもし」

《ああ、美織か。出られるということは仕事は終わっているんだな。特に用はないんだが、ついさっきフィンランドの空港に着いたから一応報告しておこうと思って。そっちは変わりないか？》

　電話越しの尊さんの声はいつもより優しげに聞こえて、胸がじんわりあたたかくなった。

　朝も一度顔を合わせているのに、到着してすぐに電話をくれたのもうれしい。遠く離れた場所でも、私のことを考えていてくれた証拠だもの。

「仕事は特に問題なく、定時に帰れました。でも時間を持て余してしまったので、さっきまでジムに行っていたんですよ」

《ジム？　マンションのか？》

「そうです。さっそくジム友もできました」

　弾んだ声で報告すると、尊さんがふっと笑った息がスマホから聞こえた。

《俺がいない間は部屋に閉じこもってるだけかと思いきや、楽しそうで安心したよ。あのジムには俺もたまに泳ぎに行くんだ。帰ったら一緒に行こう》

「そっか、プールもあるんでしたね……。尊さんが帰ってくる前に、ひとりでも少し泳ぎの練習しておきます」

　昔水泳を習っていたとはいえ、大人になってからは一度も泳いでいない。尊さんにみっともない姿を見せないように、少し勘を取り戻しておかないと。

　そんなことを考えていたら、尊さんが少し厳しい声になって私に忠告した。

《あ、美織。くれぐれも露出の多い水着なんか着るなよ？》

　私は一瞬キョトンとして、それからついクスッと笑ってしまった。

　尊さんってば、婚約者として少しは嫉妬してくれているみたいだけど……いくらなんでもジムのプールで、そんな恥ずかしい格好をするはずがない。

「……着ませんよ、そんなの。変な心配をしすぎです」

《ならいいが……美織は自覚なしに男を寄せつけてる可能性がありそうだからな。綺麗で、上品で、そそる体して……そのくせ隙だらけっていうのが、夫になる身としては気が気じゃないんだ。今はなにかあっても飛んでいける距離にいないし》

　突然耳に飛び込んできた甘く切ない声に、一気に体温が上がった。

　遠く離れたフィンランドの地で、そこまで私のことを心配してやきもきしているの？　少し過保護すぎる気もするが、その甘やかな束縛は決して不快ではなかった。

「大丈夫です。私は尊さんが帰ってくるのを、ちゃんと待っていますから」

　安心させるようにゆっくり言い聞かせると、尊さんも穏やかな彼に戻って言う。

《ああ。じゃあそろそろ行く。土産、楽しみにしてろよ》

「はい。お仕事頑張ってください」

　通話を終えると、私は自然と口元が緩むのを感じながら、スマホを胸に抱いた。

　用もないのに出張先から電話をしてきて、かわいらしい嫉妬の言葉を口にするなんて……なんだか本物の新婚夫婦みたい。

　今はまだ〝ごっこ〟の域を超えないかもしれないけれど、こうやって少しずつ心の距離を近づけて、いつか……尊さんと本気で愛し合えたらいいな。

　彼の出張中にもう一度くらい、今度は私の方から電話をしてみよう。たとえ用がなくても、日常のなにげないことを報告し合うだけで、きっと楽しい時間が過ごせる。

　自分のそんな思いつきにふふっと微笑み、私は上機嫌で自分のために料理を作り始めた。




　翌日は一時間残業したけれど、相変わらず尊さんがいない部屋では時間を持て余しそうなので、さっそくジムのプールに行ってみることにした。

　広々とした二十五メートルプールが六つのコースに分けられ、そのうち半分はジムが開講しているスイミングスクールが使用していて、残りの三コースが自由遊泳に使えるようだ。

　一番端のコースには水泳選手のようなスピードとしなやかさで泳ぐレベルの高い方々もいて、いくら泳げてもあそこに入る勇気はないな……などと思いながら、ゆるやかに泳げそうなコースを選ぶ。

　前の人がコースの中ほどを過ぎたあたりで、私も水に入りゴーグルをつける。それから水面に顔をつけ、腕を伸ばして壁をキックし、まっすぐに水中を進んでいった。

　クロール、平泳ぎ、背泳ぎ。それぞれを一本ずつ泳ぎ終えたところで少し疲労を覚え、休憩することにした。

　プールサイドのベンチに座り、持参したスポーツドリンクを飲みながらぼんやり辺りを観察する。そして、泳いでいる人たちの年齢層を見て思う。

　昨日のトレーニングエリアもそうだったけど、この時間はわりと若い世代が多いみたい。皆、会社が終わった後でこうして運動しに来るんだろうな。仕事で溜まったストレス発散に、運動はちょうどいいものね……。

　かくいう私も今日は他人のミスを押しつけられ、そのせいで理不尽な残業をさせられた。まぁ別に予定もなかったし、大した修正作業じゃなかったからいいんだけど。

　……って、せっかく気持ちよく泳いで余計なことを忘れていたのに、嫌なこと思い出しちゃった。

　ふう、とため息をつき、そろそろプールに入ろうと立ち上がった時だった。

　プールサイドに面した壁の一部がガラス窓になっているギャラリーの方から視線を感じ、なにげなくそちらを振り向いた。すると――。

「あ、勝又さん……」

　昨日ジム友になったばかりの彼がそこにいて、目が合うとこちらに手を振った。

　今日の彼は銀行に来た時のようなスーツ姿だ。

　それに対して、今の私は水着姿。スポーツ用の色気のないタイプとはいえ恥ずかしいし、プールに入る前にメイクを全部落としているので、あまり顔は見られたくないと思いつつも手を振り返す。

　それにしてもどうしてギャラリーにいるんだろう。たまたま立ち寄ったら私を見つけただけかな。

　少し疑問に思いながら、先ほどと同じコースで水泳を再開した。……のだけれど。

「ま、まったく集中できない……」

　さっきと同じ種目で五本ほど泳ぎ終えた私は、プールサイドで思わず呟いた。

　ゴーグルを帽子の上に上げてちらっとギャラリーを見ると、勝又さんはまだ同じ場所にいて、私をジッと見つめている。

　友達になったとはいえ、そこまで凝視されると不審に思ってしまい、私はこれ以上泳ぐのは諦めて彼と話をすることにした。なにか用があるのかもしれないし。

　私は慌てて着替えを済ませ、髪を乾かすのもそこそこにギャラリーへ向かった。

　勝又さんは相変わらず同じ場所でプールを眺めていて、私はその背中に声をかける。

「勝又さん」

「沖田さん。よかった、待ってたんです。トレーニングエリアの方にいないからもしかしたらここかなって思って」

　振り向いた勝又さんの表情が柔らかいことになんとなくホッとしながらも、〝待ってた〟のひと言には少し違和感を覚えた。

　私たち、確かにジム友にはなったけれど、それってジムで偶然一緒になったら言葉を交わす程度のお付き合いなんじゃないのかな。同性同士ならそこからさらに仲良くなるケースもあるだろうけど、私たち異性だし……。

　悶々と考え込んでいると、勝又さんは椅子から腰を上げながら言った。

「これから一緒にメシでもどうですか？　昨日のプロテインのお返しに」

「えっ？　いえ……そもそもあれは私から勝又さんへのお礼なんですから、それに対してのお返しなんていらないですよ」

　丁重に断りながらも、内心は結構焦っていた。

　もしかして私、彼を変なふうに期待させてしまっていたのだろうか……。だとしたらちゃんと伝えなきゃ。私にはれっきとした婚約者がいるって。

　そんな私の動揺を知ってか知らずか、勝又さんはさらに一歩踏み込んできた。

「……なんて。そんなの口実で、本当はただ沖田さんを食事に誘いたいだけなんですけど」

　ああ……やっぱり……。

　なんとなく予想していた展開に胸を痛めつつ、私は再度断るために口を開く。

「勝又さん……あの、私、実は」

「彼氏がいる？」

「いえ、彼氏ではなく、婚約者がいます……。ごめんなさい、隠してるつもりはなかったんですけど」

　正直に告げ、頭を下げる。

　せっかく友達ができたと思ったけれど、彼にそれ以上の気持ちがあるのなら、もう関わるわけにはいかない。ジム通いも、しばらくはお休みかな……。

「……そうでしたか。すみません、しつこくして」

　気まずい沈黙の後、勝又さんは苦笑を浮かべ、私に謝った。

「いえ、私の方こそ……昨日は勝又さんのご厚意に甘えてしまい、すみません」

　もし彼に気を持たせてしまったのだとしたら、そのせいだよね……。

　きちんと断れなかった自分を反省し、謝罪する。

　そして、こういう場は短く切り上げた方がお互いにいいだろうと思い、気を取り直して言った。

「では、私はこれで」

「あ、待って沖田さん」

　立ち去ろうとしたところを呼び止められ、足を止めて振り返る。するとつかつか歩み寄ってきた勝又さんが、今までとは別人のような冷たい声音で尋ねてきた。

「婚約者って……どんな人ですか？」

　眼鏡の奥では、さげすむような瞳が私を見据えている。

　な、なんで急に……？

　豹変した勝又さんに詰め寄られると、なぜか、ナイフを首筋に突き立てられたような感覚に陥って、冷や汗が背中を伝った。

「どうしてそんなこと……」

「参考までに聞いておきたいだけですよ。そうだな……簡単な性格でいいです」

「性格……？」

　勝又さんがなぜそんなことを知りたがるのか、まったく理解できない。

　しかし、今の彼に逆らったらなにをされるかわからない、そんな怖さもあって、私は必死で言葉を探した。

「自信家で、傲慢……でも、その分頼もしくて。それから、ちょっと過保護な人です」

　尊さんの言動を思い返して告げると、勝又さんはおかしそうに声をあげて笑った。

「なんだ、長所より短所ばかりじゃないですか」

「……そうかもしれません。今はまだ」

「今は？」

「ええ。なにせお互いをまだよく知らないものですから……」

　ついそこまで言いかけて、ハッと我に返る。……今私、言わなくてもいいことまで言ったんじゃない？

　案の定、勝又さんは意味深に微笑んでこんなことを呟く。

「ふうん、おもしろいことを聞きました」

　不気味な響きに思わずぞくりとして、ますます恐怖が増した。

「も、もういいですよね？　私はこれで……」

　そうして逃げるようにギャラリーを後にしたけれど、その途中、背後で勝又さんの言葉が聞こえた。

「またそのうち会いましょう、沖田さん」

　そ、そのうちってなに？　怖いよ……。もう、ジムには絶対近づかない……！

　固く決意してエレベーターに乗り、自分の部屋の前まで来たのはいいけれど、手が震えて鍵がうまく開けられなかった。

「あれ……？　もう、ちゃんとしてよ……」

　泣きそうになりながら自分を叱しっ咤たしやっとの思いで家に入ると、すぐにドアをロックして玄関の床にへなへなと座り込んだ。

「怖かった……あの人、なんなんだろう」

　思えば銀行で見かけた時も、私を相手にした時と支店長を相手にした時とで二面性があった。絶対に普通の人じゃないんだ……。

「尊さん……」

　心細さからつい彼の名を呼び、スマホを取り出した。電話をしようかどうか迷う。

　昨日電話で話したばかりだし、私の身に起きたことを話したら余計な心配をかけることになる。でも……。

　私はしばらく葛藤したのち、彼に電話をかけてみることにした。

　一度だけかけて、出なかったら諦めよう。そんなルールを設けて、耳に当てたスマホから流れる呼び出し音が途切れるのを祈る。

《美織？　どうした？》

「尊さん……」

　よかった、出てくれた……。

　彼の透明感のある低い声を聞いただけで、泣きたいくらいの安心が胸に広がった。

　……強がらずに電話をしてみてよかった。

《なにかあったのか？　聞いてやりたいんだが、今は少し時間がなくて……後でこっちからかけ直そうか？》

　どうやら忙しいのに電話に出てくれたらしい。仕事の邪魔をして申し訳ない気持ちと、かけ直すと言ってくれている彼の優しさがうれしいのとで、胸がぎゅっと苦しくなった。

「いえ、大丈夫です。ただ……少しでいいからあなたの声が聞きたくて」

　我儘ともとれるような理由だけれど、尊さんは特に咎めることなく、ふっと息を漏らして穏やかに笑った。

《あまり寂しいようなら、実家に帰っててもいいんだぞ？》

「……平気ですよ。尊さんが出張が多いのにも慣れておかないといけませんし」

《そうだな。これからも寂しい思いをさせることになると思う。でも、会えない時間が多いからって、夫婦の絆きずなまで希薄にはしたくない。ふたりで一緒に、俺たちのベストなやり方を探っていこうな》

「はい」

　尊さんの力強い宣言に、電話だというのに大きく首を振って頷いた。

　彼と話していると、夫婦というものに明確な形はなく、そのカップルそれぞれが心地いいと思える関係を築くのが大切なのだと気づかされる。

　きっとこれから、尊さんと私という組み合わせだけに限った、夫婦のルールがいくつもできていくんだろう。その過程も平坦な道ではないだろうけれど、ふたりの絆を深めてくれるものであると信じている。

《じゃあ、俺は行くから。またな》

「はい、また」

　通話が切れると、広いマンションの部屋は再び静かになってしまう。

　しかし尊さんと話しているうちに、心はだいぶ落ち着きを取り戻していた。

　正直、勝又さんのことはまだ怖くてたまらないけれど……このマンションはセキュリティがしっかりしているし、ジムにさえ行かなければもう会うこともないはず。

　明後日には尊さんも帰ってくるんだし、気をしっかり持とう。

　自分で自分を勇気づけ、ようやく私は立ち上がって室内に入っていった。










耳朶遊戯




　翌日からはジム通いをやめて帰宅後は部屋で大人しく過ごし、あっという間に尊さんが出張から戻る木曜になった。

　昼間、私がいつものように淡々と仕事をしていると、蒔田支店長から支店長室に来るようにと内線でこっそり呼び出された。

　しかしこっそりと言ったって、電話を取ったのは別の同僚だし、窓口業務を別の先輩に代わってもらわなきゃならないから、同僚たちにはバレバレだ。

　こうも立て続けに呼び出されるなんて……また悪口大会が始まりそうだ。

　同僚たちの刺すような視線を感じつつ持ち場を離れて、支店長室で蒔田さんと向き合う。

「あの、ご用件は……？」

　話があるなら早く終わらせてくれないだろうかと思っていると、支店長はデスクの引き出しから小さな紙袋を出して、私に差し出した。

「これ、営業先でもらったんだけど……僕はいらないから、沖田さんにあげるよ」

「えっ？」

　まったく仕事に関係のない話題に意表を突かれつつ紙袋を受け取ると、中には海外の人気チョコレートブランドのクッキーが入っていた。

　とても美味しそうだし私も好きなブランドではあるけど……。この袋をロッカーにしまいに行くには、一度同僚たちのいる場所を通らなくてはならない。そんなことをしたら、いったいこの後なにを言われるか……。

「あの、他の皆さんの分はないんですよね？　だとしたら、私だけいただくわけにはいきません。奥様に差し上げたらどうですか？」

「それが……妻とは別居中でね」

「そ、そうでしたか……」

　気を利かせたつもりが、とんだ地雷を踏んでしまったらしい。机に頬杖をついて急に哀愁を漂わせ始めた支店長に申し訳なく思いつつも、これは受け取れませんと念押しするように袋を彼に返した。

「お話がそれだけなら、私は仕事に戻りますね」

　そして、デスクですっかりうなだれてしまった支店長を残し、店舗へ戻る。

　幸い、私の姿には誰も注目しておらず、ホッとしながら窓口業務を交代してもらっていた先輩のもとへ向かおうとした時だった。

「沖田はただいま席を外しておりますのでぇ、ご用件は私が承りますぅ」

　不自然に甘ったるい先輩の声が聞こえ、不気味に思いながら彼女のいる窓口に近づいていく。

　すると先輩の頬はピンク色に染まり、キラキラ輝く目をお客様に向けていた。

　いったいどんなお客様なの？と疑問に思う間もなくその人物と目が合い、私は口をあんぐりと開けて固まった。

「よう、美織」

「た……尊さん!?」

　月曜に言葉を交わしてから三日ぶりに会う彼がそこにいて、呑気に手を挙げて私を呼んだ。さっきまでキラキラしていた先輩の目が一瞬で殺気立ったものに変わり、恐怖を覚えつつも窓口を交代してもらう。

　そして尊さんと向き合うと、彼は楽しそうに私の姿を上から下まで眺め、満足げに口角を上げた。

「いいな、銀行の制服姿。清楚な美織によく似合う」

「ふ、ふざけないでください！　どうしたんですか？　こんなにお帰りが早いとは思いませんでしたし……」

「ああ、そうなんだが……向こうで急に悪天候になったから、飛行機が飛ぶうちに帰ってしまおうとスケジュールを前倒しにした。……で、時間があるからお前の顔を見に来た」

　尊さんはさりげなく手を伸ばし、私の頬に触れようとする。

　ちょ、ちょっと、こんな公衆の面前で……！

　私はとっさに身を引いて、小さく「ダメです」と口にしながら首を横に振る。

　しかし尊さんは意に介した様子はなく余裕の笑みで手を引っ込めて、窓口の奥にある事務スペースに視線を投げた。

「せっかく来たんだ、婚約者としてお前の上司に挨拶したいんだが、今会えるかどうか確認してもらえないか？」

「えっ……上司に挨拶？」

　というと……やはり支店長ということになるよね。彼ならまだ部屋にいるだろうけど、いきなり尊さんと会わせるなんて、私の方が慌ててしまう。

　スカイイーストホールディングスという大企業の御曹司、かつ現ＣＥＯである尊さんと結婚することを職場で公にしたら、さらに私への風当たりが強くなるのは確実。だから、職場への報告は結婚式が近くなってからにしようと考えていたのに。

「なにをそんなに驚く必要がある。美織の上司には結婚式にも出席してもらうし、みそら銀行には仕事上も世話になってるからな。スカイイーストの代表としても挨拶しておいた方がいいだろ」

「そ……そうですね。聞いてみますから、ちょっと待ってください」

　至極まっとうな尊さんの意見に、うまい反論が思いつかない。あわよくば、支店長が忙しくて会える状況じゃなければ助かるのだけれど。

　私はいったん裏に下がって、支店長室に内線をかけた。応対した支店長に事情を説明すると、私の期待に反して『ぜひお会いしたい』なんて言うので、結局尊さんを支店長室へ通すことになってしまった。

　ふたりがどんな話をするのか気になって仕方がなかったけれど、さっきも先輩に仕事を代わってもらったばかりで持ち場を離れづらく、尊さんの案内は他の人にお任せして、私は仕事に精を出すことにした。

　およそ二十分後、尊さんが支店長とともに店舗の方へ戻ってきて、最後の挨拶を交わし、店を出ていった。

　その時一度も私の方を見ることのなかった尊さんになんとなく違和感を覚えたけれど、仕事中だし……と特に気にとめずに彼の背中を見送った。




　三十分ほど残業した後でいつものように仕事を終え、ロッカー室で着替えながらスマホのチェックをすると、尊さんから一件のメッセージが入っていた。

【話がある。寄り道せずにまっすぐ帰ってきてくれ】

　なんとなく深刻そうな印象の文面が気になる。

【わかりました、今から帰ります】

　簡単な返事をして、急いで着替えを済ませると銀行を出た。

　小走りでマンションの部屋に帰宅すると、尊さんは黒い細身のスウェットに身を包み、リビングのソファでテレビを見ながらくつろいでいた。

　しかしその表情は硬く、私が帰ってきたのに気づいているはずなのにこちらを振り返りもしないし、『おかえり』も言ってくれない。

　やっぱり、深刻になにか考え込んでいるみたい。でも、原因はなんだろう。

「……尊さん。ただいま帰りました」

　おそるおそる声をかけ、バッグをダイニングの椅子に置いて、彼のもとへ歩み寄る。そしてソファの近くで立ったまま、彼にかける言葉を探していると、ちらりと尊さんがこちらを向き、それからソファの空いているスペースをポンポンと手で叩いた。

　す、座れってこと……かな。

　なんとなく彼の近くには座りづらく、広いソファなのでひとりぶんのスペースを空けてちょこんと腰かける。しかしその行動が尊さんのお気に召さなかったらしく、あからさまに盛大なため息をつかれてしまう。

　それから仕方なさそうに立ち上がった彼は、私のすぐ隣に勢いよく腰を下ろし、膝の上にあった私の手をぎゅっと握った。同時に顔を覗き込まれ、鋭い眼差しが私の瞳を射い貫ぬいたかと思うと、ようやく彼が口を開く。

「なんで俺に言わないんだ、職場で理不尽な仕打ちを受けていること」

　あ……尊さん、そのことで難しい顔をしていたのか……。

　おそらく支店長に聞いたのだろう。あまり口外してほしくないと伝えてあったつもりなのに、口の軽い人だ。

　とはいえ知られてしまったものは仕方がない。尊さんはきっと、私のことを心配してくれているのだ。

　私はきちんと説明するべく、彼の目を見つめ返してゆっくり話しだす。

「ごめんなさい。お話しするまでのことでもないと思ったんです。頭取の娘だからとやっかまれているのは入社した頃からずっとで慣れてしまいましたし、業務に支障をきたすほどの精神的苦痛を感じているわけでもないので」

「それにしたってお前、自分でしたわけでもない、あろうことか先輩社員のミスを本人に代わってカバーするために残業したりしているんだろう？　お人好しにもほどがある」

　尊さんに呆れた眼差しを向けられるけれど、私は軽く笑って、自分がモチベーションを保つためにいつも考えていることを伝えた。

「いいんです。誰のミスであろうと、仕事を多くこなせば自分のスキルに繋がりますから。反対に、さぼった人は相応の能力しか身につきません。当たり前のことだと思いませんか？　いわれのない悪口も多いですが、自分にきちんと自信を持っていれば受け流せるものですし、悪口を吐く人たちは一様に醜い顔をしているので、私を悪く言うことで自分を貶おとしめているかわいそうな人たち、と思うようにしています。なので、多少煩わしいと思うことはありますが、私は大丈夫です」

　話し終えてから、尊さんを安心させるように笑みを向ける。

　彼は大きな瞳を瞬かせて意外そうな顔をした後、なぜかクスクスと笑いだした。

「……私、おかしいですか？」

「いや、おかしくはない。美織のそういうところ、いいなと思っただけだ。箱入りに育てられたからって、温室育ちの弱さのようなものはないんだな。意外と肝が据わってる」

　ほ、褒められたのかな……？

　反応に困って首を傾げていると、尊さんは私の顎にそっと手を添えて、ジッと見つめながら言葉を紡ぐ。

「花にたとえるなら、百ゆ合りだな」

「百合、ですか……？」

「純粋で、凛としていて。たった一輪だけでも堂々と咲き誇って、見る者を魅了する」

　まるで本物の百合の花に見惚れているかのようなうっとりした表情で、尊さんが甘く囁く。そのじっくりと鑑賞するような眼差しに、私の心臓はどくどくと激しいリズムを刻んだ。

「い、いえ、そんな素敵な花にたとえてもらうほどでは……」

「謙遜しなくていい。その濃厚な甘い香りに誘われて、つい蜜を味わわずにはいられない男がひとり、ここにいるんだから」

　彼は悪いた戯ずらっぽく微笑んだかと思うと、私の唇に彼のそれを優しく押し当ててきた。

　軽く食はむようなキスを何度か交わし、最後に少しだけ舌を使って、私の唾液を美味しそうに啜った。

　うっすらと瞳を開けてみると、尊さんはまるで本当に蜜を味わっているみたいに、目を閉じて恍こう惚こつの表情を浮かべている。それは初めて体を重ねたあの夜にも見たことのあった表情で、心と体が無意識にじりじり疼うずいてしまう。

「……なんて顔してんだよ、美織」

「え？」

　唇を離し、至近距離で私を見つめながら彼が言う。

「そんな蕩けそうな顔して、俺の理性を壊す気か？」

「い、いえっ！　めっそうもない！　でも、それを言うなら尊さんだって……」

　あなたがあまりにセクシーな顔をしていたから、こちらも変な気分になったわけで……と説明しようにも恥ずかしすぎるので、彼を睨んで黙り込むしかない。

「俺だって、なに？」

「なんでもありません……！」

　ぷい、と顔を背けると、尊さんは喉を鳴らしてくつくつ笑った。

　まったくこの人は……遊びなんだか本気なんだかわからないけど、甘い言動が多すぎてつい翻弄されてしまう。

「……しかし美織、これだけは言っておきたいんだが」

　ふざけていた雰囲気から一転、真面目なトーンになった彼の言葉に振り向くと、頭の上に大きな手がポンと置かれた。

「お前が職場でないがしろにされてること、自分自身は平気でも、胸を痛める人間がここにいるってこと……それだけは、いつも心に留めておいてほしい。本当は、そんな職場、一刻も早く辞めさせたいって思うくらい、腹が立ってるんだ」

「尊さん……」

「だから、耐えられなくなったらすぐ俺に言え。助けてほしかったら素直に助けを求めろ。俺が必ずお前を守るから」

　力強い眼差しで言い聞かせられ、胸がジンと熱くなった。

　尊さんは、本当に真摯な態度で私のよき夫になろうとしてくれている。今はまだ心からの感情というより〝夫はこうあるべき〟という義務感の方が勝っているかもしれないけれど、でも……決してそれだけじゃないと思う。

　少なくとも、私が職場で理不尽な仕打ちを受けている現状に腹を立てているというのは、きっと彼の本音だ。

「ありがとうございます。もしそうなったら、きちんとあなたを頼るって約束します」

　私もその誠意に応えたくて、しっかり彼の目を見つめて宣言した。

　尊さんは安堵したように表情をやわらげて頷き、私の頭をよしよしと撫でた。

　それから彼は思い出したように言う。

「そうだ美織、約束通り、土産買ってきたぞ」

「ありがとうございます……！　なにを買ってくれたんですか？」

「見てからのお楽しみ」

　期待させるような笑みを残して立ち上がった彼はいったん寝室に向かい、戻ってきた時には小さな紙袋をふたつ手にしていた。

「ふたつ……？　両方とも私にですか？」

「ああ。ひとつは、美織が喜んでくれると確信のあるもの。もうひとつは、美織に似合いそうだからって俺が勝手に買ってきたもの」

「そんなに色々と……ありがとうございます。さっそく開けますね」

　尊さんが私のために選んでくれたもの……いったいなんだろう。

　わくわくしながら、ひとつ目の紙袋から包装紙に包まれた箱を取り出し、包装を剥がしていく。

「これは、もしかして……」

　だんだんと箱が見えてくるにつれ、なんとなく中身に予想がつき、わくわくが興奮に変わっていく。

　尊さん、もしかして私にとってはたまらなくうれしいお土産を……！

　はやる気持ちを抑えつつようやく取り出したのは、ドールハウスの手作りキット。

　箱の側面には完成図の写真が印刷されていて、北欧ならではの、お洒落さとあたたかみのあるインテリアが詰まった家が出来上がるようだ。完成すれば、すでに持っているものとはまた違うテイストのコレクションが増える。

　早く作って飾ってみたい……！

「すごい、尊さん……！　最高のお土産です、これ！」

「はは、最高ときたか。そこまで喜ばれると、もうひとつの方は引っ込めたくなるな」

　自信なさそうに、もうひとつの紙袋を見つめる尊さん。

　そういえば、そっちは私の好みというより、彼自身が好きで買ってきたというような話しぶりだったっけ。それはそれですごく気になる……。

「今さら引っ込めるのはなしですよ、開けていいですよね？」

「ああ。ドールハウスほどの感激はないと思うが」

　珍しく弱気なことを言う尊さんに見守られながら、私は紙袋の中からお土産を取り出す。

　こちらはドールハウスの箱よりずいぶん小さく、片手におさまるほどのサイズ。高級感のあるネイビーの箱に、光沢のある白のリボンがあしらわれている。お土産というよりはまるでプレゼントのような……。

　先ほどの子どものような興奮ぶりとはまた違う、ときめきに似た胸の高鳴りを感じつつ、パコ、と箱のふたを開く。すると中から現れたのは、シンプルながらも優美でかわいらしいピンクダイヤのピアスだった。

「素敵……」

　ただそれだけ呟き、ピンクダイヤのきらめきに目を奪われる。こんなに綺麗なピアスを私に似合うと思ってくれたなんて……。予想外のサプライズプレゼントに、胸がきゅんとした。

　けれど、せっかく素敵なピアスを贈ってくれた彼に、少し言いづらい事実がひとつ。

「あの、尊さん……このピアス、すごく気に入ったしうれしいんですけど。実は私、ピアスホールがあいていないんです」

　両親の教育方針では、ピアスホールをあけるなんてご法度。学生時代にそう言われたきり、自分でも特にあけたいと思うことはなかった。

　でも、こうしてプレゼントされると……やっぱりせっかくだからつけてみたいという思いも湧く。

「知ってるよ。初めての夜、耳にもたくさんキスしたからな」

　そう言って私の耳みみ朶たぶに手を伸ばした彼。ふにふにと感触を楽しむように触られるとくすぐったさにびくっと肩が跳ね、顔が熱くなる。

「そ……そうですか。でも、知っているならなぜピアスを？」

「そうだな……。美織が俺の贈ったプレゼントのために、初めてのピアスホールをあけてくれたとしたら、お前のふたつ目の処女を奪ったような征服感を味わえるかと思って」

　妖艶な微笑を浮かべてそう語った尊さんに、サディスティックな雰囲気を感じてどきりと胸が鳴る。

　思わず困ったように眉尻を下げると、彼はふっと息を漏らして苦笑した。

「冗談だから真に受けるなよ。ただ単に、イヤリングよりピアスの方が落っことしたりする心配がないと思っただけだ。専用の器具も買ってあるから自分で穴をあけてもいいし、自分でやるのが怖いなら信頼できる医者を紹介する」

「なんだ、冗談ですか……」

　安堵して全身の力を抜くと、尊さんが意地悪く口の端を上げて私の顔を覗き込む。

「本気の方がよかったか？」

「ま、まさか……！」

　ぶんぶん首を振って否定してから、私は正直な心境を告げる。

「でも、自分でやるにしろお医者様に頼むにしろ、ちょっと考えさせていただきたいです。体の一部に穴をあけるなんて、想像しただけで痛そうなので」

「そんなに心配するほど大した痛みじゃない。もうふさがってるとは思うが、十代の頃は俺も五個くらいあいてたんだ」

「五個……！」

　目を凝らして彼の耳朶を観察すると、よく見ないと気づかないレベルではあるけれど、わずかに跡が残っていた。

　十代の尊さんはきっと、今とは別の意味で目立つ容姿をしていたんだろう。同じ頃の私と並んだら、ステレオタイプなチャラ男くんと地味子ちゃんが出来上がりそうだ。

「俺はそれより、美織の職場でピアスはどうなのかってそっちの方が心配だったんだけど……昼間行った時、女性社員は何人かしてたよな？」

「あ、はい。みそら銀行共通の就業規則では、女性のみ、ロングタイプやフープタイプではない地味なピアスであればつけるのは可能になっています。父にしては寛大ですよね。娘にはピアスＮＧと言っておいて」

「本当だな。……でも、それなら問題ないわけだ。美織が自分の耳に穴をあけても」

　話が本題に戻され、私は「えっと……」と言い淀んで固まる。

　尊さんにもらったピアスは確かに素敵だし、できることならつけてみたいと思う。でも、初めてのことだからどうしても恐怖が……。

「本当に大した痛みじゃないですか？」

「体を傷つけるわけだから、痛みがゼロってことはない。でも一瞬だし、医者に頼んだ場合も同じだ。もっと痛むとすれば、穴をあけた後。消毒が不十分で化膿した場合」

「か、化膿……」

「大丈夫だって。とりあえず風呂に入ってゆっくり考えてこい」

　尊さんにせかされて、私はひとまずお風呂で気持ちを落ち着かせることにした。

　髪と全身を洗った後、湯船につかってぼんやりピアスについて思いを馳せる。

　かわいいよね、あのピアス……。尊さんが私に似合いそうだからと選んでくれたものだし、できれば身につけてみたい。

　彼が言うには、穴をあける痛みは一瞬。そして自分でやってもお医者様に頼んでも痛みの程度は同じらしい。だったら、ひとりで病院に行くより、尊さんに立ち会ってもらって自分であける方が心強いかな……。

　これから夫となる尊さんの見ている前で、なんのおもしろみもなかった優等生の自分から、新しい自分に変わる。

　ピアスひとつで大袈裟かもしれないけど、そんな考え方も悪くないんじゃないかな。

　覚悟を決めた私は、お風呂から上がると愛用のシルクパジャマに着替えて、スキンケアをした後で髪を乾かし始める。

　その途中で尊さんが洗面所にやってきて、「俺も入る」と言いながらいきなりワイシャツのボタンを外し始めたので、私はぎょっとした。

「ちょ、ちょっと、私のいる前で脱がないでください！」

「なにを今さら。夫婦になるんだから、夫の裸くらい見慣れろ」

　私の抗議を無視して、ボタンを外した彼がバッとシャツを脱ぐ。すると鍛え上げられた張りのある胸筋や美しく割れた腹筋が露わになり、思わず目をそらした。

　慣れろと言われたって、そんな色っぽすぎる肉体直視できない……！

　早く髪を乾かして出ていかなきゃ、とドライヤーの風量をマックスにして雑にブローする。

　すると上半身裸で、ベルトの外れたスラックスを腰に引っ掛けただけというなんともセクシーな姿の尊さんが、なぜか私の手からドライヤーを奪う。

　そしてスイッチをかちりとオフにしたかと思うと、反対の手で私の髪をすくってサラサラと肩に落とした。

「せっかく綺麗な髪なんだからもっと丁寧にやれ。お前の長い黒髪、好きなんだから」

〝髪型が〟という意味にすぎないとわかっていても、好きだなんて言葉が彼の口から出たのでついドキッとした。

　この髪型、今まで自分ではつまらないと思っていたけど……尊さんに褒められただけで、不思議と愛着が湧いてくる。単純すぎるかな、私。

「尊さんがお好きなら……これからも、綺麗なまま伸ばせるよう、努力します」

　鏡越しの彼に向かってそう告げると、彼は優しげに目元を緩めて微笑んだ。

「いいな、そういうの。妻が俺色に染まっていく感じ」

「……本当にそうかもしれません。ピアスの件もお風呂の中でやっと決心がついたんですけど、自分でやってみることにします。尊さん、そばにいてくれますか？　私が新しい自分に変わるところを、これから夫となるあなたに見届けてほしいんです」

「美織……」

　尊さんはぽつりと私の名を呟き、突然私の肩に腕を回して、背後からぎゅっと抱きしめてきた。

　薄いシルクのパジャマ越しに感じる彼の体温は熱く、心拍数が跳ね上がる。そしてなにより恥ずかしいのは、目の前の鏡に、密着する自分たちの姿が映っていることだ。

　鏡の中の私は素肌の尊さんに抱きしめられて真っ赤になり、瞳にはうっすら涙まで浮かべている。他の誰にも見せたことのない……自分すら初めて見る表情だ。

　どうして私、こんな熱に浮かされたような顔を――。

「お前は……箱入りで軟弱なお嬢様かと思えば、無鉄砲に冒険するし、意外と芯が強くて頑固だし。そのくせ、自分が変わる瞬間を見届けてほしいだなんてけなげなことを言うんだから、ギャップだらけで参るよ。……おもしろくて興味が尽きない」

　吐息混じりに語る低い声に鼓膜をくすぐられ、胸の高鳴りが一層大きくなる。

　おもしろいって……若干失礼な言い方な気もするけど、きっと褒められているのよね。興味を持ってもらえているのはいいことだし、素直に喜んでおこう。

「……ありがとう、ございます」

「じゃ、いい加減俺は風呂に入ってくるよ。美織は髪乾かしたら寝室で待ってろ。お前の決心が鈍らないよう、今夜のうちにやってしまおう」

「はい、わかりました。……って、ここで脱ぎださないでください！」

　スラックスをするりと下ろしてとうとうボクサーパンツ一枚になってしまった彼を見ていられず、両手で目を覆って叫ぶ。

「私がこうしている間に脱いで、早くお風呂に入ってください！　そうしないと髪を乾かせません！」

「……わかったよ。まったく、あんなに乱れた夜とは別人みたいに初う心ぶになっちゃって……ま、それもかわいいギャップだけど」

　尊さんはぶつぶつ言いながらも、ようやく浴室のドアの向こうに消え、シャワーを浴び始めた。

　ああもう……尊さんの方こそ、あれほど乱れた夜と同じ温度で迫ってくるのはやめてください。

　ドキドキ騒がしい鼓動をなだめながら、本人には言えなかった不平を胸の内で呟く。

　けれどその反面、尊さん好みの妻であり続けられるように、彼が好きだと言ってくれた長い髪の手入れには決して手を抜かないのだった。




　尊さんがお風呂から上がった後、私たちは静かな寝室で椅子に座って向き合った。

「ためらったら余計痛むからな。ひと思いにやれ」

「は、はい……！」

　私は緊張でガチガチになりながらも、ニードルという注射針のような器具を使ってピアスホールをあけた。

　針が刺さる瞬間、恐怖がなかったといえば嘘になるけれど、尊さんがそばで見守ってくれていたおかげで、思い切って穴をあけることができた。

　そしてきちんと消毒した後、尊さんの手でピンクダイヤのピアスをつけてもらった。穴が安定するまで最低一カ月は外してはいけないのだという。

「夫婦の証といえば指輪が一般的だが、ピアスを贈るのもいいな。この女は俺のものだって、強く感じられる」

　尊さんは私の耳朶にそっと触れ、自分の選んだピアスがそこに輝いているのを満足そうに眺める。その独占欲の滲んだ発言は、私の胸をときめかせた。

　尊さんに出会うまで、女性を所有物のように扱う発言をする男性なんて最低だと思っていたのだけれど……彼に言われるのは、不思議と嫌じゃない。

〝彼のもの〟になるのは、とても甘やかな幸せのように感じられるのだ。

　ピアスをつけたことで難点があるとすれば、一カ月ほどジムのプールに行けなくなってしまったことくらいだけれど……勝又さんのことがあってからあまり近づきたくなかったので、むしろジムに行かずに済むいい口実ができたという感じだ。

　しばらくの間は、仕事の後はまっすぐ帰って尊さんの帰りを待つ、しとやかな妻でいよう。

　ベッドに入った後も、自分の耳になにかついているという慣れない感触になかなか寝つけず、私はそんなことを考えて眠気がくるのを待った。










恋人遊戯




　土曜日は尊さんが仕事で不在だったので、久々に凛子と会い、ランチがてら互いに近況報告をすることになった。

「うっそー！　美織がピアスしてる！　かわいいんだけど！」

「そ、そうかな……ありがとう」

　落ち着いた雰囲気の天ぷら専門店を訪れ、同じ天ざるそばを頼んで待つ間、めざとい彼女はすぐに私の耳にきらりと光るピンクダイヤに気がついた。

　例の一夜の相手であった尊さんが政略結婚の相手だという事実はすでに電話で報告済みで、その時も『なにそれ、運命的じゃん！』と興奮していた凛子。今日も当然話題の中心になるのは、私と尊さんのことだった。

「すごいねー、鞍馬さんって。あの美織を一気に不良娘にしちゃうなんて」

「不良娘って……ピアスごときでそんな物騒な」

　とはいえ、尊さんに勧められなければ、一生ピアスなんか縁がなかったとも思う。少しだけ痛みを伴ったけれど、あの満足げな彼の顔を見たら、私も勇気を出してよかったと思えた。

　昨夜の記憶を反はん芻すうしてぼんやりしていると、注文した天ざるそばがテーブルに届く。

　お互いいったん話をやめ、ひと口おそばを啜ったところで、凛子が再び口を開いた。

「だって私、あの夜も美織は直前になって逃げちゃうかなって思ったの。なのにまさか、ちゃーんと最後まで終えて女になっていたとはね……。やっぱ鞍馬さんのテクがすごかったの？」

　凛子らしいといえばらしいけれど、あまりに明け透けな調子で聞いてくるものだから、私はおそばを吹き出しそうになった。たまらずお茶に手を伸ばし、しっかり飲み込んでから声を潜めて答える。

「テクって……そもそも私尊さんしか知らないんだから、よくわからないよ」

「ふうん、そっか……。でもいいなぁ、鞍馬さんとの生活は楽しそうで。実は黒田さん、最近事業がうまくいってないらしくて、あまり会ってくれないの」

　元気のない姿をめったに見せない凛子が、珍しく暗い表情で語る。

「そうなんだ……。前は凛子たちの方こそ仲がよさそうだったのに」

「でも、最近ちょっと黒田さんとは別に気になる人がいてね。その人を次のターゲットにしようかなーなんて思ってるの」

　さっきの落ち込んだような雰囲気から一転、悪戯っぽく瞳を輝かせる凛子に、私は目を丸くする。

　凛子ったら、黒田さんのことはもういいの……？　そのうえ次のターゲットって……展開が早すぎてついていけないんだけど。

「ちなみに、次はどんな人なの？」

「よくぞ聞いてくれました。昨日の夜、サンクチュアリで初めて会ったの。お互いにひとりだったから、バーで少し一緒に飲んだんだけど、クールで知的な感じがたまらない眼鏡イケメンでね？　ぼーっと見惚れてたら名前も連絡先もすっかり聞くの忘れちゃった」

「眼鏡イケメン……」

　そのワードから頭の中に浮かんだのは、勝又さんの顔だった。

　まさかね……。眼鏡をかけている人なんて大勢いるし、そんな偶然あるはずない。

「だからさ、今度美織もまた一緒にサンクチュアリに行こうよ。彼のいい男っぷりを美織にも見せたいの」

「え？　またあのお店に？　私はいいよ……あの夜は特別だったんだもん。尊さんだっていい顔はしないだろうし」

　本人から行くなと言われたわけではないけれど、夜遊びに出かけるよりは、家で彼の帰りを待っていたい。

　出張を早めに切り上げてきた一昨日は少し時間に余裕があったけれど、平日は基本的に朝早くから夜遅くまで仕事。今日も土曜だというのに朝から会社に出かけていった多忙な彼とは、毎日そこまで言葉を交わせるわけじゃないから。

「ちょっと、私は美織のお願いを聞いてあげたのに、逆は協力してくれないわけ？」

　凛子は納得いかない様子で口を尖らせた。

「え？」

「美織の大冒険を手伝ってあげたのは私でしょ？　だったら美織も、私の新しい出会いを応援するために一度くらい付き合ってくれたっていいじゃん」

「そ……そっか。ごめん、そうだよね」

　自分の時だけ協力してもらって、逆の立場になったら断るって、よく考えたらなかなかの薄情者じゃない、私……。

「じゃあ、尊さんに聞いてから連絡するね。もし彼がダメって言ったら、その時はゴメン」

「うん、それでいいよ。あ～、早く美織にも会わせたいな～。あのイケメン……」

　凛子がうっとりとした顔で宙を眺める。

　そこまでイケメンなら一度お目にかかりたい気もするし、別に私は気軽に食事を楽しみに行けばいいのだ。で、凛子がその男性といい感じになりそうだったら退散。

　よし、そのプランでいこう。




「……サンクチュアリに？」

「はい。あの、尊さんもご存じの凛子に誘われたんです。彼女、今気になる男性がいるらしくて、すごいイケメンだから私にもぜひ一度見せたいと」

　夜遅くに帰ってきた尊さんに、作っておいた夕食を温めながらさっそく相談してみた。ダイニングの椅子に座ってサラダをつまんでいた尊さんは、少し考えてから条件付きで許可した。

「行くのは構わないが……美織は酒の飲みすぎに注意な。あそこには時々紳士の顔した野獣が交じってるから」

　紳士の顔した野獣……。

「それって……尊さんみたいな？」

　冗談でそう口にしてみると、尊さんは心外だというふうに顔をゆがめ、椅子から立ち上がってキッチンにやってきた。

　今夜のメインディッシュ、柔らかく煮込んだビーフシチューをお皿に盛りつける私の腰に腕を巻きつけ、ぴたりと体を密着させながら問いかけてくる。

「俺のどこが野獣だって？」

「だって……初めてあのお店で会った時は、そうだったじゃないですか。最初こそ王子様みたいな振る舞いでしたけど、私が気を許したら野獣の本性を見せて」

「……美織だって食われたがってたくせに」

　耳元で吐息たっぷりに囁かれ、かぁっと頬が熱くなる。

「それは……あの夜は特別です。いわゆる〝清水の舞台から飛び降りる〟的な感覚だったので……」

「知ってる。俺にもお前の決死の覚悟は伝わってたから、ちゃんと満足させてやれるかちょっとプレッシャーだったんだ。ま、反応を見る限り大丈夫だったみたいだけど」

　そんな言葉とともにからかうように顔を覗き込まれ、羞しゅう恥ちに耐えられなくなった私は「知りません！」と言い放つ。

　そして、シチューのお皿を押しつけるように彼に渡した。

「お夕食の準備が整いました！」

「ああ、ありがとう。腹減ってるの忘れてた」

　沸騰したやかんのように熱くなっている私とは対照的に、尊さんはお皿を手に涼しい顔でダイニングに戻っていく。

　椅子に腰かけ、スプーンでさっそくシチューを口に運ぶなにげない所作すら美しく、育ちのよさが垣間見えた。

　こうして見ると、過去にピアスの穴が五個もあいていたなんて嘘みたい。尊さんが私を〝ギャップだらけ〟と言っていたけれど、彼だってなかなか意外性のある男性だ。

　とんでもない遊び人かと思えば、私との結婚については真面目に考えてくれていて、四六時中強引で俺様なのかと思えば、ふとした時に私を優しく甘やかしてくれる。

　……そんなあなたに私だって、興味が尽きないんですよ？

「美織、ワイン開けるから少し付き合え」

　尊さんが、キャビネットの前で一本のワインボトルとふたつのグラスを手にしながら私を呼んだ。私はキッチンを簡単に片づけて、彼のもとへ向かう。

「構いませんけど、私そんなには飲めませんよ？」

「お前が酒に弱いのはわかってるよ。一杯だけでもいいし飲まなくても構わないから、ここにいて話し相手になってほしいだけだ。疲れているなら無理強いはしないが」

「大丈夫です。私も尊さんとお話ししたいと思ってました」

　私は柔らかく微笑んで頷いた。

　私に話し相手になってほしいと、彼が素直な気持ちを告げてくれたのがうれしかった。今の私たちはお互いに知らないことが多すぎるから、時間の許す限りたくさん会話をしたい。

「そういえば美織、明日も休みだろ？　俺も明日は特に用事がないから、式場のホテルに連絡してみたんだ。そうしたら昼頃に担当者が時間取れるそうだから、ふたりで行こう。予定が合う時に少しは打ち合わせを進めておかないとな」

　乾杯を済ませ、互いにひと口ワインを味わったところで尊さんが言った。

「はい、わかりました。……でも尊さん、お疲れなのに大丈夫ですか？　平日はもちろんのこと、土曜日も遅くまでお仕事しているのに、休日は結婚式の準備があって少しも休めないんじゃ、体を壊してしまいそうで心配です」

　早めに式の準備を進めなきゃならないのは私もわかっているけれど、今週の彼は海外出張にも行っていたし、一日くらい家でのんびり休ませてあげたい。

「忙しいのには慣れているから気にするな。それに式の準備とはいえ、美織と休日の昼間から外出するのは初めてだろ？　デートだと思えばむしろ楽しみだよ」

「デート……」

　すでに結婚が決まっていて同居も始めている私たちだけれど、そういえばデートらしいデートは一度も経験がない。外出といえば、先週引っ越しの後でお寿司を一緒に食べに行ったくらいだ。

　つまり、明日は尊さんとの初デートになるんだ……。改めて噛みしめると、胸が弾みだすのを感じた。

　なにを着ていこう。どんな髪型とメイクにしよう。尊さんは、どんな服装で出かけるのかな。

「なんだか楽しみになってきました。私、頑張ってお洒落しますね」

　はにかみながら告げると、尊さんはとても穏やかな笑みを浮かべて私を見つめる。

「そうやって気合い入れてくれるのが俺のためだと思うと、うれしいものがあるな。せっかくだから、打ち合わせの後に映画でも観るか」

「いいんですか？」

「ああ。観たいもの考えておけよ」

　わぁ……ふたりで映画を観るなんて、まさに憧れの王道デートコース。交際期間のなかった私たちの距離もぐっと縮まって、恋人のような甘い時間が過ごせるんじゃないかって期待しちゃうな。

　私は自然とにやけてしまいそうになる口元を引きしめつつ、ワイングラスに手を伸ばした。




　翌日、私たちは尊さんの運転で、間近に東京タワーが見える優雅なホテルを訪れた。

　スカイイーストのグループ企業のホテルということで、尊さんの顔はスタッフのほとんどが知っており、彼が通ると皆姿勢をまっすぐに正し、うやうやしく一礼をした。

　しかし尊さんの方はプライベートだからか気軽な調子で、スタッフの前でも平然と私と手を繋いで歩くので、こちらは恥ずかしくて仕方がなかった。

　その後、パールホワイトを基調としたインテリアに囲まれた明るい雰囲気のブライダルサロンに案内され、担当のウエディングプランナーとおおまかな予算、式次第、会場のレイアウトなどの打ち合わせをした。

　私の両親の希望で、式は神前式。その後の披露宴は両家ともに招待客が多いので、千人まで収容できるメインバンケットで盛大に行われる。

　そして尊さん側は海外からのゲストも多くお呼びするため、料理ひとつ選ぶのにもそれぞれの文化や宗教などを考慮しなければならず、そのあたりを詳細に記した招待客のリストを次の打ち合わせまでに用意する運びになった。

「これから衣装も音楽も考えなくてはなりませんし……。招待状や指輪の準備もあるんですよね。まだ半年あるとはいえ、あっという間に過ぎてしまいそうです」

　ホテルを出て、駐車場で彼の車の助手席に乗った私は、ついため息をこぼした。

　結婚式の準備って、思った以上にやることが多い。私は少々甘く見ていたみたいだ。

「美織は真面目に考えすぎだといつも言っているだろう。料理は多少気を遣う部分もあるが、衣装や音楽、指輪なんて自分たちの好きなものを選べばいいだけだ。招待状だってリストだけきちんと作って、あとはプロに任せればいい」

　尊さんはシートベルトを締め、車を発進させる準備をしながら、あっさりと言ってのける。

「そうかもしれませんけど……一生に一度のことだと思うと、なにを選ぶのにも慎重になるじゃないですか」

「……あのな、美織。一生に一度の結婚式を大事に思うのはわかるけど、一番大事なのは料理でも衣装でもなく、集まってくれるたくさんの証人たちの前で、俺たちがきちんと永遠の愛を誓い合えるかどうかだろ？　式の準備に必死になりすぎて、自分の気持ちと向き合う余裕すらなくなったら意味がない。……だから、いつだって俺をちゃんと見ていろ。半年後、誰にも恥じることなく、俺を愛していると誓えるように」

　尊さん……。

　彼が教え諭す言葉の一つひとつが、心の琴線に触れる。

　思えば彼は、いつでも物事の本質を見失わず、私に新しい気づきや感動をもたらしてくれる。家を出るまでほとんど自分の意思でなにかを選んだり、決断するということのなかった私とは違って、なにに対しても確固たる自分の意思があって、いつも堂々としていて。

「あなたのそういうところ、とても尊敬します。……それに、素敵だとも思い始めています。その……特別な、異性として」

　尊さんの反応を見るのが怖くて、自分の膝をジッと見ながら私は本音を吐露した。

　甘い夜を過ごした日からひと月余り経ち、同居を始めてから一週間。

　鞍馬家の御曹司で、スカイイーストホールディングスのＣＥＯ。容姿端麗でちょっと危険な香りのする遊び人……という上辺の姿の裏に見えてきた本当の彼に、私は間違いなく惹かれていた。

　遠く離れた出張先で私のことを気遣い、心のこもったお土産を用意してくれたかと思えば、甘い独占欲を滲ませたピアスで私を束縛して。

　貴重な休日にはこうしてふたりの結婚式のために真剣に行動してくれるだけでなく、不安がる私を彼らしい強引さで励まし、前を向かせてくれる。

　そんな尊さんの存在が、少しずつ、けれど確実に私の中で大きくなっているのだ。

「美織……」

　尊さんがぽつりと私の名を呟く。けれどなかなかその先の言葉を紡がないので、彼の気持ちがわからなくてなんだか胸が苦しくなってくる。

　私たちは本物の夫婦を目指しているのだから、この心境の変化はふたりにとってプラスになるはずだよね？

　そう思いたいけれど、尊さんがなにか言ってくれなければ、不安と緊張でどうにかなりそう……。

　膝の上でこぶしを強く握りしめ、居たたまれなさに耐えていたその時。

　運転席からゴン、という硬い音がして、何事かと横を向くと、窓ガラスに頭を預け、なにやら難しい顔で目を閉じている尊さんの姿が。

「ど、どうしたんですか尊さん！　ご気分が悪いんですか？」

　慌てて声をかけると、尊さんはうっすら瞳を開けた。

「違う。……ちょっと自分自身で戸惑ってるだけだ。女性からの告白なんて飽きるほどされてきたはずなのに、なんで美織の言葉はこんなに……俺の心を揺さぶるんだろうって」

　休日仕様でナチュラルに下ろされていた前髪をかき上げながら、憂いを帯びたような眼差しでそう語った彼に、ドキンと鼓動が跳ねた。

　これまでたくさんの恋愛経験を積んでいるであろう彼が、私の言葉ひとつで戸惑い、こんなに切なげな瞳をしているなんて……。

　ぎゅ、と締めつけられたような痛みを覚える胸に手を当てて、私は確かめるように呟く。

「この気持ちを……人は恋と呼ぶのでしょうか。だとしたら、思っていたよりも苦しさを伴うものなんですね。もっと、ただただ甘い感情だと思っていました」

「……俺もだ」

　意外な言葉に彼の方を向くと、ハンドルを握り直した尊さんが苦笑して話しだす。

「実際、今まで俺が恋愛だと思っていたものは、ただただ甘かったよ。楽しい時間を共有して、笑い合って、時には体を求め合って。……でも、それこそ遊びの恋愛に過ぎなかったんだと今ならわかる。美織と一緒にいるのは楽しいけど、それだけじゃない。お前を見ていると、あたたかくて幸福な気持ちになる反面、胸のあたりに痛みと息苦しさを覚えるんだ。……初めてだよ、こんな面倒な感情は」

「め、面倒って……！」

　どうしてそんなひねくれた表現をするんですか。途中までは、尊さんも私と同じような気持ちでいるのだと知ってうれしかったのに……。

　拗すねたように彼を睨んだら、尊さんはふっと笑って続けた。

「しかも、面倒だからって捨てることができない。自分の感情なのにコントロール不能。……つまり、俺はこのまま美織に溺れていくしかないってことだな」

「尊さん……」

　愛しげに細められた彼の目から確かな愛情を注がれるのを感じ、胸が早鐘を打った。

　彼との結婚が決まった時には、いったいこの先どうなるのか不安ばかりだったけれど……私たちの間にも、ちゃんと恋心が生まれたみたい。

　でも、まだまだやっとスタートラインに立てたところ。夫婦として、永遠を誓い合えるほどの深い想いを、これからふたりで育てていかなくちゃ。

「というわけで、お互いの気持ちも確認できたことだし、改めて行くか、デート」

「……はい！　私、ちゃんと観たい映画チェックしてきました！」

「よし。じゃあどこかで軽く食事して、映画館向かうぞ」

　尊さんが車を発進させ、街の中を走りだす。

　先ほど想いを伝え合ったせいか、車内は終始和やかなムード。他愛のない話をしていると、あっという間に目的地に着いてしまった。

　適当な駐車場に車を停め、近くのカジュアルなフレンチレストランで遅めのランチを済ませてから、いざ映画館へ。

「若くして夫を亡くした妻が、過去にトリップしてなんとか夫を死なせないように奮闘するんですけど……思うように運命を動かせなくて苦悩しながらも、夫への愛情を再確認していく……という、切ないＳＦものみたいです」

　上映時刻にはまだ時間があったので、ロビーのベンチにふたりで腰かけ、事前に調べておいた作品のあらすじを尊さんに話した。彼は小さく頷きながら、私にこんなことを尋ねる。

「なるほどな……。美織は、過去に戻れるとして、いつに戻りたいというのはあるのか？　高校生の頃に戻って、思い切り親に反抗してやる、とか」

「いえ、特には……。尊さんは？」

「俺もない。というか、過去を変えてしまったら、こうして美織と出会う現在がなくなっているかもしれないだろ？　そうなったら困る」

「そっか……そうですね。今がいいです、私も」

　そう言って微笑み合うと、しみじみとした幸せが心に広がっていった。

　映画を観る前からこんなに楽しくていいんだろうか。そんなふわふわとした浮かれ気分でいるうちに、上映時刻が迫っていた。

「あ、もうすぐ時間です」

「……ああ。行こう」

　尊さんの返事には一瞬間があり、立ち上がる直前、彼はなにかを振り払うように、小さく頭を振っていた。

　尊さん、なんだか疲れているみたい……？

「あの、尊さん、無理していませんか？　お疲れなら、映画はやめて家に帰った方が」

　並んでシアター内に向かう途中、彼の体調が心配になって声をかけたけれど、尊さんは軽く笑って私の手を握る。

「……大丈夫だよ。美織、この映画観たかったんだろ？」

「ですけど……映画はまた別の日にひとりでも観れますし」

「そんなつれないこと言うなよ。せっかくだから一緒に観よう。な？」

　そう言われてしまうと頷くしかなく、尊さんに手を引かれながらシアターに入っていった。

　席に着くと、スクリーンにはすでにこれから上映予定の作品の予告編が流れていて、つい見入ってしまう。

　次に尊さんと観にこれるのはいつになるだろう。その時はどんな作品をやっているのかな……。

　色々と思いを馳せながらいくつかの予告編を見終わって、ふと尊さんの方を向いた時だった。

「あ……」

　目に入ったのは、私の隣の肘掛けに頬杖をつき、安らかな顔で眠る彼の姿。

　顔を覗き込んで目の前で小さく手を振ってみても起きる様子はなく、短い間にすっかり熟睡してしまったらしい。

　口では大丈夫と言っていたけど、やっぱり疲れていたんだ。

　結婚式の打ち合わせの後、まっすぐ家に帰ることもできたのに……きっと、私がデートを楽しみにしていると思ったのだろう。無理をして時間を作らせてしまったことが心苦しくなる。

　けれどその反面、無防備な寝顔を見ていると、彼の優しさが伝わってくるようで、胸があたたかくなった。

　……今日は、私のためにありがとう、尊さん。映画が終わるまで、どうかゆっくり寝てください。

　胸の内で彼にそう告げると、私はスクリーンに向き直り、ひとりで映画を楽しむことにした。




　エンドロールが終わり、シアター内の照明がパッと明るくなったところで、尊さんは目を覚ました。

　周囲の客たちが出口に向かっていく騒がしい状況の中、自分の今置かれた状況を計りかねているように、ゆっくり目を瞬かせて辺りを見回す。

「あれ？　俺……」

　俯いて記憶をたどり始めたらしい彼に、私はふふっと笑って告げる。

「おはようございます、尊さん」

　尊さんはそのひと言で状況を察知し、盛大なため息をついて額に手を当てた。

「……悪い。寝てたのか」

「はい、すごく気持ちよさそうに。……でもいいんです。尊さんのかわいい寝顔を見られて幸せでしたから」

「かわいい？　……三十過ぎた男の寝顔がか？」

　怪訝そうに眉根を寄せる彼に、私はもちろんと言わんばかりに頷いてみせる。

「はい。だって尊さん、いつも完璧すぎてあまり隙を見せてくれないじゃないですか。そんな尊さんでも、寝顔は無防備なんだなって微笑ましかったです。それに、そんなあなたが見られるのは、妻だけの特権かなーなんて、優越感を覚えたりもして」

「……敵わないな、美織には。映画の途中で寝た男を責めるどころか、ひとりで優越感に浸っていたとは」

　尊さんがそう言って苦笑した頃には、シアター内に残っているのは私たちふたりだけになってしまい、慌てて腰を上げる。

「そろそろ出ましょうか。次の上映の準備があるでしょうし」

「ああ。……でも美織、その前に」

　尊さんはそう言いかけ、座ったまま私の腕をぐい、と引いた。

「きゃ……っ！」

　彼の胸に倒れ込みそうになった私を支えたのは、不意打ちのキス。ぶつかるように重なった唇は熱く、そのままゆるりと開いて私の唇を優しく啄ついばんだ。

「ん、……っ」

　甘く柔らかい感触に、思わず鼻にかかった声がこぼれてしまう。

　こ、ここ、映画館の中なのに……。

　羞恥でのぼせそうになる私に構わず、尊さんは私の背中に大きな手を添えてぐっと引き寄せると、私を自分の膝の上に座らせ、さらに深いキスを仕掛けてきた。

　濡れた舌に口内をまさぐられるとぞくぞくとしたものが背筋を駆け上り、蕩けそうになるのと同時に、背徳感が胸に押し寄せた。

　ちょ、ちょっと待ってください！　誰もいないからって、こんな場所で、こんな格好して、こんなキス……！　分別のある大人同士が、はしたなすぎる……！

「た、尊さん、もう……」

〝もうやめて〟と言いたいのだけれど、息も絶え絶えになっていて、うまく言葉が紡げない。それをいいことに、尊さんは意地悪く口角を上げて、妖艶な低い声で問いかけてくる。

「もう……なに？　キスだけじゃ足りない？」

「ち、違いますっ！　ふざけないでください！」

　怒りと羞恥でカッと顔が熱くなり、鬼の形相で彼を睨んでから素早く膝の上から降りて歩きだす。

　ぷりぷりしながらシアターの出口に向かっていると、背後で尊さんがクスクス笑っているのが聞こえてさらに腹立たしくなった。

　もう、尊さんってば……！　寝ている時はかわいかったのに、起きたら途端に意地悪になって……！

　しかし、いくら胸の内で不満を爆発させようと、鼓動は紛れもなくドキドキ高鳴っていて。

　彼に優しくされようが意地悪されようがどちらにしろ加速してしまう恋心には、もうブレーキがかかりそうになかった。




　私たちはその後、東京湾に臨む公園に移動し、爽やかな海風が吹く中を並んで歩いた。日曜なのでカップルや家族連れ、ペットを散歩させる人々の姿も多く、公園内はとても賑やかだ。

　映画館で少し眠ったおかげで、尊さんの瞳も活力を取り戻していて、かわいらしいキッチンカーが販売しているジェラートを食べたり、大道芸人のジャグリングに拍手を送ったり。歩き疲れるとベンチに座って、夕陽が反射してきらきらと揺れる波を、ふたり静かに寄り添って眺めた。

「尊さん、今日はすごく楽しかったです。お疲れだったのに、一日中付き合ってくださってありがとうございます」

　かしこまってお礼を言うと、尊さんも私にならうようにして、ぺこりと頭を下げる。

「どういたしまして。俺も楽しかった。疲れているからって映画館で寝てしまう自分には呆れたが、美織といる時の俺はたぶんいい意味で肩の力が抜けているんだと思う。猫をかぶる必要も、虚勢を張る必要もない。美織なら、どんな俺でも受け入れてくれるって、安心しきってるんだ。……俺の勘違いだったら悪いが」

　頼りなげに付け足された最後の言葉に被せるようにして、私は否定した。

「勘違いなんかじゃありません。私は、颯さっ爽そうとスーツを着こなして出かけていく、朝の戦士のような尊さんも好きだし、意図せず眠ってしまった、さっきの無防備な尊さんも好きだし、家の中で見せる、甘くて過保護な尊さんも好きです。とにかく全部、好きですから」

　力説してから彼を見ると、彼は前方の海を見ながら、困ったように苦笑していた。

「お前……映画館でキスするのは照れていたくせに、こんな人の多い屋外でそういう恥ずかしい発言は平気でできるんだな」

「えっ……？　あっ、そうですよね！　すみません、つい……」

　別に大声で話していたわけではないけれど、外で話す内容ではなかったと今さらのように気づいて頬が熱くなった。

　ああ、穴があったら入りたい……。

「別に謝ることじゃない。ただ……そんなかわいいこと言ってくれるお前にキスしたいと思っても、ここじゃできないなって、歯がゆいだけだ」

　残念そうに言った彼の横顔に、ドキンと胸が跳ねる。

　尊さん……今私にキスしたいって思ってくれてるの？　うれしいけど、でも。

「ダメですよ……？　ここでは」

「わかってる、家に帰ったらな。でも、これくらいならいいだろ？」

　尊さんの腕が私の肩を抱き寄せ、互いの体をぎゅっと密着させた。

　は、恥ずかしい……。

　どくどく鳴る自分の鼓動が、耳の奥で聞こえる。でも、こんなに近くで尊さんのぬくもりを感じられるのは、胸がつぶれそうなほど幸福だ。

「尊さん」

「ん？」

「結婚式、思い出に残るいいものにしましょうね」

　沈んでいく夕陽を見つめて彼に告げると、尊さんは私の肩を抱く手に力を込め、「ああ」と力強く返事をしてくれた。




　その夜、私はなんとなく緊張しながら寝床に入った。

　というのも、今日は昼間、お互いに恋心が芽生えていることを確認し合い、心の距離も近づいたことだし、このタイミングで体も……という展開になるのではと、勝手に想像したからだ。

　先にお風呂に入らせてもらった私は、いつも以上に体を綺麗に手入れして、そうなった時に備えて、ベッドの中で心を整えている最中。

　一方、尊さんも現在お風呂に入っていて、そろそろ上がって部屋に戻ってくるのではないかと思うのだけど……。

　布団から目元だけを出してドキドキしていると、ガチャリとドアが開く。部屋に入ってきた彼とばっちり目が合い、私は思わず布団を頭からかぶった。

　ああどうしよう、緊張しすぎてどんな顔をしたらいいのかわからない……。

　布団の中でぎゅっと目を閉じ、ばくばくうるさい心臓の音を全身で感じる。

　尊さんはなにも言わずにドアを閉め、ピッと音を立てて照明のリモコンを操作した。布団越しに部屋が暗くなったのがわかり、ますます落ち着かなくなる。

　ひたひたと素足の彼の足音が近づいてきて、ベッドがぎしりと軋む。次の瞬間バサッと布団がめくられ、怯おびえながら目を開けると、常夜灯の微かな明かりの中で私に覆いかぶさり、意地悪な笑みを浮かべた尊さんと目が合う。

「美織。……意識してんのばればれ」

　低い声にそう囁かれ、頬にかぁっと熱がのぼった。

「い、意識ってなにを……」

「今夜は俺に抱かれるかも――って思って、いっぱいいっぱいなんだろ？」

　なんてこと……。尊さんにはすべてお見通しだったらしい。

　私は観念したようにコクンと頷き、頼りない表情で尊さんを見つめた。

　尊さんはそんな私の緊張を解くように優しいキスを一度唇に落とし、それからシーツの上に置かれた私の手に指を絡ませて握る。

「無理強いはしたくないと思っているが、美織さえよければ少し前に進んでみないか？　……もっとお前とわかり合いたいんだ」

「尊さん……」

　同居初日のようなただ欲望をぶつける態度とは違い、私の気持ちを優しく溶かそうとしてくれる彼の思いが伝わり、ためらう気持ちがほどけていった。

　今の尊さんなら、信じられる。きっと私を大切に抱いてくれるだろうって。

「私も、もっとあなたを知りたい。……教えて、尊さん」

「美織……。わかった、嫌というほど教えてやるよ」

　そんな会話を最後に、尊さんは私の唇を甘くふさいだ。

　繰り返し角度を変えながら私の唇を食み、緩んだ唇の隙間から舌を差し入れる。

　いつもは受け身でいるばかりの私だけれど、今夜は少し積極的になろうと決めて自ら求めるように舌を絡ませれば、尊さんがキスの合間に呟く。

「……うまくなったな、キス」

「そ、そんなの自分じゃわかりませんけど……そうだとしたら、尊さんのせいです。キスも……その先のなにもかも、あなたとしか経験がないんですから」

　息のかかる距離で見つめ合いながら話していると、尊さんはたまらずといった感じにチュッともう一度キスをしてから、吐息混じりのかすれた声で甘い命令を下した。

「この先も……お前は俺だけ見ていればいい。心にも体にも、俺だけを刻みつけろ」

　独占欲を剥き出しにする彼に、お腹の奥が熱く疼く。

「尊さん……はい、約束します」

「いい子だ」

　尊さんは美しくサディスティックな笑みを浮かべてキスを再開しながら、私のパジャマのボタンに手をかける。

　緊張で震えそうになりながら、彼のなすがままに身を委ねていたその時だった。

　互いの吐息しか聞こえなかった静かな部屋に、突然、スマホの着信音が鳴り響く。

「……俺のだな。誰だこんな時間に」

　いったん動きを止めた尊さんは忌々いましげに呟き、スマホの置いてあるヘッドボードに長い腕を伸ばした。

　私はいまだ高鳴る胸の鼓動を感じつつも少し冷静になり、尊さんを見守る。

「直なお美みか……」

　スマホの画面を確認した彼がぽつりと呟いたのは、女性の名前だった。

　私はなんとなく胸がざわつき、平静を装って彼に尋ねる。

「直美さんって……どなたなんですか？」

「ん？　……ああ、昔の女だ」

　尊さんはそっけなく言うと、電話に出ることもなく切ってしまった。そうしてスマホをもとの位置に戻し、再び私にキスを落とそうとするけれど。

「ちょ、ちょっと待ってください……昔の女って？」

　私は彼の胸をそっと押し返して尋ねる。未来の妻として、到底聞き流せる発言ではない。

「そのままの意味だよ。昔は関係があったが、今はない」

「じゃあ、どうして電話がかかってくるんです？」

「さぁな。向こうは俺のことをいまだに遊び相手だと思っているのかもしれない。婚約者がいると話したこともないし」

　尊さんはなんでもないことのように言うけれど、そんな曖昧な別れ方だったなら、また電話があるかもしれないじゃない。

「……で、では、相手の方にちゃんとその旨をお伝えしてください！　今のままではその方に失礼です！」

「別にいいだろう。あっちだって本気ではなかっただろうし、無視していればそのうち諦める」

「私が嫌なんです……！」

　真剣に考えようとしない彼に苛いら立だち、私は思わず感情的に声を荒らげてしまう。

　……さっきから、この焼けつくような胸の不快感はなんなのだろう。彼の口から他の女性の名が出てからずっと、胸をかきむしりたいような衝動に駆られていて……たまらなく苦しい。

「ふたりでいる時に、またあなたのスマホに誰かから電話がかかってきたら……たとえそれが重要なお仕事の電話だったとしても、私きっと、過去にあなたと関係した女性からなんじゃないかって疑ってしまう。そんなの嫌なんです……」

　尊さんはどこからどう見ても魅力的な男性で、彼に心惹かれた女性はおそらく星の数ほどいるだろう。そのうえ今までは自他ともに認める遊び人だったから、関係を持った女性の数も計り知れない。

　そんなこと、最初からわかっていたはずなのに……いざその女性本人から電話一本かかってきただけで、こんなに心乱されてしまうなんて。

　私、自分が思うよりもずっと、嫉妬深い女だったみたいだ。尊さん、呆れてしまっただろうか……。

　醜い心の内を吐き出してしまい、彼の反応が怖くて視線をそらす。

　すると、彼は「美織」と優しく私の名を呼んだ。

「……はい」

　おずおず視線を合わせると、彼はなぜか締まりのない笑みを浮かべている。

　というか、完全ににやにやしているように見えるのですが……。

「お前……想像以上に俺に惚れているんだな。嫉妬なんかしそうにない性格だと思っていたが、ちょっと他の女から電話があっただけでそこまで取り乱すとは……」

　からかわれているのだろうか。私は真剣に訴えたのに、心外だ。

　ムッとして睨むと、その視線に気づいた彼は、両手で私の顔を包み込み、こつんとおでこ同士をくっつけてから、内緒話のように囁いた。

「かわいいって言ったんだ。……今までの女全員が束になってかかったって、お前には敵わない。……どうやら俺も、相当お前に惚れ込んでるらしい」

「尊さん……」

　ああもう……。尊さんは本当にずるい。やきもきさせられた後で、そんなふうに甘いことを言われてしまったら、簡単にほだされてしまいます……。

「今までの女関係、ちゃんとケジメつけてなかったのは悪かった。直美をはじめ、いまだに曖昧になってる奴らには、後で一人ひとり連絡して美織のこともちゃんと話すから……それで許してもらえないか？」

　尊さんらしからぬ濡れた子犬のような瞳で頼み込まれて、きゅう、と胸を鷲掴みにされてしまった私は、呆あっ気けなく頷いた。

　尊さんはホッとしたように微笑むと、私の体の上からゆっくり退いて言った。

「俺のせいで気分萎なえたろ。……今夜はまだ添い寝にしておくか」

　きっと、私を思いやってのことだろう。

　正直なところ萎えたなんてことはなかったし、嫉妬心を鎮めるためにも彼に抱かれたいという欲求が高まっていたものの、それを言葉にする勇気はなかった。

「そう、ですね……では、また次の機会に」

「ああ。おやすみ、美織」

　隣に横たわった尊さんは、間もなく寝息を立て始めた。

　しかし私はというと、まだわずかにくすぶり続ける嫉妬心と、おあずけにされた甘いひと時を恋しがってしまう体の熱を持て余し、なかなか寝つくことができなかった。










嫉妬遊戯




　その後も尊さんは相変わらず多忙を極め、週に一度休めれば幸運といった日々の中で、なかなか彼とゆっくり夜を過ごす時間が持てなかった。

　それでも五月のゴールデンウィークにはまとまった休みを取れると聞いていたので、それを励みに過ごすこと二週間。尊さんがお休みに入る前日の夜に、私は凛子に呼び出されて久々のサンクチュアリにやってきた。

　仕事帰りの凛子がフラッとバーを訪れたところ、例の眼鏡イケメンが偶然カウンターにいたため、慌てて私に連絡してきたのだ。

　尊さんも今夜は遅いというし、サンクチュアリに行くことには以前許可をもらってある。

　さて、凛子のお目当ての男性はどんな人だろう。

　単純な好奇心と、それから久々の夜遊びということで高揚感もあり、私はわくわくしながら六本木の街へ繰り出したのだけれど。

「美織、こっち」

　初めて訪れたバーの薄暗い照明の中で、凛子のピンク頭を認めてホッとしたのもつかの間。カウンターに歩み寄っていく途中、彼女の隣で煙草をくわえて座る男性の姿がはっきりしてくるとともに、私の胸はざわめきだした。

　まさか……そんな……。胸に暗雲がかかり、思わず途中で歩みを止めてしまったその時、男性が煙草を口から離して振り向いた。

　メタルフレームのスクエア型眼鏡。冷酷な切れ長の瞳。その人は紛れもなく、ジムで不穏なそぶりを見せた勝又烈さんだった。

　彼と目が合うなり、恐怖で金縛りにあったように固まってしまった私に、勝又さんは微かに冷笑を浮かべた。

　背筋にぞくりと寒気が走り、本能的に逃げなきゃと思った次の瞬間、背後から聞き慣れた声が私を呼ぶ。

「あれ？　沖田さんじゃないか」

　びくっとして振り返ると、そこには職場の上司である蒔田支店長が目を丸くして立っていた。

　なんで、支店長がこんな場所に……？

「支店長……偶然ですね。ここの会員なんですか？」

「いやいや、まさか。連れてきてもらったんだ、そこにいる勝又さんに」

　また、勝又さん……。なんで、私の友達も上司も彼と知り合いなのだろう。

　手のひらでカウンターの勝又さんを指した支店長に一歩近づき、私は小声で問いかける。

「あの……彼って何者なんですか？」

「何者って……勝又不動産、ってところの会社の社長さんだけど」

「時々、すごく怖い態度を取る時がありません？　ほら、銀行に来ていたときもそうでしたし」

　支店長なら、あの時、彼の恐ろしい一面を一番近くで目の当たりにしていたはずだ。あれはいったいなんだったの？

「あー、ええと……あれはね沖田さん、僕が失礼な態度を取ってしまったから、お叱りを受けていただけなんだよ」

　明らかに目を泳がせて説明した後、にっこり笑った支店長。しらじらしいにもほどがある。

「……そうは見えませんでしたけど。リスクがどうのと言っていましたし」

「聞いていたのか……。というか、そこまで彼のことが気になるならこんなところで話していないで一緒に飲もうよ、お酒を飲むためにここに来たんだろ？」

「いえ、私は……！」

「おーい勝又さん、我らが青山支店のマドンナ、沖田が一緒に飲みたいそうですよ～」

　支店長ってば、なんという余計なことを……！

　愕然とする私に構わず、支店長はぐいぐい私の手を引いてカウンターに向かい、無理やり勝又さんの隣に座らせる。そして左から、凛子、勝又さん、私、支店長というなんとも不思議な四人の並びが完成した。

　あまりの居たたまれなさに俯き、挨拶もできない私に、勝又さんの向こう側から凛子の声が飛んでくる。

「美織、こちらが前に話した勝又さん。美織の銀行の支店長さんとお知り合いなんだって。なんか縁を感じちゃうよね」

　どうやら私が来る前に、すでに三人で話し込んでいたらしい。私はできるだけ勝又さんを視界に入れないように真正面を向いて「う、うん」と曖昧な返事をした。

　そんな私に、勝又さんはさりげなく顔を近づけ、煙草の煙を吐き出しながら耳元でぼそりと囁いた。

「そんな警戒するなよ……傷つくんだけど」

　……嘘だ。絶対嘘だ。そんなことで傷つくような人にはまったく見えない。

「そ……そう言われましても」

「今日は婚約者サマは？　遊んでくれないの？」

　ひそひそと、両隣のふたりには聞こえないように語りかけてくる勝又さんに、私も小声で言い返す。

「彼は仕事です……！　忙しい人なので」

「ふうん。あっ、そうか。スカイイーストのＣＥＯだもんね」

「えっ？　なぜ勝又さんがそれを……」

　つい顔を上げると、勝又さんが顎をくい、と動かして支店長のことを指し示した。

　また、あなたですか……！

「支店長ってほんっとうに口が軽い……！」

「えっ？　ごめん沖田さん、僕なにかした？」

「なんでもありません！」

　ぷりぷり怒る私に、支店長が慌てる。そのやり取りを見て勝又さんはクスクス笑っていたものの、その向こうにいる凛子は、私たちの話が聞こえていないかのように、どこか物憂げな顔でお酒のグラスを傾けていた。

　私に勝又さんを会わせたかったというわりに、凛子、なんだか元気がない……？

　彼女の様子が気になり、声をかけようと思ったその時。

「ほら、怒ってないでなにか飲んだら？　沖田さんは酒ではなにが好みなの？」

　勝又さんにそう問いかけられ、凛子に話しかけるタイミングを失った。

　私はカウンター内に並ぶ洋酒の瓶を見てしばし悩んだけれど、正直今はあまりお酒を飲みたい気分ではない。

「いえ、私は……お酒に弱いのでノンアルコールでいいです」

　尊さんにも、飲みすぎには注意しろと釘を刺されているし。

「そっか。じゃあ俺が適当にオーダーしていい？」

「はい。こういったバーのマナーはよくわからないのでお願いします」

「了解」

　勝又さんはバーテンダーの男性を呼び、耳慣れないカタカナ名のドリンクをオーダーした。それから隣の凛子と二、三言葉を交わし、私のもとに黄白色のドリンクが届いたところでまたこちらを向く。

「ヴァージン・ピニャコラーダだよ。ピニャコラーダのノンアル版」

「ぴ、ぴにゃ……？」

「パインとココナッツミルクの南国風カクテルって思えばいい」

「なるほど、美味しそうです」

　グラスのふちには皮付きのカットパインと、鮮やかなピンク色のデンファレが飾られ、いかにもトロピカルな雰囲気が見た目にも楽しい。

　こく、とひと口飲んでみると、ココナッツミルクの濃厚な風味とパインの爽やかさがちょうどいい塩あん梅ばいに混じり合って、とても美味しかった。

「これなら私でも飲めます」

「そりゃ、ジュースと同じだからな。……で、そろそろ警戒心は解けた？」

　勝又さんが妖しげな流し目で尋ねてきて、私はぎくりと体を強張らせる。

「……そうやってわざわざ聞かれなければ、多少は落ち着いていました。が、今のでまた警戒心が高まりました」

「あれ？　俺、自分で墓穴掘ったのか」

　勝又さんはハハッと軽く笑って、短くなった煙草を灰皿に押しつける。

　しかし彼はそれからなにを話しかけてくるわけでもなく、ショートグラスに入ったウイスキーらしき琥こ珀はく色のお酒に口をつけたり、新しい煙草に火をつけて気だるげに紫煙をくゆらせたりしていた。

　まったく、この人はなにを考えているのか読めない……。

　沈黙を埋めるようにグラスを傾けていると、あっという間に一杯目のヴァージン・ピニャコラーダを飲み干してしまった。

「同じのでいい？」

「あ、はい。すみません……」

　再び勝又さんが注文を済ませてくれ、二杯目のドリンクが私の前に置かれる。

　と、同時に、凛子が突然声をあげた。

「あの、勝又さん。私、やっぱり……」

　しかし、そこで言葉を切ったきり黙ってしまう。

　やっぱり、今日の凛子はどこか様子がおかしい。どうしたのだろうと思っていると、勝又さんが低い声で短く告げる。

「電話」

「えっ……？」

「鳴ってるよ、バッグの中で」

　凛子はバッグの中に手を入れ、眉根を寄せる。そして一瞬なにかを迷うように目を閉じたかと思うと、パッと目を開けて笑顔で私を見た。

「ごめん、美織。私、ちょっと席外すね」

「うん……行ってらっしゃい」

　凛子の態度に違和感を覚えつつ、席を離れる彼女を見送った。するとその直後、右隣の支店長も立ち上がり、私と勝又さんに声をかける。

「僕も失礼。ちょっとお手洗いに」

　えっ。ちょっと待って、勝又さんとふたりでこの場に取り残されるのは、気まずすぎるんですが……。

　支店長の姿も店内から消えてしまうと、私は居たたまれない空気をごまかすように、目の前のドリンクを手に取る。

　すると、勝又さんがくわえ煙草で話しだした。

「沖田さんって、みそら銀行頭取の娘なんだってね。ってことは、彼とは仕事がらみの政略結婚でしょ？　そんなの、むなしくないの？」

　赤の他人である勝又さんに、突然デリケートな私生活の部分に踏み込まれ、私は不快感をあらわにして顔をしかめる。

「……ご心配なく。恋愛結婚と同じとまでは言いませんが、私たちそれなりにうまくいっています。すでに同居もしていますし」

　そっけなく言ってから、手の中のドリンクをあおるようにごくごく飲んだ。アルコールは入っていないと理解しつつも、少しは胸がスッとした。

「ふーん。つまんないなぁ」

「私の人生は、あなたをおもしろがらせるためのものではありません」

「はは、ごもっとも。……でも、少しは俺とも遊んでよ。一度はジム友になった仲じゃない」

「お断りします」

　終始愛想なく返事をする私に、勝又さんはおかしそうにけらけらと笑い声をあげた。

　なにがおかしいのよ……。

　彼の反応が薄気味悪くて、またしても私はドリンクに手を伸ばし、気持ちを落ち着けようと一気に喉に流し込んだ。

「沖田さんならそう言うと思った。……やっぱ、酔わせることにして正解」

　ぼそりと勝又さんが呟いたのと、私が空のグラスをコト、とカウンターに置いたのはほぼ同時。私は急に喉のあたりが熱くなったような錯覚を覚え、動揺を隠しきれなかった。

　勝又さん、今なんて……？　酔わせるって、これお酒じゃないでしょ……？

　瞳に戸惑いの色を浮かべる私に、勝又さんはにっこり微笑んで驚愕の事実を告げる。

「悪いけど、沖田さんが飲んでたの、一杯目からちゃーんとお酒入り。それと、お酒の他にちょっと眠くなるお薬も、ね？」

「ちょっと、待ってください……！　それっていったいどういう……っ」

　勝又さんに詰め寄ろうとした瞬間、目の前の彼が突然かすんで、意識がぼんやりと薄れる。

　ねえ、どういうこと……？　私を騙したの？　でも、なんのために……。

　頭の中にたくさんの疑問が浮かんだけれど、私の思考能力は次第に奪われて、やがて目の前が真っ暗になり、意識も途切れてしまった。




「ん……」

　意識を取り戻した時、私はあたたかいベッドの中にいた。ぼんやりまぶたを開けると、見たことのない部屋の天井が目に入る。

　ここどこ……？　今何時……？　っていうか、頭痛いし……まだ眠い……。

　薄目を開けたままでぼうっとしていたその時、背後で布が擦れる音がしたので、なにも考えずにそちらに寝返りを打った。

　そして、そこにいた人物と目が合った途端に、私は凍りつく。

「おはよう、沖田さん」

「勝又……さん……？」

　私の方を向いて横になっているのは、眼鏡を外していつもと少し印象は違うものの、切れ長の目が特徴的な勝又さんだった。

　彼はにっこり微笑むと、布団の中から腕を伸ばして私の髪に触れようとした。

　その時ふと、彼の肘から肩にかけて連なる、派手な和柄のタトゥーが目に入る。私は思わずびくっと身をすくませて、彼の手から逃れた。

　嘘……こんなの、今まで気がつかなかった。銀行で見かけた時はスーツ姿だったし、ジムでも彼は長袖のトレーニングウエアを着ていたから……。

「ああ……もしかしてこれにびびってる？　せっかくだから見せてあげようか、全部」

「よっ」と声をあげて身を起こした彼は上半身裸で、その広い背中には、肘から続いたタトゥーが一面に施されていた。

　今時お洒落でタトゥーをする人も珍しくないけれど、勝又さんのそれには独特の迫力があって、彼がカタギの人間じゃないと証明しているようだった。

「あなたはいったい……」

「ごめんね内緒にしてて。俺、不動産会社の社長なんて嘘でさ。今風に言うと反社会的勢力？のナンバーツーなんだ。勝又組って知らない？」

　勝又組……ニュースで少し聞いたことはある。でも確か、ひと昔前に組長が逮捕されてからは組織内の統率が取れなくなって、その勢力は衰えているんじゃ……。

「名前は知ってます、けど……」

「もうすぐさ、おやっさんが刑期を終えてムショから出てくるんだ。苗字からもわかると思うけど、おやっさんは血の繋がりのある叔父でね。実の父親より恩があるから、おやっさんが出てくるまでに少しでも勝又組を再建させておきたいんだ。ま、ようは金が必要なわけ」

　刑期とかムショとか組の再建とか、まったく足を踏み入れたことのない世界の話に、気が遠くなりそうだ。

　私、そんな危ない人と知り合いになってしまったの？　というか、どうして彼と同じベッドで寝ていたの？

　確か昨夜、サンクチュアリのバーで一緒に話していて……そうだ、ノンアルコールのドリンクと見せかけて、お酒と睡眠薬のようなものを盛られたのだ。

「だからさ」

　勝又さんは混乱する私に構わず話し続けながら、私の体にかかる布団をひと思いにバサッと剥いだ。

　今まで気づかなかったけれど私は下着姿で、慌てて腕をクロスさせて胸元を隠し、顔を赤らめる。

　ど、どうして……？　私の服はどこへ行ったの……？

　泣きそうになりながら、部屋の中をキョロキョロ見回していたその時だった。

　目の前でカシャッとカメラのシャッター音がして、不吉な予感に顔を上げると、彼がスマホをかざして不敵に微笑んでいた。

「今……なにを……」

　再び布団を手繰り寄せて体を隠し、震える声で問いかけるも、勝又さんは軽く笑ったまま言った。

「沖田さんも、協力してよ。青山支店の蒔田支店長さんと一緒にさ」

「え……？」

　なぜここで支店長の名前が？

「と、いうか。きみはただ見ないふりしてくれればいいんだけどね。うちの組へのありがたい融資をさ」

「融資って……無理でしょう。あなたの属するような組織への融資なんて、審査が通るはずありません」

「ああ、それならあの支店長さんがちょちょいっと書類をいじってくれたから大丈夫」

「なんですって……？」

　勝又さんの放ったあり得ない発言に愕然とする。

　つまり、支店長は審査書類を改ざんしたということになる。もしかして、前に勝又さんが支店長室を訪れた際、リスクがどうこうと言っていたのはこのことだったの？

「そんな不正、見ないふりなんてできません。私、支店長を告発します。でないと父や、みそら銀行全体に迷惑をかけることに――」

　強気な私の発言を遮るように、勝又さんがスマホ画面を私の鼻先にずい、とつきつけた。

「そっか。ならこの写真、いろんな人に見てもらうけど、いいよね？」

　そこには先ほど撮られたと思われる私の下着姿がはっきりと写真に残っていて、私は一瞬フリーズしてしまう。

　この写真をいろんな人に見せるって……どういうこと？

「あと、これとかも」

　画面上で指を滑らせた彼が次に見せてきたのは、また別の写真。勝又さんの顔こそ写っていないものの、派手なタトゥーのある男性に腕枕されて眠りこける私の写真だった。

　これだけ見たら、まるで隣の男性との情事の後だろうと誤解してしまうような……。

　そこまで思い至った私は、サッと青ざめた。

「この写真、誰に見せようと思っているんですか……？」

　勝又さんは、怯えきった私の表情を満足げに見つめて答える。

「うーん、そうだな。ご両親もおもしろいかなと思ったんだけど、やっぱり、きみの婚約者サマかな。政略結婚とはいえ確実に修羅場が訪れるよね。愛があるなら激怒するかスッと冷めるだろうし、愛がない場合もきみの不道徳な行動が彼の弱点になってしまう。育ちのいいお嬢様だとばかり思っていた婚約者が刺青のある男と浮気してる画像なんて、彼の立場的にやばいよね」

　もしも尊さんがこの写真を目にしたら……。私は思い描いていた幸せな未来が音を立てて崩れてゆくのを感じて、激しく動揺した。

「ダメです……っ！　そんなこと、やめて……！」

　大きく首を振って、すがるようにして彼のスマホを掴む。勝又さんはふふんと得意げに鼻を鳴らし、私ににっこりと微笑んでみせた。

「嫌なら、支店長さんのちょっとした悪戯、見ないふりすればいいだけだよ。簡単だろ、それくらい」

　耳元で、勝又さんという悪魔が冷酷に囁いた。

　そんな交換条件を受け入れたくなんかないのに、尊さんにあの写真を見られるのだけは絶対に避けたかった。

　きっと、嫌われる。軽蔑される。結婚の話も、なかったことになってしまう。

　そんなの嫌。私、尊さんを失いたくない……。

　精神的に追い詰められて正常な判断力をなくした私は、良心の呵か責しゃくに苛さいなまれながらも、助けを乞こうように勝又さんを見つめて告げた。

「わかりました。あなたの言う通りにします……」

「それが賢い判断だ。……じゃ、よろしく」

　勝又さんはそれだけ言うと、話は済んだというようにベッドから立ち上がり、別の部屋から私の服やバッグを持ってきてこちらに放り投げた。そして自らも淡々と服を着始め、派手なタトゥーを清潔なワイシャツの中にすっかり隠してから私の方を振り向いて言った。

「早く着替えな。朝帰りの弁明を婚約者サマに一緒にしてやるから」

「朝……今、何時なんですか……？」

「七時過ぎ。ちなみに昨夜も結構電話鳴ってたから、ある程度叱られる覚悟はしておいた方がいいと思うよ」

　彼の言葉に慌ててバッグを漁あさりスマホを取り出すと、尊さんからの着信やメッセージの通知が何件も表示されていた。

　尊さん……きっと、心配したよね。逆の立場なら、夜も眠れないかもしれない。

　ごめんなさい……私、決してあなたを裏切ったわけじゃないけれど、あなたに言えない秘密ができてしまった……。

　勝又さんの部屋を出ると、目に入った景色が予想していたものと違って一瞬私は戸惑った。ジムに通っていたから同じマンションの住人だとばかり思っていたのに、彼の住まいはマンションどころか古い一軒家だったのだ。

「勝又さんは、あのマンションに住んでいるのではなかったんですか？」

　タクシーでマンションへ向かう途中、隣に座った勝又さんに問いかける。

「ああいうグレードの高いマンションは審査が厳しいから無理だよ。ただ、ジムに忍び込むだけなら、そこまで難しくなかった。初めて銀行できみに会ったあの日、支店長さんからきみが頭取の娘だという情報を得たからさ。なんとかお近づきになりたいなーと思ってマンションまで尾つけたんだ。で、カモにちょうどいい気弱そうな住人に声かけたら、ジムがあるなんて言うから、ちょっと脅して一緒に中に入って、会員証も借りてみたらビンゴ。ジムにきみがいた」

「ちょっと脅して、って……」

　サラッと飛び出す発言が物騒すぎて、恐怖心に拍車がかかる。この人にとっては、そんな犯罪も朝飯前のようだ。

「でも、きみが想像以上にお堅くてなびかないから、今度は支店長さんの方に、なんとかきみの心を掴んでこっちの味方につけるように頼んでみたけど……あの人は全然役に立たなかった」

　支店長が、私の心を掴もうと……？　もしかして、クッキーをくれようとしたあの時、そんな下心があったのだろうか。それにしては不器用だったような……。

「で、結局は俺が自分で動くことにした。きみのお友達にも多少協力してもらったけどね」

「あなたが凛子に私を呼び出すように頼んだんですか？」

「そ。まぁ、あの子もちょこっと弱みを握らせてもらってるからね、きみを思って最初は拒んでいたけど、最後には言う通りに動いてくれた」

「そんな……」

　じゃあ凛子は、昨夜私の飲み物にお酒や薬が入っていたことを知っていたんだ……。あの時様子がおかしかったのは、そのせいなのかもしれない。

　ショックだけれど、なにか弱みを握られて脅されていたのなら、彼女を責められない。今頃きっと、私の身を案じて心を痛めているはずだ。

「……さ、着いた。彼のこと呼び出してよ。俺に部屋までついてきてほしくないでしょ？」

「はい……わかりました」

　マンションのそばの路上にタクシーを停め、私はひとりで降りて尊さんに電話をかけた。

　呼び出し音はほんの一瞬で途切れ、尊さんの緊迫した声が電話越しに聞こえた。

《美織か？　連絡もせずどうしてたんだ今まで。心配していたんだぞ》

「ごめんなさい、尊さん……。今、マンションの前まで帰ってきたので、出てきていただけませんか？　昨夜、泥酔した私を介抱してくださった方がここまで送ってくださったのですが、ぜひ尊さんにご挨拶したいと」

《介抱……？　まさか、男じゃないだろうな》

　厳しく尖った尊さんの声に、胸がぎゅっと痛くなる。けれど嘘をつくわけにもいかず、私は正直に白状した。

「ごめんなさい、そのまさかなんです……。でも、決してあなたを裏切るようなことはしていません！　彼も、あなたに昨夜の状況を一緒に説明したいと」

《……わかった。少し待て。すぐ下に行く》

　いまだ納得していなそうなとげとげしい声の後、プツッと通話が切れる。

　私はタクシーで待機していた勝又さんの方を振り返り、こちらに来てくださいと合図するように、頭を下げた。間もなく車を降りてきた勝又さんが、私の隣に並ぶ。

「前に婚約者サマは過保護って言ってたよな。殴られるかなぁ、俺」

　軽い調子でそんなことを言う勝又さんに同意できず、私はひとり唇を噛んで俯く。

　いくら尊さんを裏切っていないとはいえ、彼の瞳をまっすぐ見られる自信がない。

　他の男性の家で一夜を過ごし、恥ずかしい写真まで撮られてしまったのは自分の脇が甘かったせいだ。尊さんに心配をかけてしまったのも事実だし……。

　ズキズキと痛む胸を押さえて待つこと数分、マンションの自動ドアが開いて尊さんが私たちのもとへ駆け寄ってきた。その表情には疲れが滲み、目の下にはうっすらクマができている。

　もしかしたら、私の身を案じて一睡もできなかったのだろうか……。

「尊さん……」

「美織……！」

　私の姿を映す彼の瞳に怒りより安堵が滲んでいるのを認めると、申し訳なさで胸が詰まった。

　なんて説明しよう。どこまで本当のことを話したらいい？

　私が言葉を探している間に、勝又さんが一歩前に出て尊さんに声をかけた。

「はじめまして、勝又と申します。不可抗力とはいえ、美織さんをひと晩お帰しできずに申し訳ありませんでした。しかし、彼女はなにも悪くないんです。どうか話を聞いていただけますか？」

「……ええ。こちらとしても事情を聞きたいと思っていました」

　尊さんは冷静に応じ、勝又さんの話に耳を傾けた。

「昨夜、彼女は友人と、僕は仕事関係の知人とバーで飲んでいました。その時、たまたま席が隣同士だったので、彼女がノンアルコールカクテルを注文したのは知っていました。しかし、バーテンダーの勘違いでアルコール入りのものが作られてしまったようなんです。しかも一杯のみならず、その後注文されたものも連続で」

　本当は、バーテンダーの勘違いなどではなく、勝又さんの指示によって作られたもの。しかしそんな気配はまったく漂わせず、人の好さそうな顔をして彼は続ける。

「美織さんはやがて酔いつぶれてしまいましたが、ご友人は女性の方でしたので、美織さんを抱えてタクシーに乗るのも苦労すると思い、私が自宅に送り届けると申し出ました。しかし……」

　勝又さんはちらりと私を見て、苦笑した。

「すっかり酔ってしまった美織さんに住所を聞いても要領を得ず、どちらに送り届けたらいいのか判断できなくて、仕方なく僕の家に……。でも彼女はずっと眠っていただけですし、僕は別室で仕事をしていました。なので、本当になにもありません。どうか信じてください」

　真っ赤な嘘を、あたかも真実であるかのように最後まで語り終えた勝又さん。

　しかし、私自身も彼の嘘を糾弾できないどころか、彼と一緒になって尊さんを騙そうとしている状況に、胸が張り裂けそうだ。

「……そうなのか？　美織」

　尊さんが私に向き直り、確認するように尋ねてくる。私はうまく彼を見られず、目をそらしたまま答えた。

「はい……。勝又さんの説明した通りです……」

　私の答えを聞いて、尊さんは静かに瞳を伏せた後で、勝又さんに告げる。

「わかりました。このたびは私の婚約者がご迷惑をおかけして申し訳ありません。彼女をここまで送り届けていただき、感謝します」

　尊さん……。本当は、あなたが頭を下げる必要なんてないのに。勝又さんは、内心ほくそ笑んでいるに違いないのに。

　声にならない叫びが、胸の内に響いた。

「いえ、いいんですよ。では、僕はこれで。……どうかお幸せに」

　勝又さんはにこりと笑ってお辞儀をすると、待たせていたタクシーに戻って去っていった。

　その姿が見えなくなると同時に、私はようやく恐怖心から解放され、深く息をつく。

　尊さんはそんな私を無言でジッと見下ろした後、強引に私の手首を掴んでマンションの中へと引っ張っていった。

「尊さん……？」

　少し痛いくらいの力で掴まれ、彼が怒っているのではと不安になる。怒られても仕方のないことをしたのは自分だから、ショックを受ける権利などないのだけど……。

　後悔と自責の念が渦巻く中、エレベーターに乗せられる。やがて扉が閉まりふたりだけの密室になると、尊さんは私を壁に追い詰め、顔の脇にダン！と勢いよく手をついた。

　反射的にびくっと体を震わせた私に、苦しげな瞳をした尊さんが問いかける。

「お前、なにを怖がっている……？　本当は、さっきの男になにかされたのか？」

　壁についていない方の彼の手が私の顎を掴んで、瞳を覗かれた。その鋭い眼差しにすべてを見透かされてしまいそうで、私は微かに視線をずらして答える。

「いえ……なにも……」

「じゃあ……俺が怖いのか？」

　予想もしなかった言葉に、私は怪訝な顔をして聞き返す。

「え……？」

「さっきからずっと震えていただろう。お前の朝帰りに腹を立てた俺に、なにをされるかわからないと思っていたんじゃないのか？」

　なんで……尊さんはそんなことを……？

「私、決してそんなこと思っていません。あなたを怖いだなんて……！」

「……そうか。なら……抱きしめてもいいか？」

　どうして許可を求めるの？　いつものあなたなら、私が照れようが拒否しようが、そのあたたかくて強い腕の中に無理やり閉じ込めるのに。

　どことなく弱気な尊さんに胸がぎゅっと締めつけられ、私は自ら彼の背中に腕を回した。

「いいに決まっています。私も……こうしたかったです」

「美織……」

　愛しげに呟いた彼が、私を強く抱きしめ返す。

　ずっとそのままでいたかったけれど、エレベーターはやがて私たちの自宅がある階に到着し、話の続きは部屋に戻ってからになった。

　部屋に入ると、尊さんがコーヒーを淹れてくれ、私たちはリビングのソファに並んで座った。

　しばらくお互いに無言だったけれど、やがて目の前のテーブルで湯気を立てるカップを見つめながら、尊さんが自嘲気味に切り出す。

「さっき、俺のことが怖くないかと聞いただろう。あれは、……自分で自分が怖くなったからなんだ」

「自分が怖い……？」

「ああ。美織がいつまで経っても帰ってこないと心配していた時は、まだまともだったんだが……朝、男と一緒にいると電話をもらって、驚くほど動揺した。美織が俺を裏切るような女じゃないのはわかってるのに、嫉妬心でどうにかなりそうで。嫉妬するのは美織を信じ切れていないからじゃないかと思うと、そんな自分に腹が立って……とにかくいろんな感情でぐちゃぐちゃだった。美織が帰ってきた時に冷静でいられる自信もなかった」

「尊さん……」

　そこまで彼を悩ませてしまったのだと知り、罪悪感が膨れ上がる。どうすれば、彼の心を救えるのだろう。楽にしてあげられるのだろう。

「だから、あの男と対峙した時もそうだし、今だって……こうして冷静なふりをしているが、本当はお前に襲いかかって、この感情をすべてぶつけてしまいそうなのを必死でこらえているんだ。美織の前では余裕のある大人の男でいたい。お前に幻滅されたくないと思って……」

　前を向いて話していた彼が、視線をこちらに投げる。そして互いの視線が絡むと、切羽詰まった表情で「でも」と続けた彼が、私の膝の上にある手をぎゅっと握った。

「こんなガキみたいに余裕をなくした俺も、本当の俺だ。隠していたって、どうせ結婚生活の中で絶対にまた顔を出す。お前がひと晩他の男の家にいて、そうだったのかと優しく受け入れてやれる度量なんてない、身勝手な男なんだ。幻滅したなら、出ていってくれても構わない。でも、そうでないなら――」

　彼のくっきりとしたアーモンドアイが、熱情をはらんで潤みだす。彼はその目で私を見つめたまま、握っていた私の手を自分の左胸に導き、ぎゅっと押しつけて言った。

「ここで暴れて俺を苦しめている嫉妬心を、どうにかしてくれないか？　……それができるのは美織、お前だけなんだ」

　手のひらに伝わるのは、尊さんの鼓動。体温。そして私への揺るぎない愛情……。

　彼がこんなに苦しんでいるのは、心から私を想ってくれている証拠。

　私というひとりの人間にここまで心を傾けられるあなたを、身勝手だなんて決して思わない。私にできることなら、なんでもしてあげたい。だから、どうか――。

「優しくなくていい。怒りも嫉妬も苛立ちも、全部ぶつけていいですから……見せてください、本当のあなたを」

「……覚悟は決まっているんだな」

「はい。迷いはありません」

「美織……ありがとう。そして、すまない」

　尊さんは心苦しそうに言うと、私をソファに押し倒してその上に覆いかぶさる。そして視線が絡んだ瞬間、荒々しいキスが降ってきて、私の口内を彼の舌がうごめいた。

　大きな手がブラウスを強引にたくし上げ、下着の上から胸のふくらみを乱暴に掴む。

　痛い、と声をあげそうになるけれど、必死でこらえた。

　こんな痛み、どうってことない。尊さんの胸の痛みに比べたら……。

　私は思わず彼を抱きしめてあげたくなり、逞しい背中に回した腕にぎゅっと力をこめる。

　尊さんはそれに反応したように瞳を鋭く細め呼吸を荒らげると、キスを首筋に移動させ、背中に回した手で器用にブラのホックを外した。解放された柔らかなふくらみに唇を寄せ、強く吸いついて赤い跡をつける。

　微かな痛みと、ぞくりとした甘い疼きが全身に走り、私は短い悲鳴をあげる。

　すると胸元にいる彼が上目遣いで私を見据え、低い声で告げた。

「これはお前が俺のものという証だ。この跡を見るたびに思い出せ。俺がどんなふうにここにキスをしたのか……そして、その時自分の体がどんなふうに反応したのかを」

　独占欲の滲んだ甘い命令にドキッとするのと同時に、体の奥が熱く溶けだすのがわかった。

　尊さんの手がスカートの中に入り、下着の上から私の中心をそっとなぞった。湿った感触を確かめた彼はわずかに口角を上げ、指を中に滑らせる。

　荒っぽい愛撫だったが、私の体は正直に反応し、彼を受け入れる準備はすぐに整った。

　尊さんが急せくようにズボンを下ろし、入ってくる。そのまますぐに動きだした彼によって、ソファが激しい浮き沈みを繰り返した。

「美織……」

　うわ言のように私の名を呼ぶ彼は、まるで愛情を探してさまよっているようだった。

　それならちゃんとここにあるわと、胸を切り開いて見せてあげたい思いに駆られる。

　しかしそれは叶かなわないので、想いが伝わるようにと切に願いながら、汗ばんだ背中に力いっぱいしがみついて何度もキスを求めるしかなかった。

　どこもかしこも隙間なく繋がっているのに、どうしてか切なくもどかしい。それでいて甘い行為は一日中続いて、私はいつしか意識を失っていた。










花嫁遊戯――side　尊




　何度目かの行為の後、美織は気を失うように眠ってしまった。

　ベッドに運んでやろうとその体を抱き上げると、彼女の目の端に涙の跡があるのに気がついて、決して生理的に浮かんだものではないだろうと思うと、胸が軋んだ。

　……まさか、自分がこれほど嫉妬深い男だったとは。

　美織は決して浮気をしたわけではないし、そんなことをするような女ではないと頭ではわかっているのに、ひと晩他の男の家にいたという事実を知っただけで、気が狂いそうになってしまった。

　しかし、美織は一切俺を拒むそぶりを見せず、どうにか俺の気持ちをなだめようとしてくれていて。

　彼女の方がかなり年下であるにもかかわらず、母性の滲んだおおらかな優しさに包まれたような気分になって……またひとつ彼女の魅力に気づかされるのと同時に、俺は彼女の優しさに甘えて、嫉妬心も欲情も、すべてをぶちまけた。

　おかげで理性も冷静さも今では戻ってきたが……彼女を愛しく思う気持ちだけは、狂おしいほどに募る一方で、歯止めが利かない。

　傷つけて泣かせた責任はちゃんと取るから、どうかお前を愛する権利だけは、取り上げないでほしい――。

　俺の腕に体重を預けてすやすや眠る彼女に、俺は胸の内でそう語りかけた。

　寝室に移動した俺は、彼女の体をそっとベッドに下ろして布団をかけてやると、身をかがめて触れるだけのキスを落とした。

　彼女は安らかな寝息を立てたまま、眠り姫のような美しさをたたえている。

　ああ……婚約者なんかじゃなく、早く正式な妻にしたい。

　こうして一緒に住んでいてもそんなことを思ってしまう自分の独占欲に呆れるが、美織だけは本当に特別なのだ。

　こんなに俺の胸を焦がす相手は、お前以外にいないよ。

「おやすみ」

　美織の寝顔にそう告げて、俺はシャワーを浴びるべく寝室を後にした。

　この連休中には、結婚式の打ち合わせが二回ある。そのうち一回は衣装に関するもので、俺は密かに楽しみにしていた。自分の衣装などどうでもいいが、美織には白無垢も色打掛も、純白のウエディングドレスもカラードレスも全部着せたいと思っていて、期待は膨らむばかりだ。

　俺はそんな能天気なことばかり考えていて、その日の美織がどんな思いを抱えて俺と向き合っていたのか、そして彼女が怯えていたものはなんだったのか気づきもしなかった。

　俺と美織は両思いで、幸せな結婚に向かって着実に一歩一歩進んでいる。

　そう単純に信じて疑わず、充実した気持ちで満たされていた。




　五月の大型連休も半分ほど過ぎた頃、俺と美織は式場となるホテルを訪れた。楽しみにしていた結婚式の衣装打ち合わせのためだ。

　洋装も和装も、担当者が用意した大量のカタログから気に入ったものを選び、体のサイズを細かに計測してもらって、オーダーする。

　完成は数カ月後になるが、今日はどんなものが自分たちに似合うのかイメージしやすいよう、式場に用意された貸衣装を試着してみることに。

「あ、いいですね。このブラックが一番お似合いです。尊さんはただでさえ人目を引く容姿をしてらっしゃるので、シンプルなタキシードの方が、魅力が引き立つような気がします」

　たくさんの衣装が並び、大きな鏡と試着室が備わった広い一室に案内された後、まずは俺が着せ替え人形となっていた。数種類のタキシードを試着したが、美織は今着ている黒いタキシードが気に入ったようだ。

「美織がそう言うならそうしよう。よし、俺のは決まった」

「一着じゃダメですよ。お色直しでは尊さんも衣装を替えるんですから」

「……主役は花嫁だろ？　俺の服が替わったってどうせ誰も見ていない」

「そういうわけには……！」

　むくれる美織の頭をポンポンと軽く叩き、俺は優しく諭す。

「わかったよ、後でちゃんと考えるから、次はとりあえず美織の番にしないか。今日は美織のドレス姿が見られるって、ずっと楽しみにしていたんだ」

「……わ、わかりました」

　頬を赤らめて従順に頷く美織がかわいすぎてついキスをしたくなるが、着替えを手伝う女性スタッフがふたり付き添っているため、あまり大胆な行動には出られず少々物足りない。

　どうにかチャンスを作れないものかと悶々としつつも、ドレスを選んだ美織が試着室に消えてゆくのを見守った。

　待ち時間の間に椅子に座ってスマホのチェックをしていると、連休最後の日曜日に参加する予定のパーティーについて、秘書から確認のメールが入っていた。

　毎年開かれているそのパーティーは、あらゆる分野で活躍する企業のトップたちが集まり、情報・意見交換をする懇親会のようなものだが、そこから新たな人脈が築けることもあり、参加を欠かしたことはない。

　俺は普段からスケジュールは秘書任せで、あまり自分の予定を頭に入れておくことをしないため、秘書は心配になってメールを寄こしたのだろう。

【了解。心配しなくてもちゃんと参加する】

　秘書に簡単な返事を打って送信が済んだ頃、カーテンのドレープが揺れて、純白のウエディングドレスに身を包んだ美織がようやく姿を現した。

　俺はしばし息をするのも忘れて、ドレス姿の彼女に陶とう然ぜんと見惚れた。

　胸の下にラインストーンがちりばめられているだけの、シンプルなエンパイアラインのドレス。しかしだからこそ、美織の持つ純粋で透明感あふれる美しさが際立っていた。俺の贈ったピンクダイヤのピアスも、品よくドレスを引き立てている。

「お待たせしました。……どうですか？」

　ドレスの裾を踏まないよう、ゆっくりと歩み寄ってくる美織が、はにかんで笑う。

　見慣れているはずのその笑顔が一段と眩まぶしくて、否応なく胸が高鳴った。

「……綺麗だ。それ以外、言葉が浮かばない」

「ありがとうございます……」

　美織は照れながらも、隠しきれないうれしさで口元を緩ませた。

　ああもう……今のこの美しい彼女に触れてはいけないというのは、なんの拷問なのだろう。そろそろ我慢の限界なのだが。

　俺はキョロキョロ辺りを見回し、少し離れた壁際でこちらを微笑ましそうに見ているスタッフたちを見つけると、美織をその場に残し、彼女らのもとへ近づき告げた。

「……少しふたりきりにしてくれ。呼ぶまで戻ってこなくていい」

　スタッフたちは俺の思惑をそれとなく察したらしく、頬を赤らめて顔を見合わせ、逃げるように部屋を出ていった。

　その光景を不思議そうに見ていた美織が、首を傾げながら俺を見る。

「尊さん、なんて言ったんですか？」

　俺はふっと笑って彼女のもとに戻り、耳元に唇を寄せて囁いた。

「……婚約者のドレス姿に興奮して手が出そうだから、少しの間出ていってくれって」

「えっ……？　じょ、冗談……ですよね？」

　危険を察知して、わずかに後ろに下がった美織の腕をがしっと掴み、俺は至近距離で彼女の瞳を覗きながら「大真面目」と答えた。

　美織の頬がみるみる赤く染まり、困ったように眉が八の字になる。

　……その顔、かわいすぎて逆効果だよ。

　胸の内で呟くと、俺は丸出しになっている肩のなめらかな素肌を優しく手で包み込んで、彼女の唇を奪った。

　最初こそ戸惑っていた美織も、やがて俺のシャツの胸元を掴み、キスに応え始めてくれる。

　出会ったばかりの頃は不器用だった小さな桜色の唇は、今や俺の動きに合わせて積極的にキスを楽しみ、濃密な甘い吐息をこぼす。

　彼女の本能にそれを教え込んだのは、紛れもなくこの俺だ。

　そう思うとたまらなくなり、キスはより深く、官能的なものになっていく。

「かわいい」

　そう呟いては、また唇をふさいで。絡ませた舌伝いに、甘い唾液を交換し合う。

　うっすら瞳を開けて彼女の表情を見ると、恍惚とキスに酔いしれた顔をしていて、一層興奮を煽あおられた。

「ああ……このまま抱いてしまいたい」

　吐息混じりに思わずそんな言葉をこぼした俺に、美織はぎょっとして必死で首を横に振る。

「だ、ダメです、こんな場所で……！　このドレスも借り物ですし……っ」

「なら、買い取ればいいだろう。……どうやって脱がせるんだ、これ」

　手のひらでドレスの背中をさすってみると、編み上げの紐に触れた。

　これを解けばひと思いに……？などと先走った妄想を巡めぐらせていると、不意に部屋の扉がノックされた。

「く、鞍馬様……！　お邪魔して申し訳ありませんが、そろそろ別のお衣装もお試しにならないと時間が……」

　先ほどいたスタッフのひとりがそう言って、俺たちを甘い世界から引き戻す。

「……なんだよ、いいところで」

「よかった……。危うく流されてしまうところでした……」

　正反対の反応をした俺たちは、目を合わせてクスッと笑い合い、最後にチュッと軽いキスをしてからスタッフを呼び戻すのだった。




　衣装打ち合わせは結局夕方までかかり、俺たちは夕飯もホテルで済ませることにした。

　ふたりで最上階にあるレストランに出向き、窓に向けて設置されたカップルソファで夜景と食事を楽しみながら、打ち合わせの感想を言い合う。

「着物はやっぱり肩が凝りました……。当日は髪も重くなるし、結構大変そうです」

「花嫁は大変だな。男は気が楽でいい」

「もうっ。他人事みたいに……」

　機嫌を損ねて頬を膨らませる美織に、俺はふと思いついたことを言ってみる。

「マンションのジムで鍛えるのはどうだ。今からやれば、式までにはかなり筋力がつくだろう？」

「ジム、ですか……」

　しかし美織はなぜか表情を曇らせ、視線を皿の方に落としてしまう。

　どうして浮かない反応なのだろう。前はジムに通うのが楽しみなようなことを言っていなかったか？

「なんだよ、前はやる気十分だったのに、結局三日坊主か？」

「いえ、そういうわけでは……！　ただ、あの時は尊さんが出張で暇を持て余していたから楽しめたわけで……。今は、あなたと過ごす時間の方が大事だと思っただけです」

　外の夜景を映してきらめく瞳に見つめられながら、そんなかわいいことを言われると、ジムの話なんて途端にどうでもよくなってしまう。

　ただジッと美織を見つめて、胸をときめかせる穏やかな時間が、今の俺にはなにより心地いい。

　静かで甘いムードが流れる中、ウエイターがスッと新しい皿を持ってきて告げる。

「こちら、デザートでございます」

「えっ……？」

　置かれたのは、小さなケーキとフルーツが芸術的に盛られた既視感のある皿。

　俺たちはすでにそれを食べ終え、コーヒーとプティフールを楽しんでいたのだが、ウエイターはそれに気づかずテーブルを離れてしまった。

「デザート……私たちもう食べましたよね？」

　困り顔で美織に問われ、俺も苦笑して頷く。どうやら先ほどのウエイターが、皿を運ぶテーブルを間違えたらしい。

「お店の方、呼びましょうか」

「……いいんじゃないか？　食べてしまえば。いつまでもデザートが来ない客に叱られて初めて、あのウエイターも自分のミスが身に染みるだろう」

「でも……」

「後で、俺が責任者にスタッフの教育を徹底しろと言っておくよ。厳しくな」

　美織は口を噤つぐんで少し悩んだようだったが、やがてパッと顔を上げると言った。

「やっぱりちゃんとお話しして返します。このデザートが運ばれるはずだったテーブルの方たちに、残念な思いをさせたくないですもん。こういうホテルのレストランを利用する時って、大事な記念日だったり、大切な人とのデートだったりするじゃないですか。その楽しい時間を、つまらないことで台無しにしたくないです」

　言い切ってすぐに、美織が手を挙げてウエイターを呼ぶ。

　やってきたのはさっきのウエイターで、事情を説明すると彼は深々と頭を下げて俺たちに詫びた。

「申し訳ありませんでした。よろしければそちらはお召し上がりください。本来デザートが渡るはずだったお客様には、新しく作ったものをお出しさせていただくので」

「あ、そうなんですね……わかりました。それなら、いただきます」

　ウエイターが去った後、今度は迷いなく、二度目のデザートにフォークを刺す美織。

　ケーキの甘さに思わず笑みをこぼす彼女を見ていて、俺はしみじみ思ったことを口に出す。

「お前のその、とことん真面目で、見ず知らずの他人でも思いやれるところ……俺はすごく好きだよ」

〝好きだ〟という言葉に反応したのか、美織は顔を赤らめて盛大に照れる。

「そ、そんな……間違って届いたデザートを遠慮したくらいで買いかぶりすぎですよ」

「別に、今だけのことじゃない。お前は銀行でも、自分で自分に胸を張れないような仕事はしないだろ？　真面目だと損をすることも多いかもしれないが、俺はそんなお前の生き方を尊敬しているんだ。婚約者として、誇りにも思う」

「尊さん……」

　美織はうれしいような、それでいて切ないような微妙な表情できゅっと唇を噛み、それから聞こえるか聞こえないかの声でぽつりと呟いた。

「私……そんなふうに言ってもらえる人間じゃないのに……」

　なにか深い意味がありそうにも聞こえる言葉だったが、控えめな美織のことだからただ謙虚に振る舞っているのだろう。俺はそう考え、特に気にとめなかった。

「お前がいくら自分を卑下しても、お前の魅力は俺が一番よく知っている。美織は俺にとって、最高の妻だよ」

　諭すようにそう続ければ、美織は感極まったように涙を浮かべ、それから無理やりに笑顔を作ると「……ありがとう」とかすれた涙声で言った。

　俺の言葉でうれし泣きをするなんて、本当にかわいい美織。

　今日は車の運転があるから酒を飲んでいないが、もしも酒が入っていたなら、レストランという場所にもかかわらず口づけていたかもしれないな。

　そんな自分の無節操さに呆れ、俺は窓の外の夜景を眺めながら、人知れず笑みをこぼすのだった。




　ゆっくり美織との時間を過ごせる連休もとうとう最終日。

　午前中は自宅でまったりとふたりの時間を楽しんだが、夕方から家を空ける俺に合わせて実家に顔を出すという美織を、パーティーに向かう前に駅まで送ってやることにした。

「尊さんのお帰りは何時頃になりそうですか？」

　駅前で車を降りる直前、美織が尋ねてくる。

「そうだな……パーティーは二十一時にお開きになる予定だから、二十二時までには帰れるんじゃないかと思う」

　頭の中で移動時間を計算して答えると、美織は微笑んで頷く。

「わかりました。私もその頃までには帰っておきます」

「たまには実家に泊まってもいいんだぞ？」

「……いいえ。尊さんといたいです」

　けなげなことを言う美織に胸がときめいて、パーティーなど行かずにこのまま彼女を家に連れ帰りたい衝動に駆られる。

　そんな俺の心の内を知らない美織は、「じゃあ、夜にまた」と笑顔を残して助手席から降りてしまった。

　……まあ、夜になればゆっくり彼女と過ごす時間はある、か。

　俺は気を取り直して車を発進させ、そのままパーティー会場へと向かった。

　都内のレストランを貸し切って行われた立食形式のパーティーには、八十名ほどのゲストが集まった。

　そのほとんどが成長著しい企業の社長、またはそれに準ずる役員で、企業のトップを担う人間として純粋に意見交換をし合う者がほとんどだ。しかし中にはニコニコと友好的な笑みを浮かべつつこちらの腹を探ってくるような輩やからもいるので、注意しなければならない。

　うっかり自分の会社の弱みを明かし、それを同業者にリークされて足をすくわれる、なんていう話も聞いたことがある。自分がそんなへまを踏むとは思えないが、用心するに越したことはない。

　こちらの手の内は簡単に見せず、相手からは有益な情報を引き出す。そんな少々小こ賢ざかしい会話術は、こういった世界に身を置くようになってから、自然と培われた。

　自らの役職がどんどん責任あるものに変わっていくにつれ、そういった腹黒さも年々増しているように思うのだが、だからこそいつでも純真無垢な美織が眩しく、いやが上にも惹きつけられてしまうのだろう。

　誰もが彼女のように、常に正直でまっすぐであれと、理想としては抱いているのだろうが、実際にできる者はなかなかいない。俺だってそのひとりだ。

　どんなに周囲の空気が汚れようとも、美織だけは美しく透明な心を持ったままそこにいる。そんな神々しさすら感じさせる彼女に、俺自身浄化されたいのかもしれない。

　今回が初対面であるゲストたちを中心にひと通り挨拶を済ませ、軽く食事をしながら物思いにふけっていた時だった。

「お久しぶりです、鞍馬さん」

　上品で静かな低音を響かせて、俺と同年代の和服姿の男性が近づいてきた。額に垂れた前髪から、きりりと整った顔立ちが覗いている。

「道みち重しげ社長、いらしてたんですか」

　懐かしい顔に、俺は思わず口元をほころばせた。

「ええ。どうですか最近、うちの和菓子の評判は」

「相変わらず人気ですよ。欧米の方々からの評価も高い」

「そうですか。それは安心しました」

　彼は銀座に本店を構える老舗和菓子店『道みち重しげ堂どう』の社長で、数年前一緒に仕事をした仲だ。

　基本的に俺は甘いものがあまり得意ではないが、実家にいた頃に母親が買ってきた道重堂の和菓子だけは好きで、その味に一目置いていた。

　だから、スカイイーストの日本路線で出す機内食に和菓子を提供したらどうか、という提案が社内であった際も、道重堂の和菓子を強く推した。

　とはいえ俺の一存で決められるものではないので、開発部門の社員たちと一緒に他社製品も含め試食を繰り返し、その正当な結果として道重堂の菓子が採用されることになったのだ。

　店舗では買えない、機内食限定の菓子を開発してもらうにあたって、道重社長とは何度か顔を合わせて意見交換をした。その際の彼の人となりに少なからず好感を持っていた俺は、緊張を解いて気軽に話しかけた。

「そういえば、道重社長は昨年ご結婚されたんでしたね。どうですか、結婚生活は」

「……惚のろ気けをお聞かせするつもりではないのですが、とても充実しています。明るく前向きな妻に支えられ、仕事も以前よりうまくいくようになりました」

　道重社長の瞳は以前より穏やかさが増していて、言葉通りの幸福な結婚生活を送っているであろうことが窺うかがえた。

「素敵な奥様なんですね」

「ええ。人より食欲旺盛すぎるところが玉にキズですが。食事目当てでこのパーティーにも来たがっていましたが、妻をこんな大勢の男性の中に放り込むのはさすがに心配なので、留守番してもらっています」

　食事が目当てでパーティーに来たがるとは、相当食いしん坊の妻のようだ。

　しかしそんな彼女がかわいくて仕方がないという雰囲気が道重社長からは見て取れ、微笑ましくなるのと同時に、俺も自分の話がしたくなった。

「実は、僕も婚約者がいまして……今、一緒に暮らしているんです」

「そうでしたか。おめでとうございます。きっと素晴らしい女性なのでしょうね。今まで数々の浮名を流してきたあなたが、この人だと決めたわけですから」

　道重社長の言葉に、俺は思わず「参ったな」と呟く。

「……そんなに流れていましたか、僕のゴシップは」

「ええ。かなりのプレイボーイだと有名ですよ。まぁ、私も妻に出会うまでは決して褒められた女性関係ではなかったので、あなたをとやかく言える立場ではないんですけどね」

　ため息混じりに告白した道重社長と目を合わせると、俺たちはそろって苦い笑いをこぼした。

　しばらく道重社長と話して別れた後、次は誰と話そうかと会場内を見渡す俺に、ひとりの男が声をかけてきた。

「鞍馬さん……ですよね？」

　見覚えのあるその顔に俺は動揺し、一瞬返事が遅れた。

　スクエア型眼鏡をかけた、痩身のこの男は……。

　あまり思い出したくない苦い記憶がよみがえったが、俺はとりあえず愛想笑いを浮かべて対応する。

「勝又さん……でしたね。あなたもパーティーにいらしていたとは。その節は私の婚約者がご迷惑をおかけしました」

　そう言った俺に、彼は眼鏡の奥の瞳をひゅっと細めて不気味に微笑んだ。

「いえいえ、いいんです。今日はそれより、あなたに見ていただきたいものがあるんですが……少しお時間いいですか？」

　意味ありげにそう言って、俺を会場の外へ促すように扉を見つめる勝又。

　俺は不審に思いながらも、一度は美織と関わったことのあるこの男の言葉を無視することはできず、彼の後に続いて会場を出た。

　明るいエントランスを通り過ぎ、スタッフが使うのであろう奥まった薄暗い通路まで来たところで、勝又は足を止め、俺の方を振り向く。その手にはスマホが握られていて、彼はしきりに画面をスライドさせてなにかを探しているようだった。

「それで、見せたいものというのは……？」

　しびれを切らして尋ねると、勝又はニッと口角を上げてスマホを操作していた指の動きを止める。そして「あった」と楽しげに呟いたかと思うと、俺の前にスッとスマホを差し出した。

「おたくの美織ちゃん、なかなかイケナイ子ですよね？」

　冷笑を浮かべた彼の言葉は、俺の耳を右から左へ流れていった。

　それよりも、差し出されたスマホ画面に映る衝撃的な写真に目が釘付けになる。

　写っているのは間違いなく俺の最愛の女性、美織だ。しかし同時に、これが彼女であるはずがない、という矛盾した思いも抱く。

　なぜなら写真の中の美織は、おそらくベッドの上と思われる場所で、見知らぬ刺青の男に腕枕をされて無防備に眠っているのだ。

　俺の知る美織はこんな裏切りはしない。できない。そんな強い思いを抱きつつも、全身の血液が沸騰したかのように、体が熱くなってくる。

　こんな写真が撮れたのは、おそらくあの日しかない。美織が酔って朝帰りをし、気まずそうに帰ってきたあの日。美織の隣には、この男が立っていたんだ。

　あの時は美織と一緒になって自分たちは潔白だと証言していたはずだが……なぜ今になってこんな写真を？

「それ、あの日俺とセックスした後ですよ。美織ちゃん、喘ぎ疲れて寝ちゃって」

　この男……なにを馬鹿な……。

　勝又の言い分を信じる気など微塵もないのに、胸はざわざわと騒いで落ち着かない。

「馬鹿言わないでください。美織はそんな女ではありません」

「ふうん……彼女を信じてるんですね。でも、起きてる時の写真もありますよ、ほら」

　勝又がスッと指を滑らせて、画面が切り替わる。その瞬間、俺の心臓はどくんと大きく揺れた。

　そこに映る美織は下着姿で、恥じらうように両手で体を隠し、頬を赤らめている。カメラ目線ではなくそっぽを向いているが、間違いなく男を煽る顔をしていた。

「どうしてこんな写真を……」

　美織が浮気をしたとはどうしても思えない。彼女の意思とは無関係に、この男が勝手に写真を撮ったに決まっている。

　しかし、起きている時に撮られたなら、美織だって写真の存在を知っているはず。なのに、どうして俺になにも言わなかった？　ただ勝又にはめられただけなら、正直に話せるはずだろう。

　美織には、俺の知らない裏の顔があるのか……？　先日のデートであんなに楽しそうにしていたんだぞ？　あの笑顔が嘘だったなんてこと……。

　次第に疑心暗鬼に陥る俺に、勝又がまたしても俺の知らなかった事実を暴露する。

「実は俺たち、知り合ったのはあの日が最初じゃないんですよね」

「え？」

「初めて会ったのはマンションのジムでした。俺が彼女のトレーニングを見てあげたのがきっかけで、親しくなりまして」

　ジム……トレーニング……。それらの単語は、俺の不安を煽るのに十分すぎた。

　俺の出張中、美織はジム友ができたとうれしそうに報告してきた。そのくせ、最近はジム通いにあまり乗り気ではなく、ジムの話自体を好まない様子だった。

　ジムで親しくなった勝又と一線を越えてしまい、後ろめたさがあったということなのか……？　馬鹿な。美織はそんな女じゃない。いったいなにが真実なんだ……。

　疑ってはそんな自分をたしなめ、心の中はぐちゃぐちゃだった。

　思わずくしゃりと髪に手を差し入れ険しい顔をする俺に、勝又は満足げな笑みを浮かべてスマホをポケットにしまった。そして「じゃ、俺はこれで」と足早に俺のもとを離れようとしたので、俺は思わず彼を呼び止めて尋ねる。

「待て。目的はなんなんだ……？」

　ただ写真を見せただけで、金を要求するわけでもない。そんな勝又の行動が不可解だったのだ。

「……本当は、こんなタイミングで見せるつもりじゃなかったんですけどね」

　足を止めた勝又は、微かにこちらを振り向いて話す。

「別の目的で参加したこのパーティーで偶然あなたの姿を見かけたら、我慢できなくなってしまったんです。富、名声、良家のお嬢様である彼女との結婚……なにもかもを手にしているあなたに、ダメージを与えたいという思いが。……気に食わないんですよ。生まれながらにして恵まれた環境にいて、なんの苦労もせず生きてきたあなたのような男が」

　冷ややかな視線で俺を見据え、抑揚のない声でそう言い残した勝又は、スタスタと俺の前から去っていった。

　聞きたいことはまだ山ほどあったが、勝又の気配が目の前からなくなった今、今度はまぶたの裏に焼きついた、淫らな美織の姿が俺を苦しめ始める。

「美織……どうして勝又との間になにがあったのか、話してくれない？」

　彼女にも事情があるのだろうと信じたいが、なにも相談してくれないのでは俺だってどうしたらいいのか……。

　完全に平常心を保てなくなっていた俺は、会場に戻ることもできず、かといって家に帰る気にもなれなかった。

　しばらく呆然とその場で不毛な時間を過ごした後、遊び慣れた六本木――サンクチュアリに向かって車を走らせるのだった。

　ビルの駐車場に車をひと晩預けることにしてサンクチュアリのバーに入った俺は、カウンター席でキープしてある上等なワインを開けると、味や香りを楽しむこともせずに次々グラスに注いでは飲み、酔いが訪れるのを待った。

　しかし今夜はどうにもうまく酔えず、むしろ憂ゆう鬱うつに拍車がかかるだけ。頭の中は常に美織のことでいっぱいだった。

『……いいえ。尊さんといたいです』

　昼間駅まで美織を送った時、実家に泊まったらどうかと提案した俺に彼女はそう言ってくれた。あのまっすぐな瞳に、凛とした声に、嘘はなかった。美織はきっと、今も俺の帰りを待っている。

　早く帰らなくては、と頭では何度も思うのだが、立ち上がる気にはなれなかった。

　なかなか家に帰る決心がつかず、とうとうボトルを一本空にした頃だった。隣の席にひとりの女がやってきて、無遠慮に俺の顔を覗いた。

「後ろ姿が似ていると思ったら、やっぱり尊じゃない。久しぶりね」

　顔を上げると、過去に数回関係を持ったことのある元遊び相手、新しん條じょう直美がいた。

　気の強そうな吊り目がちの瞳で、細身の黒いパンツスーツを着こなし、いかにもバリキャリといった風ふう体ていは昔と変わっていない。

　俺は彼女に虚ろな目を向け、そっけなく挨拶をした。

「お前か……。久しぶり」

「なによ、しけた顔しちゃって。あ、そういえばこないだ電話したのに無視したでしょ。聞きたいことがあったのに」

「……じゃあ今聞けよ。なんだ？」

　本当は、もしもこんなふうに直美と再会することがあったなら、美織という婚約者がいることを説明すると決めていたのだが……今夜はそんな気分になれず、彼女の用件だけを短く問う。

「ある男のことを聞きたいの。最近この店に出没してるって聞いたから……」

　直美はそこで言葉を切るとバーテンダーを呼んで、美織が飲んだら卒倒しそうな強いカクテル、ブラー・ミストを注文した。そしてバーテンダーが背後の棚に気を取られている隙に、こちらにずいっと身を寄せて耳打ちする。

「勝又烈って男を知らない？　まぁまぁ綺麗な顔に眼鏡をかけてて、ひょろっとした体形」

　あまりにタイムリーな人物の話題に、俺は思わず飲んでいたワインでむせた。

「知っている。さっき別の場所でだが、彼と話したところだ。しかしあの男、何者なんだ？　お前が追っているということは、まさか……」

　直美は、警視庁のトップである警視総監の娘。その立場もあって、サンクチュアリの会員になれたわけだが、彼女自身も、警視庁組織犯罪対策課に身を置く刑事である。

　そんな彼女が勝又を追っている理由などひとつしかない。

　抱いた予感を確かめるように直美を見つめると、彼女は厳しい顔で頷く。

　そして、注文した酒がコトリと目の前に置かれると、ロックグラスに満たされた琥珀色の液体をぐっと飲み干した直美が、声を潜めながら続けた。

「ひと昔前、この辺一帯に影響力のあった勝又組ってやくざの若頭よ。……組長だった男が刑務所に入ってからは大人しくしていたんだけど、その男がつい最近出所したの。その少し前あたりから、若頭の勝又烈が不穏な動きをしているって情報が入って」

「勝又組……」

　あの男、ただ者ではないと思ったがまさか極道の者だったとは……。

　勝又組という名前くらいは俺も知っていたが、組織が目立って活動していたのは過去の話だったので、まさかこんな身近に関係者が潜んでいるとは思いもよらなかった。

　さっきパーティーで出くわした時、奴は『別の目的で参加した』と言っていたが、正式に招待されたゲストでないのは明らかだ。金と権力のにおいをかぎつけ、不正な方法で紛れ込んだのだろう。

　しかし、あの男の不気味な迫力にはこれで納得がいった。そして、美織があの写真のことを俺に話さなかったのも、なにか理由があるのだとようやく確信する。

　勝又はおそらく、俺に話したらどうなるか……などと狡こう猾かつな脅しで、彼女を精神的に追い詰めたに違いない。あの夜、美織がなにかに怯えたような様子だったのも、きっとそのせいだ。どうしてもっと早く気づいてやれなかったのだろう。

「……勝又はどういうわけか俺を憎んでいるらしいんだ。それで、俺の婚約者にちょっかいを出してはこちらの反応を見て楽しんでいる。彼女か俺に、必ずまた近づいてくる。その時はすぐお前に連絡するよ」

　俺がそう約束すると、直美の顔からなぜか緊張感が薄れ、彼女は興奮したように頬を赤くしながら俺に詰め寄ってきた。

「なによ尊、あなた婚約したの？　しかもそんなシリアスな顔して〝俺の婚約者〟だなんて……とうとうあなたにも本気になれる相手が見つかったんだ！　やだもう、なんかこっちが照れる！」

　勝手に盛り上がる直美に辟へき易えきして、俺は席を立った。彼女の反応を見る限り、やはり俺と同様、関係を持っていた当時から本気ではなかったのだ。

　しかし、俺は遊び人はもう卒業した。たったひとりの大切な女性だけを愛し、この手で守りたい。

　ガラじゃないとわかっていても、それが今の正直な気持ちなのだ。

「……じゃ、俺はかわいい婚約者に会いたいから帰る。勝又のことでなにかあったら連絡する」

「了解。くれぐれも危険な行動は取らないようにね。そういうのはプロであるこっちに任せて？」

「ああ、わかってるよ」

　直美に軽く返事をして、サンクチュアリを出る。

　早く家に帰って、美織と話がしたい。彼女の抱える苦しみを吐き出させ、楽にしててやりたい。

　そんな思いを抱きながらタクシーに揺られ、自宅マンションに帰り着いた頃には日付が変わっていた。

　それでも、美織なら俺を起きて待ってくれている。無性にそんな気がして、はやる気持ちで玄関のドアを開けたのだが。

「美織……？」

　明かりのついていない廊下は静まり返っていて、室内のどこにも彼女の気配はなかった。

　――どくん。俺の鼓動が、重く歪いびつな音を奏でて揺れた。










英雄遊戯




「式の準備が順調そうでよかったわ。鞍馬さんもお忙しいでしょうに、毎回打ち合わせに付き合ってくださるなんて優しいのね。ほとんど私に任せきりだったお父さんとは大違い」

「おい、そこでなぜ私を引き合いに出す。……ま、しかし鞍馬くんが優しい男だというのは同意見だ。その調子なら、同居生活もうまくいっているんだろう？」

　久々の実家で両親、祖母とともに夕食を楽しんでいると、父にそう聞かれた。

　私は少しだけ返事に迷い、けれど家族を心配させまいと笑顔を貼りつけて頷く。

「……うん」

　表面上は、確かにうまくいっている。両親の言葉通り尊さんは優しいし、愛されている実感もある。

　しかし、彼に重大な隠し事をしている今の私が、そのまっすぐな愛を受け取る権利があるのかと、疑問に思う気持ちが常に拭えない。

　尊さんが好きなのは、他人にも自分にも嘘をつかない誠実な私なのに……。

　ずっとそんなことばかり考えていたせいで、私はどこか上の空で、懐かしいはずの母の手料理も味気なく感じられた。

　浮かない気分のまま食事を終え、そろそろマンションに帰らなければと荷物をまとめていると、「美織、ちょっとおいで」と祖母が私を呼んだ。

　和室で向き合った祖母はいつものようにのんびりお茶を淹れてくれて、私がそれをひと口啜ったところで口を開いた。

「帰ってきてからずっと悲しい顔してるけど、どうしたの？　鞍馬さんとなにかあったんじゃないのかい？」

　私はドキッとして、肩を震わせた。

　お祖母ちゃん、食事中はなにも言ってこなかったけれど、私の元気がないのに気づいていたんだ……。

　昔から、父や母には言えないことも祖母にだけは漏らしてきたので、その優しさに甘えてつい弱音を吐きたくなってしまう。

　でも、今回の件はいくらお祖母ちゃんが相手でも話すわけにはいかない。

「大丈夫、なんでもないの。ただ疲れているのかも」

　そんなふうにごまかして笑いかけたけれど、祖母は咎めるような瞳で私を見て言う。

「美織。お祖母ちゃんを見くびるんじゃないよ。あんたが泣きたいのを我慢しているのはわかってるんだ。……なにがあったか言ってごらん？」

「お祖母ちゃん……」

　どうしよう。ひとりで抱えているのも耐えきれなくなりそうなこのタイミングで、そんなに優しくされてしまったら……もう観念して、なにもかも打ち明けてしまいたくなる。

　祖母はいつでも私のことを否定したりせず、黙って話を聞いてくれる。子どもの頃からずっとそうしてくれた彼女に、甘えてしまいたい――。

「美織」

　優しい声音に再度促され、私はとうとうすべてを明かす決心をする。

「うん。わかった、聞いてくれる……？」

　私は震える声で、自分の置かれた状況をゆっくり説明し始めた。

　勝又烈という危ない世界の男性と知り合いになり、彼の策略で、恥ずかしい写真を撮られてしまったこと。その写真をネタに、彼と職場の上司が目論む不正な融資を見過ごせと脅されていること。

　そして、その一連の出来事を尊さんには言えずにいて、どうしようもなく苦しいのだということ……。

　時々声を詰まらせながらもすべてを白状した私に、祖母は黙って瞳を潤ませた。

　それから上を向いて小さく鼻を啜ると、しわくちゃの口を開いて優しく私に声をかける。

「ひどい話だね。でも、美織はなにも悪くないじゃないか。悪いのは全部その勝又って男だ」

「でも……私も一緒になって、尊さんに嘘をついた」

「嘘はいけないけど……美織も追い詰められていたんだ。鞍馬さんには、今からでもきちんと本当のことを話せばいい」

　祖母の言うことが正論だというのはよくわかる。しかし、真実を話したらどうなってしまうのかと思うと、一歩が踏み出せない。

「……怖いの、尊さんの反応が。彼ならわかってくれるって思いたいのに、嫌われるんじゃないかって、軽蔑されるんじゃないかって、悪い想像ばかりしてしまう」

　悲痛な声で語った私に、祖母はやれやれというように苦笑した。

「美織……。あんた、本気で鞍馬さんを愛し始めているんだね」

「え……？」

「その人を失うのが、なにより怖い。そんな感情は、ままごとの恋愛じゃ生まれないよ。……でも、だったらなおさら、彼に本当のことを告げる勇気を持たなきゃ。夫婦生活っていうのはね、着飾ってお化粧をして、一番綺麗な自分を見てもらう恋人同士のデートとは違うの。お互いに、みっともない姿まで丸ごと受け止められるようじゃなきゃダメ」

「丸ごと、受け止める……」

　祖母の言葉は、弱り切った私の心にゆっくりと落ちていき、優しく沁しみわたる。

　尊さんに、みっともない姿を見せるなんて、そう簡単にできそうなことではない。でも、逆の立場ならどう？　もしも尊さんが私に情けない姿を見せたとして……私は彼を嫌いになるの？

　自分自身に問いかけたその時、ハッと目が覚めたような思いがした。

　私なら……どんな尊さんだって、嫌いになんかならない。

　勝又さんに騙されて、朝帰りをしたあの時も――。

『ここで暴れて俺を苦しめている嫉妬心を、どうにかしてくれないか？　……それができるのは美織、お前だけなんだ』

　私の手を自分の左胸に押しつけながら素直に救いを求め、弱い部分を晒してくれた彼を、むしろ愛しく思った。

　尊さんも同じ気持ちだとは限らないけれど、まずは私が本当のことを話さなければ始まらない。それに、いつまでもこんな苦しみを抱えたままでは、いつか爆発してしまう。

　もう、大切な人に嘘はつきたくない……。

「お祖母ちゃん、ありがとう。私……勇気、出してみる」

「よく決心したね、美織。お祖母ちゃんも、応援しているよ」

　穏やかな笑みで背中を押してくれる祖母に、私もようやく笑顔を返す。

「うん。……もう行くね、尊さんのところに戻る前に寄りたい場所があるから」

「寄りたい場所……？」

　怪訝そうにする祖母に、なにも言わずに背を向ける。そうして祖母の部屋から出ていく前に、ぽつりと呟いた。

「……大丈夫。もう、覚悟はできてるから」

　これから乗り込もうとしているのは、とても恐ろしい場所。でも、私は行かなくちゃならない。そして、尊さんが好きだと言ってくれた、正直な自分に戻るの。

　もし、尊さんとの仲が壊れることになっても……嘘をつき続けて彼のそばにいるよりはずっといい。これ以上、自分を嫌いになりたくない――。




　私は家を出たところでスマホを取り出し、インターネットの検索窓に『勝又組　事務所』と打ち込んだ。すると拍子抜けするほどあっさり住所が判明した。

「渋しぶ谷やか……そんなに遠くないみたい」

　繁華街の中にあるそのビルの付近は、今までに何度も通りかかったことがあるのに、そんな危険な人たちが潜んでいたことにはまったく気がつかなかった。

　彼らの組織が不正融資によって大金を得たら、ますます東京の治安は脅かされてしまう。……そんなの、許してたまるものですか。

　気を引きしめ直し、駅のある通りに向かって、交差点をまっすぐ進もうとしたその時。私の行く手を阻むように、一台の車が無理やり横断歩道に侵入してきた。

　おそらく外国車と思われるシルバーのボディは、時代を逆行するように大きく角張っている。

　なによ、この車……。

　私が迷惑そうに顔をしかめると、後部座席のスモークガラスがゆっくりと開き、そこから今まさに会いに行こうとしていた人物が顔を出した。

「勝又さん……」

「乗って、沖田さん。きみと話がしたい」

　感情の読めない表情で淡々とそう言った勝又さん。

　この車に乗ってしまったら、おそらくもう逃げ出せない。そうわかっていたけれど、私は腹をくくって頷いた。

「……ちょうどよかったです。私もお話ししたいことがあったので」

　私の返事に彼は片眉を上げ、少し意外そうな表情をした。けれど私は自ら車に乗り込み、後部座席の勝又さんの隣に座る。

　車内には煙草とコロンの混じり合った強い匂いが漂っていて、あまり居心地はよくなかった。

「……こんなにすんなり来てくれるなら、人質いらなかったな」

　車が走りだすと同時にぼそっと勝又さんが呟き、私は思わず彼の方を向いた。

「人質って……誰のことですか？」

「ん？　ほら、きみの友達の……凛子ちゃんだっけ。ピンクの髪が目立つ」

「凛子になにかしたんですか!?　今どこにいるんですか!?」

　噛みつくようにまくし立てた私に、勝又さんは冷たい笑みをこぼす。

「なにもしてないよ。事務所にいてもらってるだけ。きみが万が一俺の誘いを断ろうとしたら、お友達がどうなってもいいの？って、脅す材料にしようかなと思ってさ」

　彼の言い分は明らかに人の道から外れているのに、どうしてそんな平然としていられるのだろう。やはり、勝又さんは根っからの悪人だと思った方がよさそうだ。

　……しかし、今さら怖おじ気けづいている場合ではない。

「私が行けば凛子は解放してもらえるんですね？」

「ああ。さすが沖田さん、物分かりがいいね。ピーピーうるさい凛子ちゃんとは大違いだ。……彼女が惚れてる黒田とかいう男、事業がうまくいってなくて借金まみれでさ。うちの組の下部組織である闇金からも金を借りてるんだ。だから、黒田に手荒な真似をするかもと凛子ちゃんにほのめかして、きみをバーに呼び出すのに協力してもらったり、今日も実家の場所を教えてもらったりしたんだけど……毎度のように『美織を裏切るようなことはできない』ってごねて泣いて、うるさいのなんのって」

　やれやれと呆れた口調で語る勝又さんに、ふつふつと怒りがこみ上げる。

　この人、まだ凛子のことを脅していたのね……。

　実はサンクチュアリで睡眠薬入りのお酒を飲まされ、勝又さんの家に連れ込まれた翌日、凛子から私が無事かどうかの確認と謝罪の電話があった。

　その日は一日中尊さんに抱かれ、気がつけば眠っていた私だったけれど、凛子からの着信で目が覚め、彼女の口から一連の経緯を聞いていた。

　初対面こそ勝又さんの上辺の姿に騙されて興味を引かれたものの、二度目にバーで会った時にはもう、凛子と黒田さんが交際している事実を得ていた勝又さんに、黒田さんの借金の話をされたのだそう。

　驚く凛子に、勝又さんは自分に協力するよう持ちかけた。『お友達をここに呼び出してくれれば、借金の件はなんとかするよ』――と。

　私と凛子が友人であることは、事前にサンクチュアリのスタッフが勝又さんに漏らしていたらしい。

　私を巻き込みたくなかった凛子は自分の家柄を明かし、黒田さんの借金を代わりに返済することを申し出てみたものの、私に近づくことが目的である勝又さんにとってその提案はおもしろくなかったらしい。

『いいから沖田さんを呼んでよ。そうしないと、彼氏の身が危ないよ？』

　そう言って凛子の恐怖心を煽り、協力せざるを得ない状況に追い込んだ。

　彼に逆らったら黒田さんがなにをされるかわからない。そう思った凛子は、罪悪感に苦しみながらも、バーに私を呼び出した……。

　だいたいの事情を理解した私は、自分より凛子のことが心配になって忠告した。

『勝又さんは危険な人物だから、どんな理由があろうともう近づかないで』

　その時は凛子も確かに『わかった』と言ってくれたのに……。

　きっと勝又さんの方からしつこく凛子に近づき、黒田さんの身の安全を脅かすようなことを言ったのだろう。彼女が黒田さんを想う純粋な気持ちを利用するなんて、本当に最低の男……外道。人でなし。

　胸の内に思わず汚い罵ののしり言葉があふれ、私はキッと彼を睨みつけた。

「でも、沖田さんはなんていうのかな……そうやって睨まれると、ドキッとするよ。裏社会で生きてきたことを今まで恥じたことなんかないのに、きみの綺麗な瞳に見つめられると、自分がすごく汚らわしい人間に思えて……腹が立つ反面、妙に惹かれる」

　眼鏡の奥で切れ長の目を細めた彼が、細長い指でくい、と私の顎を掴む。

　嫌悪感からとっさに顔をそらすと、勝又さんはくくっと喉を鳴らして笑った。

「やっぱり欲しいな。きみのこと」

「え……？」

　意味深な言葉にぞくりと寒気が走ったけれど、彼はそれ以上は語らず、車は目的地――勝又組の事務所へと到着した。

　外観はごく一般的な三階建てのビル。しかし、中に入るなり木刀を持った強こわ面もての男性が「お帰りなさいませ、若」とガサガサした声で彼を出迎えたので、私はついびくっとしてしまった。

　勝又さんはそっけなく「ただいま」と言い、私を三階の仕事部屋へ連れていった。

　案内されたその部屋は、奥の出窓の前に大きなデスク、中心には応接セット、そして部屋を囲むように背の高い棚があり、一般企業で言うなら社長室のような高級感のある雰囲気だった。

　ただし、敷物には本物の虎の頭付きの毛皮が使われていたり、出窓にはレプリカか本物かはわからないけれど日本刀が飾られていたり、力強い毛筆で『勝』と書かれた書が額に入れて飾られていたりと、少々独特な趣味のインテリアも見られたけれど。

「そこ座って待ってて、凛子ちゃん呼んでくる」

　勝又さんがそう言っていったん部屋を出ていく時、ドアの前に五人ほどの組員が立っているのに気づき、私はぎょっとした。

　その中にはさっき勝又さんを出迎えた木刀を手にした男性や、凶器こそ持っていないがプロレスラーのような体つきの男性もいて、とにかくガラが悪い。

　勝又さんには忠誠心があるようだから、彼が指示しなければ手を出してくるようなことはないだろうけど……私は今から勝又さんに歯向かおうとしているのだ。もしかしたら、最悪生きて帰れないかもしれない。

　……それでも、私は私のやるべきことをやると決めたんだから。

　応接ソファに座って改めて自分の覚悟に向き合っていたその時、ガチャリとドアが開いて、鮮やかなピンク色の髪が目に飛び込んできた。

「凛子！」

「美織……！　ごめんね、私……！」

　私たちは互いに駆け寄って、ぎゅっと抱き合った。凛子は涙を流していて、怪我でもしていないかと心配になる。

「大丈夫？　なにもされてない？」

「私は平気……でも、代わりに美織がここにいなきゃならないんでしょ？」

「いいの、私は。……若頭さんと話があるから」

　凛子の向こう側にいる彼にまっすぐ視線を合わせ、私は淡々と告げた。

　勝又さんはつかつかと私たちのもとに歩み寄ってくると、凛子の首根っこをむんずと掴む。

「い、痛っ……」

「お前にもう用はない。出ていけ」

「ちょっと！　凛子に乱暴しないで！」

　勝又さんは私の言葉を無視して凛子を組員たちの手に引き渡すと、「お前ら全員外に出てろ」と指示してこちらへ戻ってきた。

　ふたりきりになったところで、勝又さんは私を再度ソファに座らせる。そして、自分のネクタイを外して私の両手首を後ろで縛った。おそらく、逃げられないようにするためだろう。

「沖田さんさ」

　私の手を縛り終えた勝又さんは、話しながらゆったりと向かい側のソファに移動し、腰を下ろす。そこからまっすぐに射貫くような視線を向けてこう言った。

「俺の女になってよ」

　……この人はなにを言っているのだろう。私がここにいるのは、そんなふざけた話をするためなんかじゃないのに。

　私は彼を見つめ返し、きっぱりと告げる。

「……お断りします。私が今日ここへ来たのは、あなたと支店長の企みを告発する意志を表明したかったからです。一度は脅しに屈してしまったけれど……やっぱり不正を見過ごすことなんかできない」

「へえ。いいの？　あの写真、婚約者サマに見られても」

　試すような口調で問われ、胸がズキッと痛む。

　あの写真を見たら、尊さんは戸惑うだろう。傷つくだろう。私のことを軽蔑するかもしれない。でも……本当の私は、尊さんを裏切ってなんかいない。

　それより、勝又さんの脅しに乗って、上司の不正に目をつぶることの方が……私を信じ愛してくれる尊さんを、裏切ることになるような気がするから。

「ええ、構いません。どうぞ彼に見せてください。それでも私は考えを変える気はありません」

　私の答えを聞いた勝又さんは、突然けらけらと笑いだした。不気味なその姿に怪訝な顔をすると、彼が思いもよらない事実を明かす。

「……なんてね、ごめん。実はもう見せちゃった。さっき、とあるパーティーできみの婚約者サマに会ってね」

「なんですって……？」

　パーティーで、尊さんと会った……？　そして、あの写真を見せた……？

　ついさっき『どうぞ彼に見せてください』と強気に宣言したのは自分だけれど、思わぬタイミングでの暴露に、一気に動揺して青ざめてしまう。

　そんな私を見て、勝又さんはさらに追い打ちをかける。

「俺が『その写真は美織ちゃんとセックスした後です』って教えたら、かなりショック受けてたよ。だからもう、きみたちの関係は壊れたも同然。……どう？　そろそろ俺のものになる気になってきたんじゃない？」

　軽い調子で尋ねられるけれど、私はそれどころではなかった。

　尊さんは、どれほどショックだったろう。私の裏切りを彼が簡単に信じるとは思えないけれど、あんな写真を見せられたら、いくら尊さんでもなにが真実なのかわからなくなるはず……。

　こうして簡単に約束を破る勝又さんの口車になんか乗らず、早く自分の口から本当のことを話しておけばよかった。今さら後悔しても遅いけれど、悔しい……。

　勝又さんは唇を噛みしめて黙り込む私にため息をつき、やがてスッと立ち上がった。

「ま、すぐに心の整理がつかないなら、ひとりで考えさせてあげようか。俺は隣の部屋で仕事をしてるから。極道っつったって、地味～な事務仕事も結構あるんだよね。……じゃ、いい返事期待してるよ」

　そう言い残した彼は、私を部屋にひとり残してドアを出ていった。

　緊張はほんの少し緩んだけれど、状況に大きな変化はない。むしろ、ここへ連れてこられたばかりの頃の強い気持ちが折れかけ、途方に暮れてしまう。

　尊さんに、会いたい……。どうにかここを出られないだろうか。

　私はフラフラと立ち上がって部屋をぐるりと一周したけれど、両手を縛られている状態では、窓からの脱出など到底できそうになかった。

　結局、もといたソファに戻り、不毛な時間を過ごすしかない。

「尊さん……」

　私は無意識に彼の名を何度も呟き、そのたびに締めつけられる胸の痛みに耐えた。




　それから二時間ほど経った頃、ガチャリとドアの音がして、再び勝又さんが部屋に入ってきた。

　憔しょう悴すいしきった私の姿をちらりと一瞥した彼は、ゆっくり壁の方へ歩いていく。そして、ひとつの棚の前で立ち止まった。

「さすがの沖田さんも疲れてきたみたいだね。でも、泣きわめいたりしないのはやっぱりきみらしい。で、どう？　覚悟は決まった？　きみなら絶対にカッコいい極妻になれると思うけど」

　勝又さんは棚の中央にある引き出しを開けて、中をガチャガチャと漁りながら再度質問してくる。

　ほんの二時間程度で人の心が動くはずないでしょう？　あの写真を見た尊さんが、たとえ私を嫌いになってしまったとしても……私の気持ちは変わらない。

「……いいえ。あなたのものになるなんて、私はやっぱり考えられな――」

　いい加減うんざりして、そう言いかけた瞬間だった。いつの間にか棚を背にして立っている勝又さんが、黒く重たそうな拳銃を私につきつけ、見下すような笑みを浮かべていた。

　まさか、今取り出したのはその拳銃……？

「じゃあ、しょうがない。死にたくなければ俺のものになれって言うしかないね」

　強引すぎる方法で究極の選択を迫られても、そんなのどちらも選べるわけがない。

　私はごくりと息を呑み、かすれた声でなんとか問いかける。

「あなた、いったいなにを考えているの……？」

「早く言いなよ。俺の女になるって。そうすれば、こんな物騒なものはしまうから」

　こちらに銃口を向けたまま、勝又さんがゆっくりと距離を詰めてくる。高まる恐怖に、脂汗が浮かんだ。

　しかしその一方で、そんな彼に哀れみさえ覚えていた。

　他人の心を動かす方法を〝脅し〟しか知らないなんて……かわいそうな人。

　人には、そんなものでは到底動かすことのできない、かけがえのない感情があるということを知らないのだ。私にそれを教えてくれたのは、他でもない、尊さんだ。

　ありがとう、尊さん。こんなに大切な気持ちを教えてくれて……。

　本当はあなたと結婚したかったけれど、それが叶わなくても、私はずっとずっと、あなただけを想っています。

　……大好きです。本当に。世界で一番。

　自分の最期を覚悟した私は、胸の内で尊さんに繰り返し語りかけた。

　そして、勝又さんが私に向けた銃口が、額に触れるか触れないかのところまで近づいた時、意を決して口を開く。

「自分の気持ちに嘘をついてあなたの妻になるくらいなら、死んだ方がましです。……どうぞ、撃ってください」

「……っ。きみは、なんでそんなに……」

　ひるんだように瞳を揺らした勝又さんの手から、自然と銃口が下りたその時だった。突然階下から騒がしい物音がして、複数の男性の野太い雄たけびがあがった。

「襲撃か……こんな時に」

　忌々しそうに呟いた勝又さんが、私に向けていた銃をドアの方へ向けて構え直す。

　襲撃ってどういうこと？　組同士の抗争とか？　そんなの、任にん侠きょう映画の中だけの出来事かと思っていたのに……。

　激しい格闘の音はあっという間にこちらに近づいてきて、やがてドアを一枚隔てた向こうまで迫っていた。

「死にたくなければ下がっていろ」

　ついさっきまで私に銃を向けていたはずの勝又さんが、私を背にかばった。彼に守ってもらうのは不本意だが、この場では従った方がよさそうだ。

　緊迫した雰囲気の中、勝又さんの背後で床に膝をつきジッとドアを見つめていると、やがて騒がしさは収まり、ドアがガチャリと開いた。

　そこから現れた意外な〝襲撃者〟の姿に、私は驚いて目を見張る。

「尊……さん……？」

「……やっぱりここにいた。迎えに来たぞ、美織」

　勝又さんの構える銃が自分に向けられているのに気づいているはずなのに、尊さんはいつもの不遜な態度でそう言った。

　いまだ状況が呑み込めずに声を発することができない私を放って、勝又さんが低い声で話しだす。

「……下にはうちの舎しゃ弟ていが何人かいたはずだが」

「さあ、いちいち数えてない。骨のない奴らばかりだったから」

　尊さんがそう言って髪をかき上げると、額にはいくつもの汗が滲んでいた。

　初めは羽織っていたであろうスーツのジャケットもなく、腕まくりしたシャツにジレだけを身につけた彼は、スポーツでも終えたかのような清々しさだ。

　武器を持っていた人もいたのに、素手で彼らを全員倒してここまで来たの……？

　尊さんがあらゆる分野において完璧な人物だというのはわかっていたつもりだったけれど、格闘技まで会得しているなんて。

　またひとつ彼のギャップを知り、こんな状況だというのに胸がときめく。

　でも、尊さんはあの写真を見たのよね……？　その上で迎えに来てくれたということは、私、まだ望みを捨てなくていいの？

　尊さんの正直な思いが知りたい。そうは思うけれど、この一触即発の雰囲気の中で尊さんとゆっくり話すタイミングなんて……。

「忌々しい奴だな。甘っちょろい御曹司に喧嘩ができるとは意外だったよ」

「俺だって、少年時代に習っていた空手をこんな場所で披露することになるとは思わなかったよ。……しかし、そんなことはどうでもいい。さっさと美織を返せ」

「嫌だと言ったら？」

　銃を構えたままの勝又さんが、じりじりと尊さんに近づいていく。しかし尊さんは臆することなく、目を鋭く細めて短く言い放った。

「力ずくで奪い返すまで」

　そして一瞬の隙を突き、勝又さんに襲いかかる。

「くっ……！」

　素早く勝又さんの懐に入った彼は、真っ先に銃を握った腕を捕まえて力を込める。勝又さんの手は小刻みに震え、やがて力を失った手から銃が落ちた。尊さんはその銃を素早く足で蹴り、部屋の隅へと遠ざける。

　しかし、尊さんが銃の処理に気を取られた隙に、今度は勝又さんに体当たりをされ、ふたりは間合いを取った。

　その刹那、勝又さんの瞳がちらりと私の姿を確認し、胸がどくん、と重い音を立てて揺れた。

「……こんなこともあろうかと」

　勝又さんが、不気味な笑みを浮かべながら、スーツの内側に手を入れた。そうして取り出したのは、あろうことかもう一丁の拳銃。

「よかったよ。……ここにもうひとつ隠しておいて」

　さすがの尊さんもふたつ目の銃の登場は想定外だったようで、眉間にしわを寄せた。

　勝又さんは尊さんに銃口を向け、そのままゆっくりと私の方へ近づいてくる。

「……美織に手を出すな」

　尊さんが怒りの滲んだ低い声を震わせた。しかし、勝又さんはそんな彼を嘲あざ笑わらう。

「そうしてほしいんなら、それなりの代償ってものがいるだろう？　彼女の代わりに自分の命を差し出すとか、さ」

　背後に回った勝又さんが、私の首に腕を回して羽交い絞めにする。そして、尊さんに向けていた銃を私のこめかみへと当てた。

　ひやりと硬い感触に、背筋が凍りつく。

　怖い……。けど、尊さんが私の代わりになるなんて、絶対にダメ……。

　思わず潤んだ瞳で尊さんを見つめながら首を横に振る。

　なのに、尊さんはふうっと息を吐くと、観念したように両手を挙げてみせた。

「……わかった。その銃、俺に向けろ」

　その瞳は静かな海のように澄んでいて、恐怖などまるで感じていないように凛としていた。けれど、そんな態度が私には逆に恐ろしく思えて。

「ダメです、尊さん……私のことは、いいから」

　必死になって涙声で訴えるのに、尊さんは優しく微笑むだけだった。

　首に回されていた勝又さんの腕がするりと解かれ、妖しく光る黒い銃は改めて尊さんを標的にする。

「そこに膝をつけ。手は挙げたままな」

　勝又さんが冷酷な声で彼に命令し、尊さんはそれに従った。

　なんとか彼を助けられないかと、縛られた手首を忙しくこすり合わせてみるけれど、きつく結ばれたネクタイは解けそうにない。

　……私はどうしたらいいの？　愛する人の命の危険を、このまま黙って見ているしかないなんて、耐えられない……。

　涙があふれて揺れる視界の中で、勝又さんはとうとう床に膝立ちになる尊さんの目の前に立ち、彼の額に向けて銃を構える。

「やめて……私、私……勝又さんの妻になりますから……！　あなたの望むことはなんでもします……！　だからお願い、尊さんを撃たないで……っ」

　たまりかねた私は床から立ち上がり、フラフラと勝又さんに歩み寄りながら、懇願する。

　勝又さんは口角をひゅっと上げて尊さんを見据え、彼に尋ねた。

「……かわいい婚約者はこんなこと言ってるけど、どうする？」

「愚問だな。そんな生き地獄選ぶんだったら、お前が俺殺しの罪で刑務所にぶちこまれて、二度と美織に近づけないようにする方を選ぶ」

「尊さん……！　どうして……っ」

　どうしてそうまでして、私を守ろうとするの……？

　思わず尊さんのそばに膝をつき、その体にすがろうとするけれど、彼はそれを拒否するように身を引いた。

　とっさに傷ついた顔をしてしまった私を、彼はこの上なく愛しそうに見つめて諭す。

「どうしてって……お前を愛しているからに決まっているだろ。美織のことは、命に代えても守りたい存在なんだ。……お前に出会えて、本当によかった」

「尊さん……」

　やめてください……そんな悲しい〝愛してる〟は聞きたくない……。

　ぼろぼろに泣き崩れる私に、彼は優しく告げる。

「そろそろ、後ろを向いて離れていろ。俺が死ぬところなんて見たくないだろ？」

「う、うう……っ、尊、さん……っ」

　そう言われても、離れることなんてできない。私はいやいやと首を振って、無理やり彼に身を寄せた。

　すると、私たちのやり取りを黙って見ていた勝又さんが、うっとうしそうに吐き捨てる。

「……いい加減にしろよ。そんなにくっついていたいなら、望み通りふたりまとめてあの世に送ってやる」

　そして、瞳に明らかな殺意をたぎらせた彼が、引き金を引こうとした瞬間だった。

「やめんか！　烈！」

　部屋のドアがバン！と勢いよく開くのと同時に、どすの利いた男性の声が響き渡った。勝又さんの瞳はドアの方に固定され、驚きに見開かれている。

「お……おやっさん……」

　尊さんはその隙を見逃さず、素早く立ち上がってふたつ目の拳銃を彼の手から取り上げた。勝又さんは抵抗もせず、腑抜けたように立ち尽くしていた。

「よかったね、虎とら之の助すけさん……間に合って」

　その時、ドアの方から今度は聞き慣れた声がして、振り向いた私は目を疑った。

「お祖母ちゃん……どうしてここに……」

　そこにいたのは、厳いかめしい顔つきをした七十代くらいの男性と、彼と寄り添うようにして立つ祖母だった。

　虎之助さんと呼ばれた男性は一直線に勝又さんのもとへ歩み寄ると、彼の頬をためらいなく平手で打った。はずみで勝又さんの眼鏡が外れ、カチャンと床に落ちる。

「わしがいない間、ずいぶんと勝手を働いてくれたようだな」

「いえ……違います、おやっさん。俺は勝又組の再興を目指して……！」

「勝又組は、もう終わりだ」

　男性が重々しい声で告げると、勝又さんが愕然とした表情になる。

「え……？」

「わしはな、こんな事務所すぐにでも畳んで、カタギになろうと思ってるんだ。お前のような、哀れな人間をこれ以上生み出さないために」

　哀れな人間……。彼をそう思っている人が、私以外にもいたんだ……。

　勝又さんはそれきり黙り込んでしまい、悔しそうに唇を噛みしめる。そして、男性と祖母に連れられて静かに事務所を去っていった。

　た……助かっ、た……の……？

　自分を取り巻く状況がうまく呑み込めず、いまだ床に膝をついたままで呆然とする。

　そんな私のもとに、尊さんが戻ってきた。私は最愛の彼の姿を上から下までじっくり目に焼きつけるように見つめて、ようやく安心する。

　よかった……私も彼も、生きている……。ちゃんと生きている……。

　緊張の糸がふっと切れて目に涙をあふれさせた私に、尊さんも切なげな表情になる。そして目の前に跪ひざまずくと、私の体をぐっと引き寄せて抱いた。

「馬鹿……無茶をするな……！」

　痛いくらいの腕の強さが。悲痛な声音が。私の身を心から案じていたと語っていて、胸が詰まった。

「ごめ……なさ……」

「いや……俺の方こそ悪かった。怖い思いをさせたな」

「いいんです、そんなの……。もとはといえば私が……！」

　私が、あんな男性と知り合いになってしまったから。弱みを握られてしまったから。

　そう続けようとした私に、尊さんはそっと体を離して告げた。

「お前が苦しんでいたのに気づいてやれなくてごめんな。写真もあの男に見せられたが、だからって、俺の心がお前から離れるなんてことは絶対にない。もう不安にならなくていい」

「尊さん……」

　あの写真を目にして、私が嘘をついていたと気づいて。それでもなお、あなたは私を愛してくれるというの……？

　胸の内で問いかけたその質問に答えるように、尊さんは目を閉じて顔を傾け、私の唇をそっとふさいだ。

　触れるだけの優しいキスが、今までの苦しみを穏やかに溶かしていく。

　数秒後に彼の唇が離れていくと、胸の中には甘い名残惜しさとともに、今まで以上に彼を愛しく思う気持ちがあふれていた。




　勝又さんが去ってからしばらくすると、大勢の警察官が事務所内に入ってきて、捜査を始めた。

　その中にひとりだけ女性の私服刑事さんがいて、私がソファで休ませてもらっている間、尊さんは、きびきびと他の警察官たちに指示を出す彼女に声をかけていた。

「……遅いんだよ突入が」

「しょうがないでしょ、誰かさんが無線壊しちゃうから」

「ひとりで五～六人と格闘してたんだ。気づいたらなかった」

「あっそう。それに、私たちが待機してたらあの親分とご夫人がどこからともなく現れて『交渉はわしがやる』なんて言うから」

「ま、結果的に死ななかったからいいけどな」

　気軽に会話を交わす彼らを、古い友人同士なのかな、なんて予想してぼうっと眺めていたら、尊さんが彼女を連れてこちらにやってきた。

「そういえば、バタバタしてたから遅れたが、やっと紹介できる。彼女が婚約者の美織だ」

　いきなり刑事さんに紹介され、私は慌てて立ち上がり、頭を下げた。

「沖田美織と申します……！」

「あらま～、ホントにかわいいお嬢さんだこと！　はじめまして、私、警視庁の新條直美です」

　新條、直美さん……。その名前にどことなく引っかかりを覚えていたら、尊さんがゴホッと咳払いをして言う。

「というわけだから直美、二度と俺に連絡してこないように」

　その気まずそうなそぶりを見て、私は直美さんが以前電話してきた女性だと気づく。

「はいはい了解。美織さん、あと少しだけお話を伺ったら帰れますから、ご協力くださいね。これに懲りて、もう裏社会の奴らと関わり合いになっちゃダメよ。じゃ、お幸せに」

　さっぱりとした口調で言って、また捜査に戻っていく彼女の凛々しい姿を見つめながら思う。

　なんだか想像していた女性と違ったな……。もっとこう、女め豹ひょうという言葉が似合うような、色っぽくて抜け目のない女性が相手だとばかり思っていた。

　けれど直美さんは気持ちいいほどさばさばした女性で、尊さんに対しての未練もなさそうだし、彼自身も私を堂々と紹介してくれた。やきもきする必要なんて、まったくなかったのだ。

　これからも、私は尊さんを信じていればいい。命を懸けて私を助けようとしてくれた彼の愛に、疑いの余地なんて一切ないのだから。

　そんな思いで再びソファに腰を下ろし、腕組みをして壁にもたれかかる尊さんをジッと見つめれば、彼がからかうような口調で尋ねてくる。

「なんだよ。あ、俺の格闘シーンに惚れ直したか？」

「はい。さっきの尊さんは、正義のヒーローのようでした。カッコよくて、強くて、頭がよくて、愛情深くて……あなたには弱点なんてひとつもないんだなって、改めて実感しました」

　素直に答えた私に、尊さんは少し首を傾げて考えるそぶりを見せた。そしてこちらに歩み寄り、私の隣に腰かけるとこう言った。

「……それは違うぞ、美織」

「え？」

「俺にも弱点はある。たったひとつ……お前という弱点が。お前の苦しみは俺の苦しみだし、お前が傷つけられたら俺も悲しいんだ。だから、今回のようにひとりで危険な場所に乗り込もうなんて、今後は二度と考えないでほしい。前にも言ったろ？　つらい時はつらいと言え、助けてほしい時は助けを求めろと」

　そうだった……。私が職場で理不尽な扱いを受けていると知った時、尊さんは私以上に胸を痛め、そう言ってくれた。なのに、私は独りよがりな思いにとらわれて、また彼を悲しませてしまった。今度こそ、約束を守らなきゃ……。

「ごめんなさい。次からは、きちんとあなたに相談します」

「ああ、頼んだぞ。俺たち、もうすぐ正真正銘の夫婦になるんだからな」

　実感のこもった彼の言葉に、私はしっかり頷いた。

　今回の出来事には、とても怖い思いをさせられたし、尊さんにもたくさんの迷惑をかけてしまったけれど……私たちふたりの絆と愛情は深まり、結婚に対する意識もさらに高まっていくのだった。




　無事に事務所を出た後、私たちは自宅でなく、祖母に連れられて実家へと来ていた。

　実家のリビングには、寝間着姿でオロオロと私の身を案じていた両親の姿があり、無事に帰ってきた私を見て心底安堵していた。

　私が救出された後、祖母から『美織が勝又組の事務所に乗り込み、監禁されていた』と連絡を受けた両親は、『美織にそんな度胸があるはずがない』とすぐには信じられなかったらしいのだが、それが真実だとわかると途端に取り乱し、ふたりそろって眠れない夜を過ごしていたのだという。

「心配かけて、ごめんなさい」

　両親、祖母、私と尊さんの五人がリビングにそろい、テーブルを囲むように座ると、私はまずみんなに向けて素直に謝った。

　母はホッとして思わず浮かんだ涙を拭いつつ、こう言って笑った。

「……まったくだわ。でも、すでに鞍馬さんにたっぷり叱られたでしょうから、お母さんは別のことを言うわね。……美織がそんな勇気ある行動をしたと知って、本当に驚いた。だけど、そんな娘のことを誇りに思うわ」

「お母さん……」

　まさか、今回の無鉄砲な行動を褒められるとは思いもよらず、私は目を丸くする。

　すると、母の隣にいる父も頷きながら話す。

「その理由も、母から聞いたよ。美織は、銀行内の不正をただそうとしてくれたんだろう？　お前がまっとうな子に育ってくれたこと、本当にうれしく思う。……血なんか関係ないと証明してくれたようで」

「……血？」

　思いもよらぬワードが飛び出し、私はキョトンとして首を傾げる。

　すると、今まで静かにお茶を飲んでいた祖母が、湯呑みをテーブルに置いて口を開いた。

「美織。ちょっと長くなるが、聞いてくれるかい？」

「……う、うん」

　それから祖母がゆっくり語りだしたのは、我が沖田家と、今回の騒動の原因である勝又組との意外すぎる接点だった。

　昔の勝又組は、暴力的、反社会的な手段で収入を得るような組織ではなく、いわゆるテキ屋と呼ばれる、露天商を生なり業わいとする集団だったのだという。

　それが今のような組織に変わったのは、勝又さんの父親が組長の座につき、別の暴力団と繋がりを持った頃から。勝又さんの父親は次第に犯罪に手を染めることを厭いとわないようになり、組織の人間にも同じことを求めた。

　しかしそこにうまくなじめなかったのが、勝又さんの父親の弟――今日、祖母と一緒にいた、勝又虎之助という男性だった。

　彼は組織に名前こそ置いていたものの、行動はともにせずひとり細々と露天商を続けていたのだそう。祖母はなんと、そんな彼と禁断の恋に落ちていたのだ。

「その頃、沖田家の長女としていいところのお坊ちゃんを婿に迎える政略結婚が決まっていたんだけどね。本当は、小さな店で綺麗な飴細工を作ってくれる、虎之助さんのことが好きだったのよ」

「そうだったんだ……」

　当時、今よりずっと根深かった家制度に縛られていた祖母は、決められていた人生を歩み続けることに嫌気がさし、虎之助さんと駆け落ちすると決めた。

　しかし、ふたりが初めて結ばれたその翌日に、沖田家の使いに見つかってしまう。

　ふたりの仲は呆気なく引き裂かれ、祖母は決められた相手と結婚しなければならなくなった。

「でも、気持ちのない相手となんてうまくいくはずがない。夫婦仲は最初から冷え切っていて、すぐに離婚になった。そんな時だよ。虎之助さんの子を妊娠しているとわかったのは」

　祖母は誰にもその事実を告げずにひとりで妊娠、出産を乗り越えたが、生まれた子どもが男の子だとどこからか聞きつけた沖田の家に呼び戻され、そこからは恵まれた環境の中で育児に集中した。

　父親が誰であるのかは頑なに教えず、立派な沖田家の跡取りとなるようにと――。

「では、もしかして沖田頭取は……」

　尊さんが父の顔を見つめて遠慮がちに尋ねると、父は苦笑して頷いた。

「ああ。正真正銘、勝又虎之助の息子だ。今となっては、それを知る者は私たち家族と、父以外にいないがね」

　その言葉を聞いて、先ほど父が〝血〟という言葉を使ったことに納得する。

　父が勝又の血を引いているのなら、当然私にもその血が流れている。もしかして、私を厳しくしつけたのも、ただ単に理想の娘に近づけようとしたわけではなく……。

「母が私にそうしてくれたように……美織にも絶対に、勝又組をはじめ裏社会なんかと繋がりを持ってほしくなくて、大切に、時には厳格に育てた。美織は理想通りの健全な娘に育ち、鞍馬くんというこの上なく立派な相手との結婚も決まった。これでもうなにも心配いらないと思っていたが……今頃になって、まさかまた勝又組の名を聞くことになるとはな」

　疲れたようにため息を吐き出した父がそれきり黙り込むと、再び祖母が勝又組の歴史について説明する。

「虎之助さんは、私を失ったことで荒れてね。自分に息子がいるとも知らないし、その後は兄と一緒になって、悪さを働くようになってしまった。その次第に黒く染まっていく生活の中で、兄が子どもをもうけたんだ。……それが、あの若頭だよ。あの子もかわいそうな生い立ちでね」

　勝又さんの父親は女癖が悪く、何人もの女性と関係を持っていたが、そのうちのひとりであるクラブのホステスが妊娠した。彼女は結婚を願ったが、ホステスとしての価値が下がるからという理由で勝又さんの父親は拒み、育児のために仕事を辞めたいという願いも聞き入れず、自分が育てると言って赤ん坊を取り上げた。

　しかし、当時組長として忙しくしていた彼が世話をできるはずもなく……部屋に放置気味だった赤ん坊を見かねて、同居していた虎之助さんが、親代わりとなって世話をしていたのだそうだ。

「体だけはまともに成長したけど、父親がろくでもない男だからね……。子どもの頃からあの子は不気味なほど冷めた性格で、虎之助さんも心配していたそうだよ。実の父親が抗争で死んじまっても、涙ひとつ見せずに、育ての親である虎之助さんが組長になると知ったら、むしろ喜んでさえいたって」

　組長になった虎之助さんは勝又組を昔のように露天商を生業とする組織に戻そうとしたが、若頭となった勝又さんはそれに反対し、他の組員も亡くなった前組長を慕っていた者が多く、組織はなかなか犯罪から手を引くことができなかった。

　頭を悩ませた虎之助さんは、組織の力を弱めるために自ら進んで逮捕されるように仕向け、刑務所に入ったのだという。

　祖母はそのニュースでずっと会っていなかった虎之助さんの現状を知り、時々面会に訪れては、再び彼と話をするようになっていた。その中で祖母は彼の息子である私の父の存在を明かし、虎之助さんからは、勝又組の内情や、彼が息子同然に世話をしてきた若頭の将来を案じていることなどを聞かされたそうだ。

「じゃあ、私が勝又組の話をした時……お祖母ちゃんびっくりしたでしょう。虎之助さんが心配していたことが起きてしまったって」

「ええ、本当に。だから、美織が危ないと思ってすぐ彼に会いに行ったわ。虎之助さんが数日前に刑務所を出ていたことも、彼が戻るであろう家の場所も知っていたから」

　あのタイミングで、虎之助さんと祖母がどうして事務所に現れたのか不思議だったけれど、そういう事情があったんだ……。

　事務所で起きたことのすべてが繋がり、納得する。

　勝又さんの犯した行動は許されないし、これからきちんと罰を受けるべきだとも思う。……でも、彼もまた、ある意味被害者だったのだ。

　どうかきちんと更生して、彼が新たな人生を歩むことができますように。

　私は心の中で、そう強く願った。




　話し込んでいたらすでに朝方とも呼べる時間になってしまい、その日は私も尊さんも実家に泊まらせてもらうことになった。

　尊さんには両親が客間を勧めたのだけれど、彼と離れたくなかった私が我儘を言って、私の部屋で一緒に寝てもらうように頼んだ。

　もともと私が使っていた部屋で、尊さんは私のベッドの隣に布団を敷き、そこに寝転がる。私もベッドに横になったけれど、あんな事件の後では目が冴えてしまって、なかなか眠れない。それに、さっきの話を聞いて、彼に尋ねてみたいことがあった。

「……尊さん、寝ました？」

「いや、まだだ。……美織も眠れないのか？」

「はい。あの……ひとつ、聞いていいですか？」

「ひとつでもふたつでもどうぞ」

　枕に肘をついてこちらを向く尊さんは軽く笑ってそんなことを言うけれど、実は結構重い話をしようとしているので、緊張気味に口を開く。

「さっきの……〝血〟の話なんですけど」

「ああ、美織の中にも勝又の血が流れているっていう？」

「そうです。あの話を聞いて……尊さん、どう思いました？」

　彼は天井を睨みながら「うーん」と唸うなり、それから呑気な調子で言った。

「美織が意外と肝が据わってるところとか、職場でいじめられても平気でいるところとか、やくざの事務所に単身乗り込んでしまうところとか……そういうのは血のせいだったのかって、腑に落ちた感じだよ」

　がくっと肩の力が抜けた。

　私はそんな平和な感想を聞いたわけではないのですが……。

「いえ、そういうことではなくて……尊さんは、子どもは欲しいですか？」

「そりゃまぁ、いつかは……ああ、なんだ。〝血〟って、そういうことか」

　ようやく私の言わんとすることがわかったらしい尊さんは、「よっ」と声を出しながら上半身を起こし、ベッドに横たわる私の髪を優しく撫でた。

「俺たちの子どもにも勝又の血が流れてしまうって？」

「私は、血なんて関係ないと思っています。父だって、努力して立派な人になりましたし……でも、もしも尊さんが気にするんだったら、結婚のこと、考え直さなければって……」

　頼りない声で不安を吐露すると、それまで穏やかに髪を梳すいていた彼の手がいったん離れ、それから軽いげんこつが落ちてきた。

「いたっ」

「……ばか。お前は俺のなにを見てきたんだよ。〝血〟なんてくだらないもんのために、命を懸けて守りたいと思うほど愛しい相手を手放すわけないだろ？」

「尊さん……」

　頼もしい言葉がうれしくて、叩かれた場所を両手で押さえながら、つい涙目になる。

　そんな私を愛しげに見つめて微笑んだ彼は、言い聞かせるように続けた。

「俺は美織のことなら、たとえ悪魔の血を引いていたって愛する自信がある。だから余計な心配をするのはやめて、少しでも寝ろ。もうあと数時間後には仕事だろ？」

　穏やかな甘い声に諭されて、私は自信を取り戻す。

　尊さんはこんなに一心に私を愛してくれているのに、私ときたらいつも勝手に不安になってひとりで落ち込んでしまう。このクセ、そろそろ直さないと。

「はい……尊さんもですよね？」

「ああ。でも、さすがに疲れているから、事情を説明して遅めに出勤させてもらう。美織もそうすればどうだ？　頭取に頼めば簡単だろう」

　確かに。父に取り計らってもらえば、出勤を遅らせるどころか、休みを取らされるかもしれない。

　でも、事件に巻き込まれたとはいえ怪我をしたわけでもない。心のダメージはなかったとは言わないけれど、尊さんがずっとそばにいてくれたおかげで、意外に元気なのだ。

「私は、朝からちゃんと行きます。連休明けでバタバタするでしょうし、支店長が出勤できるかどうかもわかりません」

「……さすが、真面目だな。そういうところも好きだが、無理だけはしないように」

「はい。おやすみなさい」

「おやすみ」

　挨拶を済ませて目を閉じたら、おでこに柔らかい唇の熱が触れた。

　目を開けると尊さんの悪戯っぽい笑みがあって、彼はわざと声を潜めて囁く。

「お前の実家にいると、たったこれだけでもなんだか悪いことをした気分になるな」

「もう……尊さんってば……」

　とてつもなく恥ずかしくて、顔を隠すように布団を鼻の上までかぶせると、彼はクスクス笑いながら自分の布団へ戻っていった。

　今日、仕事を終えて帰ったら、また彼とのふたり暮らしが始まる。

　私たちを悩ませていた不安も取り除かれ、あとはもう、幸せな結婚を夢見て毎日を過ごすだけだ――。

　しみじみとした幸福感とともに睡魔もようやく訪れ、私はほんの数時間の短い眠りにつくのだった。










夫婦遊戯




　事件後、蒔田支店長は不正の証拠を暴かれ、銀行を解雇された。

　他にも銀行内に怪しい動きがないかと警察がひと通り捜査していったけれど、幸いそれ以上の後ろ暗い事実はなく、父も頭取を続けられることになった。

　事件はニュースでも報じられたため、みそら銀行が失った信用は小さくない。

　しかし、それを取り戻すために今こそ社員一丸となり、誠意をもって業務に取り組もうと前向きな動きで銀行内は活気づいていた。

　また、私は凛子と黒田さんのことも心配だったのだけれど、信頼できる弁護士に相談してみたところ、勝又組系列の闇金に求められていた法外な利息は返済の義務がないらしい。そして残りの借金だけなら、黒田さんが真面目に働けばなんとか返済できるのだそうだ。

　凛子はそんな彼を応援するために夜遊びを自粛し、黒田さんの自宅で甲斐甲斐しく夕飯を作るなど、必死に働く彼のサポートに徹すると決めたのだとか。珍しく殊勝な凛子の姿に最初は驚きもしたけれど、彼女には意外と家庭的な部分もあったらしく、ふたりは円満に交際を続けている。




　こうして平穏な日々が戻ってきたが、私と尊さんは仕事の合間を縫って結婚式の準備に追われ、なかなかゆっくりできる時間が持てずにいた。

　けれど、大事な式の準備に手を抜きたくはない。一生に一度の大切な日だもの、最高の結婚式にしなくちゃ――。

　そんな思いで奮闘すること数カ月。当初の予定通り、十月の大安吉日にとうとうその日を迎えた。

　私たちはまず区役所に婚姻届けを提出し、正式な夫婦となった。

　直後に式が控えていたため感慨に浸る暇はなかったが、今日から鞍馬美織になったのだと思うと、なんだか不思議で足元がふわふわした。

　そして、同じ日の午後。どこまでも晴れ渡った秋空の下、私と尊さんの結婚式が執り行われた。

　ホテル内にある神社はとても広く風雅な空間で、平安時代に迷い込んだかのような錯覚を覚える。

　私たち夫婦と参列者は、雅楽の荘厳な演奏が流れる中、神職と巫み女こに導かれてゆっくり神社へと歩みを進める。子どもの頃、昔話の絵本で見たような花嫁行列そのままだ。

　華やかな鳳ほう凰おうの柄が施されている錦織の白無垢に身を包んだ私は、背筋をしゃんとしなきゃ、と思わされるその独特の雰囲気にすっかり緊張してしまう。

　すると、隣で紋付き袴をびしっと着こなす尊さんにひそひそ耳打ちされた。

「……三々さん九く度どで酔うなよ」

「よ、酔いませんよ……！」

　つい強めに言い返したら、先頭を歩く神職の男性に咳払いをされてしまった。

　いけない、今日は控えめに、おしとやかに……。

　気を取り直して本殿に入場した後、参列者たちが席に着くのを待つ。

　それからお祓はらいをしてもらい、神職さんが神様に私たちの結婚を報告する。

　問題の三々九度もそつなく終えて指輪の交換も済ませると、とうとう私たちが誓いを述べる誓せい詞し奏そう上じょうの時がきた。

　夫婦になるふたりが声をそろえ、神様に結婚の誓いをたてる、大切な儀式だ。

　尊さんの手の中にある誓詞の書かれた紙を見ながら、神聖な気持ちを高めていたその時だった。

「――俺は」

　述べるはずの言葉とはまったく違う文面の言葉を、尊さんがひとり話しだした。

「女性と夫婦めおとになることなど、遊びの一種だと思っていました」

「た、尊さん……？」

　厳かな式に似つかわしくない彼の言葉に、周囲が一瞬ざわめいた。

　突然のことで私も意表を突かれ、彼を見つめて固まる。

　だって昨夜、『誓詞奏上で噛んだら、なんだか縁起が悪いですよね』なんて話しながら、何度もふたりで声をそろえる練習をしていたのに。

　尊さんは明らかに予定とは違うことをしているものの、神職さんは彼を咎めたりせず、静かに耳を傾けているようだった。

　尊さんは周囲がある程度静まったところで、再び続ける。

「しかし……妻である美織は、そんな俺とは正反対の真面目な女性です。まっすぐで、凛としていて、純粋で……それでいて、女神のように寛容で、優しくて」

　尊さん……。生真面目でつまらない、頑固で世間知らずな私を、そんなにふうに褒めてくれるのはあなただけです……。

　照れくさいけれど、それ以上にあたたかい喜びが胸に広がる。

「俺は彼女に惹かれ、愛を知りました。それは、今まで経験した遊びのどれよりも難しくて、なおかつ壊れやすく、今までの俺ならば途中で放棄していたであろう面倒な代物でした。……しかし彼女とともにその面倒さに向き合ううちに、この胸に〝愛しい〟という感情が生まれたことに気づきました。今も彼女を見つめれば、湧き水のように自然にあふれてくる、この尊い気持ちに」

　彼はそう言って、私を見つめる。吸い込まれそうなほど美しい瞳が、白無垢姿の私を映した。

「だから……この大事な結婚式の日に、俺は誓う。何物にも代えがたいこんな気持ちをくれた彼女に、永遠の愛を捧げると。この先なにがあっても、彼女を信じ、守っていく。美織……俺についてきてくれるな」

　尊さんらしい、強引で頼もしい言葉に胸がじんと熱くなる。

　私は少し泣きそうになったのをこらえ、にっこり微笑んで頷いた。

「尊さん……はい。もちろんです。でも」

　私は本殿前方の、神様がまつられている神棚をちらりと一瞥して尊さんに耳打ちする。

「あの、神様にも、ちゃんとご報告しないと……」

　神職さんは許してくれたものの、私の両親をはじめ、しきたりを重んじる参列者も少なくはないだろう。最後だけでも、それなりにちゃんとした言葉で締めた方がよいのでは？と、私は心配したのだけれど。

「ああ、そうだな」

　尊さんはなんてことなしに頷いて、正面に向き直る。そしてあろうことか「おい、神様！」とぶっきらぼうに呼びかけた。

　ちょ、ちょっと尊さん……神様に〝おい〟はないでしょう……！

　案の定、参列者たちは再び騒がしくなり、クスクス笑い声すら聞こえる。

　私たち、罰が当たりませんか……？なんて内心冷や汗をかく私に構わず、尊さんは堂々とした態度で神に語りかける。

「この通り、俺たちは夫婦の誓いを立てました。結婚という、人と人との尊い結びつきを〝夫婦遊戯だ〟なんて思っていたことは重々反省していますから、どうか俺たちがあたたかい家庭を築いていくのを、今後も見守っていてください」

　かろうじて敬語を使い、最後には深々頭を下げた彼にホッとしつつ、私もならうようにお辞儀をして神様にお願いする。

「幾久しく、お守りください……！」

　めちゃくちゃな誓詞奏上になってしまったけれど、私たちが顔を上げた時には、周囲からあたたかい拍手が送られた。

　ちらっと両親の様子を窺ったら、ふたりとも目を真っ赤にして涙を流していたので、ついもらい泣きして目が潤んでしまい慌てて目をそらす。

　勝又組の事件のおかげで、父と母、それに祖母が、私をどんな思いで育てていたのかを知ったから余計に……こうして彼らのもとを巣立つのが寂しい。

「……ほら」

　気づけば尊さんがハンカチを差し出してくれていて、メイクが崩れないようそっと目元を押さえる。しかし、一度感情があふれるとなかなかコントロールできなくて、涙が止まらなかった。

　今日という大切な晴れの日を、こうして尊さんと一緒に迎えられたことを、これまで出会ったすべての人に感謝したい。

　そんな、途方もなく大きな感動に包まれながら過ごした挙式は、二度と忘れることのできない、大切な思い出となった。




「なんだか夢みたいでした……。あんなに大勢のお客様がみんな楽しそうに笑って、私たちの結婚を祝福してくれて」

　挙式、そしてそれ以上に豪華絢けん爛らんな披露宴を終え、私たちは同じホテルのスイートルームでくつろいでいた。

　部屋の大きな窓からは、東京タワーのあたたかなオレンジ色の輝きを筆頭に、都会の美しい夜景が堪能できる。

　今夜はここへ泊まって、明日からは待望のハネムーン。行き先は美しいサンゴ礁しょうの海や、亜熱帯の動植物が自慢のフィジー島だ。

　尊さんは現地でも多少仕事をしなければならないそうだけれど、ふたりで海外旅行なんて初めてのことだから、今夜は興奮して眠れそうにない。

　それでも体は疲れているので、シャワーを浴びた後はおそろいのバスローブ姿でベッドに横になり、髪に触れ合ったり手を握り合ったりと軽い戯れを楽しみながら、他愛もない会話を交わしていた。

「夢じゃないだろ。俺たちはちゃんと夫婦になった」

　尊さんがそう言って、私の左手を取る。そして薬指に輝くマリッジリングを見つめたかと思うと、そこにチュッとキスをした。

　途端に胸が高鳴って、頬が熱くなってしまう。

　それでも、今夜は私たちふたりにとって特別な新婚初夜だから、恥ずかしがらず正直な気持ちを彼に伝えたい。式では尊さんも、あんなに包み隠さず愛情表現してくれたのだから。

「私……たぶん、初めての夜からあなたに惹かれていました」

「初めてって、サンクチュアリの〝夜遊び〟の時か？」

「はい。……あの時の相手が尊さんじゃなかったらって思うと、今でもぞっとします。私に触れていいのは、あなただけです」

　今度は私から彼の左手を取り、ごつごつした男らしい指にはめられた、おそろいの指輪に唇を寄せる。

　こうして目に見える夫婦の証はやっぱりうれしいな。そう思って、ふふっと笑みをこぼしたその時。

「美織……誘ってる？」

　尊さんが瞳を少々妖しくぎらつかせながら、私に問いかける。

　誘ってなんかいません！……と、いつもの私なら、慌てて否定するところだけれど。今夜は恥ずかしがらないって決めたんだもの……素直に伝えるの。

「はい……誘っています」

　そう言ってジッと彼を見つめたら、尊さんはおかしそうに肩を揺らして笑った。

「なにがおかしいんですか」

「いや、だって……誘ってるって言いつつそんな戦いを挑むような目で見てくるから」

　せ、せっかく勇気を振り絞ったのに、そんな言い方ひどい！

　でも、色っぽいムードを演出できなかった私が悪いのか……。今夜は新婚初夜だと意識しすぎていたのが逆効果になってしまったのかな。

　私は彼に背を向け、しょぼんとして体を丸めた。すると背後で衣擦れの音がして、尊さんの腕がふわりと私を抱き寄せた。

「嘘だよ、拗ねるなって。……うれしいし、すごい興奮してる。美織から誘ってくるなんて初めてだからな」

　色っぽくかすれた声が耳元で囁き、心臓が飛び出しそうなほど跳ね上がった。

　バスローブ越しの体温が、互いに上がっていくのを感じる。

　……ああ、今夜は本当に、私。

　私は尊さんの腕の中で体を反転させ、彼の逞しい首に腕を絡めると、耳元に唇を寄せてこっそり呟く。

「あなたが欲しいです……大好きな旦那様」

　途端に目の前の彼の耳が赤く染まり、珍しく困り顔になった彼はため息混じりにこぼす。

「そんな殺し文句どこで覚えたんだよ……」

「どこでって……思っていることを正直に口に出しただけで」

「ああもう、美織はしゃべらなくていい。代わりにとびきり甘い声で鳴かせてやるからな」

　ぞくりとするほど妖艶な声で告げた彼は私の唇を甘くふさぎ、巧みなキスで私を溶かしていく。

　その最中、小さなサイドテーブルに手を伸ばした彼が、器用にリモコンを操作し部屋の明かりを落とした。

　窓の外に広がる夜景が一層美しく輝きだし、一気にロマンチックなムードになった空間に、私たちの影と吐息が重なる。

　愛なんてなかった、ただ夢を見せてほしかった初めての夜とも違う。

　嫉妬に狂わされた彼に、激しく求められた切ない夜とも違う。

　とうとう本物の夫婦になれたという喜びの中で、確かな愛情を注がれながら抱かれたその夜、私はこの上ない幸福に包まれた。




　政略結婚なんて、と反発していたあの頃の私に伝えたい。

　どうやら夜遊びの計画にまだ迷いがあるようだけれど、勇気を出して六本木の秘密めいたビルの最上階に足を踏み入れてみて。

　そこには、とんでもなく危険な香りのする遊び慣れた男性がいるはず。

　でも安心して？　彼は未来の妻を守るために現れたヒーローだったの。

　彼にすべてを委ねれば、なにもかも大丈夫。

　あんなに憂鬱だった政略結婚も、バラ色の新婚生活に変わってしまうんだから――。
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　フィジーでのハネムーンから帰ってきた週の土曜日。私はお土産を渡すべく、自じ由ゆうが丘おかにある尊さんの実家を訪れた。

　尊さんも一緒に来られればよかったのだけれど、彼は仕事が入ってしまったので、私ひとりでの訪問だ。

　尊さんの実家は見晴らしのよい高台に建てられた上品な白い壁の一軒家で、彼がここで育ったのかと思うとなんだか感慨深い。

　家政婦の女性が門まで迎えに来てくれ、広い庭を横切り建物に入る。案内されたリビングでは、尊さんのお母様が笑顔で私を迎えてくれた。お義父様は残念ながら、仕事で不在にしているそうだ。

「旅行とはいえ、長距離の移動で疲れたでしょう。わざわざご足労いただいて申し訳なかったわね」

「いえ、尊さんがファーストクラスをリザーブしてくださったので長時間のフライトも苦になりませんでしたし、お義母様ともゆっくりお話ししたかったので」

　結婚式では落ち着いて話す時間がなかったし、それ以前の顔合わせなどではお互いの父親同士が仕事を交えた話で盛り上がることが多く、こうして尊さんのお母様とふたりきりで向き合うのは初めて。緊張もしているけれど、この機会にぜひもっと親しくなりたい。

「うれしいわ。私も娘が欲しかったから、美織さんのこと我が子のように思ってるの。今お茶を用意するから、座って待っていてね」

「ありがとうございます」

　私にソファを勧めていったんキッチンに引っ込んだお義母様は、やがて家政婦さんとともに紅茶と焼菓子のセットを運んできて、それをテーブルに並べるとひとり掛けソファに腰を落ち着けた。

　私は香りのいい紅茶をひと口いただいてから、さっそく持参したお土産を渡す。

「こちらがお義母様に買ってきたものです。黒真珠のネックレスと、プルメリアの香りがするスキンケアのセットが入っています」

「まぁ、ありがとう。欲しかったのよ、ブラックパール」

　さっそくネックレスを取り出してうっとり眺めるお義母様。喜んでもらえたみたいでよかったと、胸を撫でおろす。

　それからスポーツ観戦が好きだというお義父様に買ってきたラグビーのフィジー代表ユニフォーム、現地でも人気のラム酒を渡し、ひと通りのお土産話もしたところで、お義母様が思いついたように声をあげた。

「そうだ、美織さん。せっかくうちに来たんだから、尊の子どもの頃とか、学生時代のアルバム見ない？」

「はい、見たいです！」

　私はパッと表情を輝かせて頷いた。

　結婚し、愛し愛されているとはいっても、尊さんについてはまだまだ知らないことも多いのだ。昔の尊さんはどんな男の子だったのか、興味を引かれずにいられない。




　その後、私はお義母様が用意してくれた十冊ほどのアルバムを、じっくり時間をかけて眺めていった。

　三歳頃までは、くりっとした目元の愛らしい男の子。しかし幼稚園に入った頃からは急にきりっと利発そうな顔立ちになり、実際の年齢よりお兄さんに見えた。

「なんだか、この頃からもう〝尊さん〟って感じですね」

「ふふ。写真ではカッコつけているけどね、実際は悪戯好きのやんちゃな子だったわ」

　やんちゃか……。それも、想像できる気がするな。外では高貴な風格を漂わせて隙のない彼だけど、家では意地悪な言動で私をからかうし、ベッドの中では夜ごと甘い悪戯ばかり……って、夫の実家でなにを考えているの、私！

　脳内に浮かんだ尊さんの色っぽい姿をかき消すように小さく首を振り、再びアルバムに集中する。

「あっ。これは、空手を習っていた頃でしょうか」

　ページをめくったところで、真っ白な道着姿でこぶしを前に突き出している、小学生頃の彼を見つけた。

「そうそう。空手は精神も鍛えてくれるからって、夫が勧めて」

「……だから尊さんはあんなに心が強い人なんですね」

　普段の彼、そしてまだ記憶に新しい勝又組の事件を思い返し、しみじみ噛みしめる。

　銃を向けられ、普通の人ならば腰を抜かすような状況で不敵に笑っていた余裕の態度。命に代えても私を守ると覚悟した、あの凛とした瞳。……本当に、私の旦那様はカッコいい。

「美織さんがそう言ってくれるのはうれしいんだけど……高校時代の尊はちょっとどうかしらね。美織さんは本当におしとやかなお嬢さんだから、幻滅しないか心配だわ」

　お義母様が、苦笑しながら新たなアルバムを開く。そして目に飛び込んできた写真に、私は思わず目を見張った。

「……ピアスをたくさんしていた時期があるとは聞いていましたが」

「少し派手よねえ。成績はよかったし、別に非行に走っていたわけではないから、先生に呼び出されるなんてことはなかったけれど」

　友達数人と一緒に写っている高校生の尊さんは、ブレザーに鮮やかな紫のパーカーを合わせて制服を着崩し、右耳にリングのピアスを三つ、左耳には十字架モチーフのピアスと黒みがかった宝石のピアスをつけて屈託なく笑っていた。髪色こそ黒いものの確かに派手で、親であるお義母様からしたら眉をひそめたくなるかもしれない。

　でも私、なんだかこの派手な高校生を知っているような……。

「あ」

　その時、頭の中に眠っていた記憶が堰せきを切ったように次々よみがえった。

　間違いない。彼はあの時私を助けてくれた高校生だ。私、こんな昔にも尊さんに助けられていたんだ――。

　食い入るように写真を見つめる私を、お義母様は不思議そうな顔で見ていた。




　それは私が小学三年生の頃。いつも九十点以上取れていたテストの点数が初めて七十点台まで落ち、私は愕然としていた。

　ありのままを親に報告すればいいのだけれど、怒られるかもと思うと家に帰りづらく、ランドセルを背負ったままで夕暮れの街をあてもなく歩き、たまたまゲームセンターの前を通りかかった。

　子ども心に興味はあるものの、厳しい親に連れていってとは言えない、憧れの場所。その時ちょうど現実から逃げたかった私は、自動ドアから人が出入りするたびにガチャガチャとやかましい音が漏れてくるその場所に紛れてしまいたくて、勇気を出して店内に入っていった。

　……しかし、すぐに後悔することになる。私はその時、お嬢様学校として有名な私立の制服に身を包んでいたので、それに目をつけたらしいガラの悪い中学生グループに声をかけられたのだ。

『ねえねえ、少しお金持ってない？　持ってるでしょ、その制服、お金持ちが通う学校のだもんね』

　にやにやしている中学生男子五、六人に囲まれ、怖くて声も出せない。どうしたらいいのかわからず、ただ小さく震えていたその時だった。

『小学生相手にカツアゲとか、恥ずかしくないのか？』

　私に絡んでいた中学生の肩を掴み、ぐいっと輪から押し出すようにしてそう言った、ひとりの高校生がいた。

　紫のパーカーに、たくさんのピアス。当時は誰かもわからなかったけれど、それが尊さんだったのだ。見た目は派手だけれど、彼が私を助けようとしているのは幼心にもわかった。

『なんだよ、うるせぇな』

『関係ないだろ。どこ中だよお前』

　口々に中学生が尊さんに詰め寄り、喧嘩が始まるのではと心配になる。

　しかし尊さんは面倒くさそうにひとつため息をこぼすと、中学生に向かって言い放つ。

『自分より弱い小学生、しかも女子の制服をめざとく観察してカツアゲの対象にするくせに、この制服がどこ〝高〟なのかも知らないのか。頭の悪い連中だ』

『なんだと……？』

『で、でも、やべえよ、高校生は……』

　まだなにか言いたげではあったものの、中学生グループはやがて尻尾を巻いて逃げていき、私は恐怖から解放された。

　安堵して瞳を潤ませていると、尊さんは私の前にしゃがみ込んで苦い顔をした。

『危ないぞ、ひとりでこんなとこに来るなんて。……なにか事情があるのか？』

『……テスト』

『テスト？』

　怪訝そうに眉根を寄せた彼に、私は気がついたら胸の内を告白していた。

『九十点以上取れなかったから……家に、帰りたくありません』

　尊さんは目を丸くして、それからクスッと笑った。

　真剣に悩んでいるのに笑うなんてひどい、と思ったものの、その後尊さんはゲームセンターから出て、私を近くの公園に誘った。そしてテーブルと椅子のある場所で、ランドセルからテスト用紙とノートを出させて言ったのだ。

『間違えたところ、見せてみろ。二度と間違えないように、要点を教える。それをノートに書いて、〝今回ミスしたところ、自分なりにもう一度勉強し直しました〟って、テストと一緒に見せれば、親もそれほど怒らないだろう』

　なるほど……なかなかいい考えかもしれない。私は納得しつつも、初対面の高校生を信用していいものかと、まだ迷いがあった。

『ありがとうございます。あの、でもお兄さん、あまり勉強が得意そうには……』

　見えません、とまでは口にしなかったけれど、言葉の先を読んだ尊さんはおかしそうに笑った。

『こんなナリじゃ、確かに見えないよな。でも、勉強は好きなんだ。俺にとっては勉強も遊びの一種だよ』

　勉強が、遊びの一種……？

　両親の期待に応えるためだけに勉強する私には到底理解できない考え方だった。

　しかし、そう断言できる彼がすごい人のように思えて、私は素直に彼に教えを乞うのだった。




　その夜、私は早めに帰宅した尊さんとダイニングで夕食をともにしながら、実家でアルバムを見たことを報告した。そのおかげで思い出した過去についても、彼が覚えていないか聞いてみる。

「尊さんが高校生の頃、小学生の女の子に勉強を教えた記憶ありませんか？」

「……小学生？」

　向かいの席でワイングラスを傾けていた彼が、ジッと考え込む。

「はい。テストの点数が悪いから家に帰りたくないって、ゲームセンターに迷い込んだ小学生の女の子です」

「ああ、そういえば……ゲームセンターには似つかわしくない小学生の女の子が中学生に絡まれて困っていたから、つい見かねて声をかけた、なんてこともあったような」

「よかったです、覚えていてくれて。……その子から、伝言です」

　私がそう言っても、尊さんはまだ状況が飲み込めていないらしく、微かに首を傾げている。私はそんな彼に、にっこり微笑んで告げる。

「あなたのお陰で、両親から叱られずに済みました。ありがとう、尊さん」

「ん？　なぜ美織が……。いや、待てよ。年の差を考えれば……」

　ようやく答えにたどりついたらしい尊さんが、驚いて見開いた目に私を映す。

　私は彼の考えを肯定するようにゆっくり頷いた。

「……お前と出会ってから、運命というものの存在を信じたくなる奇跡ばかりだな」

　尊さんが、噛みしめるようにしみじみと呟く。

「本当ですね」

　そう言ってはにかんだ私を、彼が愛しそうに見つめる。そして不意に自分の隣の椅子を引いて私を呼んだ。

「美織、こっちに座れ。向かい合っていると、キスしたい時にすぐできない」

　瞳に熱を孕はらませながらそう言った彼にドキッとして、上目遣いで聞き返す。

「い、今は夕食の最中ですが……？」

「家の中で妻にキスしてなにが悪い。……お前が来ないなら、俺がそっちに行く」

「えっ……」

　戸惑っている間に素早く移動してきた尊さんが、私の隣の椅子を引いて座る。そして、ほとんど中身の減っていない私のワイングラスを手に取った。

　お酒が得意でない私に代わって彼が飲むのだろうかと思っていたら、彼は妖艶に目を細めて尋ねてきた。

「明日は日曜だ。思い切り美織を酔わせてもいいだろう？」

　そんな彼の姿は運命的な初めての夜を思い起こさせ、頬が熱くなった。とはいえ『いいですよ』と答える勇気はなく、俯いてもじもじしてしまう。

　尊さんはそんな私を、かわいくてたまらないといった眼差しで見つめると、グラスを傾けてワインを口に含み、私の顔を両手で包み込んで互いの唇を合わせた。

　小さく口を開くと、甘くほろ苦いワインが、彼の舌を伝って流れ込んでくる。

「ん、んぅ……」

　飲みきれなかったワインが口の端からこぼれ、それをまた彼の舌が舐なめ取っては、唾液とともに私の口内へ注ぎ込む。こんなにも甘美なお酒の味を、私は他に知らない。

「……食事の途中だが、たまにはいいだろう。こんな自堕落な夜も」

　唇を離した尊さんが囁くように言って、私の体を椅子からひょいと抱え上げる。そしてリビングに移動すると、ソファに優しく私を組み敷いて、キスの雨を降らせた。

　まぶた、頬、唇、耳朶。それから首筋をたどり始めた濡れた唇の感触は、ワインひと口分のアルコールよりもはるかに強力に作用し、あっという間に私の中枢を侵していった。

　かつて勉強を教えてくれた彼が、今やすっかり大人の男の人になって、私を官能的な世界に連れていく。

　そして私は、彼と夫婦であることの幸せを、心にも体にも、これでもかというほど熱心に教え込まれるのだ。
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　こんにちは、宝月です。ベリーズ文庫で三作目の書籍化となりましたこの作品ですが、今までにない喜びと緊張の中での編集作業となりました。

　というのも、『第４回ベリーズカフェ恋愛小説大賞』で、本作が大賞という夢のような賞をいただいたからです。本当に光栄でうれしく、私の一生の思い出です。

　大賞のテーマは『極上旦那様』でした。なので、たくさんの読者様にカッコいいと思ってもらえそうな、かつ自分自身も書いていてちゃんとドキドキできるヒーローを表現することに集中し、尊が生まれました。個人的な好みで言えば、今まで書いたヒーローの中でダントツ好みです！

　美織にはとり立てて語るほどの愛着はありませんが（ひどい）、その他でお気に入りのキャラといえば、勝又組の若頭、烈。今頃は刑務所ですが、すっかり腑抜けて大人しくなった彼は模範囚として扱われ、わりと早めに社会復帰できる予定です。

　今、その後の物語が頭の中にあるので、サイトの方でいつか書きたいなぁなんて思っております。需要があるのかわかりませんが、なくても書いちゃいます。




　番外編では、ふたりのエピソードゼロ的なお話が書きたくて、高校生の尊と小学生の美織のかわいい物語が生まれました。本編でハラハラドキドキした後に、ほっこりしていただけたら幸いです。




　最後になりましたが、大賞の選考に関わってくださった編集部の皆様、いつもあたたかくサポートしてくださる森様、編集にご協力いただいた妹尾様、鼻血が出そうになるほどにセクシーな尊のイラストを描いてくださった琴様、この本の制作に関わってくださったすべての皆様に、厚く御礼申し上げます。

　そして読者の皆様、いつも応援ありがとうございます。現在、サイトではこの作品とはガラッと雰囲気の違う、同期同士のラブコメを執筆中です。この書籍の発売日の頃には完結している予定ですので、興味が湧いたら覗いてみてください。

　作品ごとに違った風味の恋愛が楽しめる、そんな作家を目指してこれからも執筆に向き合っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
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